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第１章　犠牲







「──もう、誰だれにも止められない」

　音おと原はら市の一角にある海浜公園。月明かりだけが照らすその場所で、彼女は告げた。

　遺産№13──《白兎ホワイトラビツト》。

　今から五十年以上前に俺たちの先祖である魔女に戦いを挑んだウィッチクラフト。そして、コイツは俺たちにも戦いを挑んできた。そして、彼女が操るのは漆黒のドレスを纏まとった銀髪の女性。

　リリィ・ヴァレンタイン。

　遺産№12《屍操書ミツドナイトヘブン》を使って生み出された人形ゴーレム。《屍操書ミツドナイトヘブン》は死者の身体からだの一部を媒介として取り込むことにより、その死者を蘇よみがえらせることができる。

　そして、その媒介として選ばれたのが、ラピス。

　俺が所有者になったウィッチクラフトにして遺産№１《蒼柩ラピスラズリ》。つまりは、魔女の血液をもっとも多く分け与えられたウィッチクラフト。だからこそ、《白兎ホワイトラビツト》はラピスを媒介にして魔女を復活させやがったんだ。

　そして、魔女と相対するのは三人。

　辻つじ峰みね家現当主、辻峰梨り央お。

　霧きり谷や家元当主、霧谷雪せつ奈な。

　最後に、俺こと辻峰冬とう夜や。

　魔女の攻撃によって七なな海み、アリス、真ま由ゆ香かは戦闘続行不可能。さっき見せつけられた魔女の圧倒的な強さを考えれば戦況はこっちが不利かもしれないが、魔女に弱点がないわけじゃない。

《屍操書ミツドナイトヘブン》で生み出された人形ゴーレムは太陽の光を浴びると消滅しちまう。現在の時刻は深夜三時過ぎ。この季節の夜明けは四時過ぎ。

　つまりは、残り約一時間。

　それだけの時間を戦い続けることができれば、魔女は消えるはずで──。

「じゃあ、始めましょ♪」

「！」

　思考する俺を尻しり目めに、《白兎ホワイトラビツト》はその小さな手に銀色の懐中時計を握っていた。

　火薬時計。

　それが《白兎ホワイトラビツト》の能力。あの時計には手しゆ榴りゆう弾だんほどの破壊力を秘めている。それを、《白兎ホワイトラビツト》は相対する魔女と俺たちの間に放り投げて、

「くっ!?」

　瞬間、俺の視界を爆風が埋め尽くす。

　それは始まりを告げる号砲だった。爆発で発生した黒煙と爆炎を切り裂くように、一直線に魔女がこちらに突っ込んでくる！

「──ハッ！　上等だ！」

　迎え撃つように、黒い影が魔女に向かって疾走。

　セツナだ。

《魔狼フエンリル》の第二獣化形態を使うことにより身体からだをウィッチクラフトと同化させた彼女は、迫り来る魔女に真正面から接敵して、

「おぅうううラアアアアッ！」

　獣咆と共に、強烈な右ストレートを叩たたき込んだ。

　しかし、魔女はセツナの拳こぶしを手も使わずに、受け止める。

　魔女がもっとも得意とした魔術──結界魔術サンクチユアリー。まるで魔女を守るように展開した球体状の魔法陣が、セツナの拳を防いでいた。

　──なんて防御力だ。

　第二獣化形態になったセツナの拳を直に喰くらったことがある俺はその破壊力を十分わかっている。アスファルトに巨大なクレーターを穿うがつほどのセツナの拳を、魔女はいとも簡単に受け止めて、

「この人形風情ふぜいが！　調子に乗ってんじゃねーぞ！」

　しかし、セツナの攻撃は単発では終わらなかった。

　今度は抉えぐるような左フックが魔女の結界を直撃。凶悪な左右の連携コンビネーシヨンブロー。結界こそ壊れなかったものの、至近距離からの一撃の衝撃を殺し切れずに、魔女の身体からだが大きく後退する。

「──《赤鎖チエイン》」

　直後、響いたのは冷え切った声だった。

　その声の主は梨り央お姉ねえ。彼女は手に持った赤い刀から何本もの鎖を発生させる。彼女を生かしてるウィッチクラフト、《血核ハートレス》。その能力である血液操作。

　狙ねらいは、セツナの拳こぶしを喰くらって体勢を崩した魔女。

　赤い鎖は彼女を拘束するために宙を疾走して──。

「───っ！」

　その一瞬、ゾクッと氷点下の悪寒が俺の背筋を撫なで上げた。

　体勢を崩しながらも、魔女は鎖で自分を狙う梨央姉に右手の掌てのひらを向けていた。そして、二メートルほどの円形の魔法陣が発生。

　あれは──結界弾バレツトか！

「梨央姉！」

「わかってる！」

　俺の叫びに応こたえるように、俺と梨央姉は大きく右方向に跳躍していた。

　そのわずか二秒後、撃ち出された魔法陣が俺たちのいた場所に着弾。まるで怪獣にでも踏みつぶされたみたいに石畳が大きく陥没する。

　魔女の周囲を守っている結界を弾丸のように撃ち出す魔術──結界弾バレツト。

　あれを喰らったアリスは一発で戦闘不能に追い込まれてしまったんだ。

《Ⅸノウエム》クラスの戦闘用ウィッチクラフトの攻撃すら防ぐ結界と圧倒的な攻撃力を誇る結界弾バレツト。

　最強の矛と盾。

　そんな矛盾する強さを持った存在。

「くっ……！」

　それが、リリィ・ヴァレンタイン。

　今俺たちが相対してる敵なのか……！

「チッ。厄介だな」

　魔女の動きを見守りながら、俺と梨央姉の横まで後退してきたセツナが毒づいた。

「さすがはご先祖様。確か、結界魔術サンクチユアリーだったか？　霧きり谷や家に遺のこされた文献で存在だけは知ってたが、まさかここまで厄介なものだったとはな」

「うーん、存在を知っていながら真正面から突っ込んでいったせっちゃんも十分すごいと思うけどね」

「うるせーぞ梨り央お。てめえとおにーさんはアタシのフォローをしてろ。それとも、何か作戦があんのか？」

「まあね。一番いいのは魔女を操ってる《白兎ホワイトラビツト》を斃たおすこと。もしくは彼女から《屍操書ミツドナイトヘブン》を奪ってしまうことかな。でも、さっきの爆発で彼女の姿は消えてしまった」

「ケッ。高みの見物を決め込んでるわけかよ」

　面倒なことになっちまったぜ、とセツナは体勢を立て直して立ち上がる魔女を見ながら呟つぶやいた。

　確かに、この状況は厄介だ。

　今梨央姉ねえが言った通り俺たちが取るべき作戦は魔女ではなく、魔女を操っている《白兎ホワイトラビツト》を叩たたくこと。しかし、あいつの姿は今見えない。

　さっきの火薬時計による爆発。

　きっとあれは俺たちを攻撃するためじゃなく、自分が身を隠す時間を稼ぐためだったんだろう。

「でも、作戦がないわけじゃない。辻つじ峰みね家に遺のこされた文献とさっきの魔女の戦闘を見て、ボクが導き出した結論。魔女の結界魔術サンクチユアリーには一点だけ弱点がある。だから、セツナ」

　言って、梨央姉はセツナを見つめてから、

「今から、一人で魔女と戦って欲しい。そして、できれば魔女に零式結界弾ゼロバレツトを使わせて欲しいんだ」

「………っ！　本気か梨央姉！」

　零式結界弾ゼロバレツトは広範囲に被害を及ぼす結界弾バレツトの破壊力を一点集中して撃ち出す魔術だ。

　その威力は絶大。なにせ、《四銃奏カルテツト》のラストショットすら防ぎ切った《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の氷壁をいとも簡単に砕いたんだ。そんな魔術を持つ魔女との接近戦インフアイトを、梨央姉はセツナにさせるっていうのか？

「はんっ。相変わらずてめえは人使いが荒いな」

「ごめんね。でも、今はこれしか方法がないんだ。魔女の使う魔術の中で一番隙すきが大きいのは、零式結界弾ゼロバレツトなの」

「このバカ。謝んじゃねーよ。長い付き合いだ。てめえの考えてることなんて大体わかる。ま、この役目は《魔狼フエンリル》の所有者であるアタシしかできねーだろうしな」

　言って、セツナは再び魔女に向かって一歩踏み出した。

　どこか、楽しそうに微笑ほほえみながら。

「───」

　いや、もしかして本当に楽しんでるのか？

　辻つじ峰みね梨り央おと霧きり谷や雪せつ奈な。

　彼女たちは親友同士だったはずだ。お互いが当主だった頃ころは、ウィッチクラフトを奪い合い、ときにはウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうするために共闘もしていた。

　そして、今は魔女という共通の敵を倒すために並び立っている。

　もしかしたら、そんな状況がセツナの心を高揚させているとしたら──。

「目を離さないでね、冬とう夜やくん」

　歩き出すセツナの背中を見ながら、梨央姉ねえが静かに言った。

「魔女の結界魔術サンクチユアリーの弱点を突くことは、瞬しゆん転てんを使えるボクか、強制解放フオルテを使える冬夜くんにしかできないから」

「えっ──」

　どういう意味だよ、と訊たずねる前に、戦況は動いていた。




「おぅるぅううううううウウウウウウウウウウウウッ！」




　狼おおかみの遠とお吠ぼえにも似た咆ほう哮こうを上げながら、セツナが魔女に突貫。

　そして、再び繰り出される拳こぶし。

　まるでサンドバックを殴るボクサーのように、魔女の周囲を守る球体状の結界に速射砲のような連打を叩たたき込んでいく……！

「いい、冬夜くん？」

　その攻防を見ながら、梨央姉が呟つぶやいた。

「魔女の結界魔術サンクチユアリーの弱点。それは攻防の切り替えの瞬間なの」

「攻防の切り替え？」

「冬夜くんも知っての通り、魔女の結界には二種類ある。今セツナの拳を防いでる球体状の防御用結界と、結界弾バレツトや零式結界弾ゼロバレツトに使用する円形状の攻撃用結界。そして、その二つは同時に使えない」

「つまり……防御用結界を発動させながら結界弾バレツトや零式結界弾ゼロバレツトは使えないってことか？」

「ご名答。それと同じで、結界弾バレツトや零式結界弾ゼロバレツトを使ってる瞬間、魔女の身体からだは無防備になる。だから──そこを狙ねらう。もしボクが失敗したときは、冬夜くんがトドメを刺して欲しい」

「し、失敗って……！」

「大丈夫。失敗しても大丈夫なように、さっきの爆発のときにちゃんと切り札は用意しておいたから」

「なっ──」

　切り札だって？

　もしかして、さっきの爆発のときに行動を起こしていたのは《白兎ホワイトラビツト》だけじゃなかったのか？　爆発でみんなの視界が塞ふさがれた瞬間に、梨り央お姉ねえも何かをしていたとしたら──。

「冬とう夜やくん、タイミングは一瞬だよ」

　そう言って、梨央姉は血液操作の能力を使って、一本の鞘さやを作りだした。

　そして、刀を鞘に納めてから、腰を落とす。

　──居合。

　一週間前の戦いで、セツナに深手を与えた抜刀術。ウィッチクラフトの強化のリミッターを強引に解除する技術、瞬しゆん転てん。

　でも、《血核ハートレス》は未完成故ゆえに壊れかけたウィッチクラフトだ。

　その証拠に一週間前の戦いで梨央姉は倒れてしまった。

　また瞬転を使ったりしたら、今度こそ梨央姉は……！

「……わかった」

　けれど、俺は自分の胸に渦巻く感情を押し殺すように頷うなずいていた。

　だって、俺はもう決めたんだ。

　家族と一緒に戦う。

　そして、家族ラピスを取り戻す。

　だから俺は……！

「行くよ、冬夜くん！」

「おう！」

　梨央姉の言葉に合わせて、俺たちは左右に分かれて魔女に向かって疾走。

　その気配を察知したのか魔女の結界に拳こぶしを叩たたき込んでいたセツナが後退……否、魔女に零式結界弾ゼロバレツトを使わせるためにあえて距離を取ったのか？

　それに呼応するように、魔女の右手に攻撃用結界が発生。

　そして、二メートルほどの結界は一気に収束。確実にセツナを斃たおすためなのだろう。魔女を操っている《白兎ホワイトラビツト》は零式結界弾ゼロバレツトを使うことを選んだ。

「──面白え」

　だが、そこでセツナが取った行動は異常だった。

　あろうことか、彼女は獲物に飛びかかる寸前の狼おおかみのように、その身体からだを大きく低く沈めたのだ。あれは一週間前の戦いで見せた、セツナが全身全霊の一撃を撃ち込むときの構え。

　まさか、あいつは……！

「アタシを殺してみろ！　この人形風情ふぜいがッ！」

　海浜公園に響き渡るセツナの叫び。その誘いに乗ったのか、魔女は収束させた魔法陣を右拳と同時に撃ち出す。

　零式結界弾ゼロバレツト。

　普通なら絶対に避よけなければならないところだが、セツナは避けなかった。いや、それどころか彼女は低く沈めた身体からだを爆発的に加速させて、

「おぅううウウラアアアッ！」

　咆ほう哮こうと共に、魔女の右拳こぶしに自分の拳を叩たたき込んだ。

　──衝撃。

　セツナの全身全霊の一撃と魔女の零式結界弾ゼロバレツトが正面衝突。魔女とセツナ。互いの右拳が激突して──。

「がっ!?」

　破砕音。

　拳が砕ける乾いた音色と共に、セツナが後ろに吹き飛ばされてしまう。

　正面衝突の結果、勝負の軍配は魔女に上がったが、

「ナイスだよ、せっちゃん！」

　その瞬間、梨り央お姉ねえはすでに居合が届く間合いへと踏み込んでいた。

　そして──一いつ閃せん。

　放たれたのは俺の動体視力では残像すら捉とらえることのできない一ひと太た刀ち。赤い閃光は、無防備になった魔女の身体を切り裂こうとして、

「───っ!?」

　直後、鈍い金属音。

　梨央姉の放った一刀は魔女の身体に触れる前に、結界に弾はじかれていた。

　──嘘うそだろ？

　セツナが自分の拳を犠牲にしてまで作った隙すき。そこに瞬しゆん転てんを使った梨央姉が完かん璧ぺきなタイミングで刀を叩き込んだ。結界魔術サンクチユアリーは確かに攻撃と防御は同時にできないのだろう。

　だが、攻防の切り替えが早すぎる。

　その証拠に、梨央姉の一刀は防がれてしまったんだ──！

「逃げろ梨央姉！」

　反射的に、俺は叫んでいた。

　俺の瞳ひとみに映るのは、居合を放って無防備になった梨央姉に接近する魔女。そして、彼女の手には小さな魔法陣。

　一撃必殺の拳が、梨央姉の身体に襲い掛かろうとして、




「──引っかかったね」




　だが、驚くことに梨央姉は絶望的な状況下で微笑んでいた。

　そして、梨り央お姉ねえの手には黒い刀の柄つか。それは紛れもなく彼女の妹である辻つじ峰みね真ま由ゆ香かが所有者になったはずのウィッチクラフト。

《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》。

　かつて自分が使っていたウィッチクラフトを、梨央姉は悠然と構えていた。

　──まさか、これが梨央姉の言ってた切り札なのか？

　梨央姉はあの爆発の瞬間に瞬しゆん転てんを使って、真由香の《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を回収していたのか？　そして、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》はかつて梨央姉が所有者だったウィッチクラフトだ。

　もし梨央姉が、俺と同じ二つのウィッチクラフトを所有できる二重所有者ダブルホルダーだとしたら──！




「──《双璧デイスコネクト》！」




　その疑問は、眼前の光景によって氷解する。

　梨央姉の眼前に発生したのは血と氷で造られた二重の障壁。

　この土壇場での二刀流。

《血核ハートレス》と《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》。梨央姉は二つのウィッチクラフトを同時に操ってみせたんだ……！

「冬とう夜やくんっ！」

　そして、梨央姉が掠かすれた声で叫ぶのとほぼ同時に──俺は魔女に向かって走り出していた。

　コンマ数秒後、魔女の零式結界弾ゼロバレツトが二重障壁を直撃。

　しかし、砕けない。

　血と氷で造られた二重障壁は魔女の拳こぶしを受け止め、彼女の動きを一瞬だけ喰くい止めていた──！




「──強制解放フオルテ！」




　その瞬間、俺は手に持った《円舞曲ワルツ》の能力を発動し、加速。急激な負荷に傷を負った身体からだが悲鳴を上げ、視界が点滅する。

　けど、そんなのはどうだっていい！

　狙ねらうは無防備になった魔女の身体。

　防御用結界を展開する前に、俺は彼女へと接敵して──。

「おぉおおおおおおおおっ！」

　その胸を、深々と剣で突き刺した。

　飛び散る紅。刃は勢いよく魔女の身体からだを貫通し、彼女の血を石畳にぶち撒まけさせる。強制解放フオルテを使った渾こん身しんの一撃。負わせた傷はどう見ても致命傷。

　──勝った。

　人形ゴーレムを斃たおせば、《屍操書ミツドナイトヘブン》に取り込まれた媒介は解放される。

　これで俺たちはラピスを……！




「甘いわよ、トーヤ」




　しかし。

　そこで響いたのは白い少女の声だった。

「なっ!?」

　同時に、漆黒のドレスを血に染めながらも、魔女が自分の胸を貫いていた剣を左腕で掴つかんだ。まるで敵を拘束するみたいに。

　そして、無慈悲にも彼女の右手が俺に向けられる。

「その程度じゃ、今の魔女は斃せない。なぜなら彼女は《屍操書ミツドナイトヘブン》が生み出した人形ゴーレム。いわば死者よ。その程度の傷を負わせただけじゃ、死者を殺すことはできないわ」

　どこからか聞こえる《白兎ホワイトラビツト》の無情な宣告。

　それと同時に、剣を掴まれた俺の正面に二メートルほどの魔法陣が展開。

　──避よけろ！

　そう思った瞬間には、すべてが終わっていた。

「!?」

　衝撃。

　まるで大型のダンプカーにでも撥はね飛ばされたみたいに、俺の身体は宙を舞う。そのまま受け身を取ることもできずに石畳に叩たたきつけられ、無残に崩れ落ちる。

「がっ……あっ……!?」

　直後、胃から食道をせり上がってきた鉄の味が舌の上で踊った。それは吐血となって石畳にぶちまけられる。必死に呼吸を整えようとしたが、全身を襲う激痛のせいで酸素を吸うことすら……いや、身動き一つ取れない。

　魔女の結界弾バレツトが俺を直撃したんだろう。

　全身を襲う激痛のせいで今にも飛びそうな意識。

　その中で、

「残念だわぁ」

　白い少女の声が響いた気がした。

「あなたに流れている魔女の血はとっても濃い。それに魔女に似てとっても家族想おもい。だから、期待してたのに。まさかこんなに呆あつ気けないなんて」

　声と同時に、薄れゆく視界の中で魔女が自分の胸に刺さった剣を引き抜き、倒れている俺に掌てのひらを向けるのが見えた。

　そして、彼女の手には魔法陣。

「あっ──」

　──逃げろ。

　本能的な恐怖が俺の身体からだを突き動かそうとしていた。追撃の結界弾バレツトが来る。あれを喰くらったら間違いなく死ぬ。

　なのに、身体はこれっぽっちも動いてくれなくて──！

「バイバイ、トーヤ」

　直後。

　慈悲の欠片かけらもない別れの言葉と同時に、海浜公園に轟ごう音おんが鳴り響いた。
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　その一瞬、俺には何が起きたかわからなかった。

　ただ一つわかったのは、魔女が放った追撃の結界弾バレツトがさっきまで俺が倒れていた石畳を粉々に砕いたということ。

　なのに、俺は生きている。

　それは──。

「大丈夫かな、冬とう夜やくん」

「り、りおねえ……」

　辻つじ峰みね梨り央お。

　彼女は俺の身体を抱えたまま、石畳に座り込んでいた。おそらく、瞬しゆん転てんで結界弾バレツトの直撃を喰らいそうになった俺を助けたんだろう。

　けど、どうしてか。

　その顔はひどく青白い。

　まるで、死人のように。

「今夜はここまでね」

　そして、いつの間にか姿を現した白い少女──《白兎ホワイトラビツト》はそんなセリフを言いやがった。

「まだ夜明けまでは少し時間があるけど、今夜はこれで終わりにしてあげる。せっかく第二次魔女戦争ヴアルプルギスが始まったのに、たった一度の戦闘で終わってしまうのはすごくもったいないもの」

「……待ちやがれ。てめえ、逃げる気か」

　ハスキーボイスの主は、セツナ。

　零式結界弾ゼロバレツトと相打ちになったせいだろう。身体からだを覆う鎧よろいのいたるところにヒビが入りながらも、彼女は立ち上がって訊たずねていた。

「あははははっ♪　逃げるですって？　面白いことを言うのねセツナ。ラビはただ戦いを楽しみたいだけ。せっかく始めた魔女戦争を、たったこれだけで終わらせるものですか」

「………っ」

《白兎ホワイトラビツト》の言葉に怖おぞ気けが走った。やろうと思えば、コイツは俺たちを殺せるはずだ。なのに、あえてそれをせずに退くと言ってやがる。

　──戦闘狂。

　どこまでも戦いを楽しもうとする、狂信者の考え──。

「それに、次回はあなたたちにとって復讐戦になるはずよ？　そっちの方があなたたちも燃えるでしょう？　だって、今夜の戦いでそっちは一人リタイアすることになっちゃったんだし」

「えっ──」

　その言葉は、薄れかけた意識の中でもやけに強く響いた。

　……ふざけんな。

　それじゃまるで、俺たちの誰だれかが死んだみたいな……。




「それじゃあバイバイ、リオ」




　最後にそう言ってから、《白兎ホワイトラビツト》は魔女を引き連れて海浜公園から去っていく。

　そして、その背中が遠ざかるのと同時に、

「……梨り央お姉ねえっ!?」

　梨央姉の身体が、力を失っていた。

「ぐぅううっ!?」

　まるで人形のように動かなくなってしまった彼女の身体を、必死に支える。全身の神経が軋きしむような激痛。しかし、痛み以上に強烈な感覚が心臓を鷲わし掴づかみにした。

　──冷たすぎる。

　まるで氷のように冷え切った梨央姉の身体。

　これじゃまるで道端に転がってる石コロみたいだ。

　まさか、梨央姉は──。

「ごめんね、冬夜くん」

　俺の腕の中で、梨央姉は力なく微笑ほほえんだ。その身体から伝わってくる心臓の鼓動は、ひどく微かすかだった。

「今日はちょっと頑張りすぎちゃった。ボク、なんだかとっても疲れたよ」

「り、梨り央お姉ねえ……」

　真っ黒な闇やみのように絶望的な感情が俺の心を塗りつぶしていく。

　瞬しゆん転てんによる居合。

《血核ハートレス》と《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の二刀流。

　そして、俺を助けた最後の瞬転。

　一体、梨央姉はどれほどの無茶をしたんだろうか？　自分を生かしてる《血核ハートレス》が壊れかけてるってわかってたはずなのに……！

「で、でも、ボクは後悔してないよ？　だって……やっと冬とう夜やくんがボクのことを頼ってくれたんだもん。だけど、ごめんね。ボク、もう壊れちゃったみたい」

「ば、バカなこと言うなっ！　あきらめんじゃねえ！　きっと、七なな海みに頼めば……」

「……無理だよ、おにーさん」

　しかし、そこで言葉を紡いだのはセツナ。

　彼女は感情を必死に押し殺したような震える声で、言う。

「……《紅柩ピジヨンブラツド》の能力じゃ壊れかけたウィッチクラフトまでは直せねー。それは……てめえだってわかってるはずだ」

「くっ……！」

　いつの間にか隣に立っていたセツナの言葉に、ただ口くち唇びるを噛かみしめるしかなかった。

　……チクショウ。

　俺は、何もできないのか？

　目の前で家族がこんなことになってるのに、俺は、俺は……！

「……ありがとね、せっちゃん。最後にきみと一緒に戦えて、ちょっとだけ楽しかった」

「……梨央。すまねえ。アタシは……」

「謝らないで。ただ、その代わり……ボクがいなくなっちゃったら、冬夜くんたちを……ボクの家族を助けてくれないかな？　ずっとじゃなくていい。《白兎ホワイトラビツト》と魔女を、斃たおすまででいいから」

「───っ」

　一度だけ。

　瞳ひとみに浮かんだ涙を堪こらえるように、セツナは息を呑のんでから。

「──わかった。しばらくの間、おにーさんたちのことはアタシに任せろ」

「えへへ。相変わらず、せっちゃんは優しいね」

　言葉を紡ぐ間にも、梨央姉の身体からだから伝わってくる鼓動はどんどん弱くなっていく。

　彼女の目はもはや焦点すら合っていない。

　その呼吸すらも緩やかに、柔らかに、そして確実に、消えていく。

　梨り央お姉ねえの命が、俺の腕の中で消えていく。

　ただ、死んでいく……。

「……あ、れ？」

　それでも梨央姉はか弱い力で俺の腕をぎゅっと掴つかんだ。

　まるで、必死に俺のことを探すように。

「と、冬とう夜やくん？　どこに、いるの？　冬夜くん……冬夜くん……」

「梨央姉……」

　嘘うそだ。

　誰だれか嘘だって言ってくれ。

　こんなに近くにいるのに、梨央姉は俺のことすらわからないのか？

「いっ……嫌だ……。こ、ここは、寒くて、とっても暗くて……。お願いだよ……ボクを独りにしないで。独りは……さみしいよぉ……」

「………っ！」

　彼女の言葉に耐え切れなくなって、傷だらけの両腕で梨央姉の華きや奢しやな身体からだを抱きしめる。

　もはや俺にはこうすることしかできない。

　俺には、こんなことをするしか──！

「──ああ」

　けど。

　それでも梨央姉は、俺の身体をぎゅっと愛いとおしそうに抱きしめ返してくれた。

　そして──。




「冬夜くんは、温かいね」




　最期に、微笑ほほえんでから。

　ゆっくりとその瞼まぶたを閉じた。

「───」

　──俺は。

　いつまでも、その小さな身体を抱きしめ続けた。

　そうすればこの人がまた笑ってくれるって思ったんだ。

　いつもと同じように天使みたいに微笑んでくれるって思ったんだ。

　そんな奇跡みたいなことが起きてくれるって──ただ信じていたかったんだ。

「……梨央姉っ」

　けれど、彼女の瞼が再び開くことはなかった。













　いつまでも、いつまでも、開くことはなかったんだ。

「あ、あああああっ」

　こうして、第二次魔女戦争ヴアルプルギスの第一夜が終わる。

　しかし、俺たちはかけがえのない人を失った。

　辻つじ峰みね梨り央お。

　辻峰家の現当主にして《血核ハートレス》の所有者。三年前の事件で一度命を失っていた女の子。

　未完成のウィッチクラフトに生かされている死者。

　成長ができない身体からだ。

　まるでホラー映画に出てくるアンデッド。

　けど、それでも──。

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　梨央姉は、俺にとって大切な人だった。

　かけがえのない、家族だったんだ。





第２章　黒剣







　もう二度と、あの人の声を聞くことはできない。

　その事実が俺の心を押しつぶそうとしていた。

　辻つじ峰みね梨り央お。

　俺の従姉いとこにして、大事な家族。

　いつも小悪魔みたいに悪戯いたずらっぽく、そしてときには天使みたいに可か憐れんに微笑ほほえんでくれていた女の子。

　けれど、もう二度とあの笑顔を見ることはできないだろう。

　そう、梨央姉ねえは死んだ。

　あいつに殺された。

《白兎ホワイトラビツト》。

　魔女の子孫である俺たちの仇きゆう敵てきに。

　だから、俺はもう二度と会えない──。

「───」

　しかし、それは一般的な常識で考えたらの話だ。

　脳内にフラッシュバックするのは、ラピスが教えてくれた魔女の遺言。




『九十九すべてのウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうすれば──一つだけ、願いを叶えられる』




　ああ。

　だったら、簡単じゃないか。

　すべてのウィッチクラフトを集めて、梨央姉を生き返らせればいい。

　そういう能力を持ったウィッチクラフトを生み出せばいいんだ。

　そんな微かすかな希望が、千切れかけた俺の心を繋つなぎ止めていた。

　だから、俺は戦うのをやめない。

　梨央姉を……家族と再会するためなら、たとえこの身体からだがどうなってもいい。

　──戦え。

　ウィッチクラフトを蒐集しろ。

　そのために、まず斃たおさなくちゃいけないのは──。
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「お兄様。まだここにいたの？」

　辻つじ峰みね家の一角にある、開かずの間。

　過去にはラピスが眠っていた場所。そこで佇たたずむ俺に、七なな海みが話しかけてきた。

「ああ、悪い。もう会議の時間か」

　部屋に置かれた時計を見ると、時刻は午後三時。そう、あの海浜公園の戦いから約十二時間も経過していた。

　──あの後。

　俺たちは梨り央お姉ねえと一緒に本家に帰ってきた。幸い、真ま由ゆ香かもアリスも七海も気絶しただけですんだ。今は七海の能力で全快している。そして、俺やセツナの傷も七海が治してくれた。

　でも、梨央姉の傷だけはやはり治すことができなかった……。

「……ごめんなさい、お兄様。私は……何もできなかった。あのとき、私が気絶しなければもしかしたら梨央さんは……」

「気に病むな。そんなことしても、梨央姉は生き返らねえ」

「お兄様……」

「わかってるだろ、七海？　俺たちがすべきことは、《白兎ホワイトラビツト》を斃たおすことだ。そして、あいつを蒐しゆう集しゆうする。いや、あいつだけじゃねえ。すべてのウィッチクラフトを蒐集して、梨央姉を生き返らせるんだ」

　そう言って、俺は開かずの間に置かれた物体に目を向ける。

　──柩ひつぎ。

　まるで柩のように見える長方形の氷塊。梨央姉の亡なき骸がらはまるでガラスのように透き通った氷に包まれて眠っていた。梨央姉を氷漬けにしてくれたのは、真由香。《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力を使えば、人一人を氷に閉じ込めるのは簡単だった。それに《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》で造った氷は簡単には溶けない。

　こうすれば、梨央姉の身体からだが朽ちないで済む。

　だから──。

「待っててくれ、梨央姉」

　冷え切った氷塊に触れながら、告げた。

　必ず、俺が……いや、俺たちがあんたを生き返らせる。そのために《白兎ホワイトラビツト》を……魔女を斃す。

　その感情だけが俺の身体を突き動かしている。

　そうしないと、気が狂いそうだった。

　家族を守れなかったという事実に、母さんの遺言を果たせなかったという事実に、そして梨央姉にはもう二度と会えないかもしれないという事実に──。

　心が壊れそうだったんだ。

「───」

　でも。

　俺よりも心配なのは──。

「真ま由ゆ香かはまだ自分の部屋にいるのか？」

　開かずの間を出て廊下を歩きながら話しかけると、七なな海みは「ええ」と頷うなずいた。

「やっぱり、梨り央おさんのことはすごくショックだったみたい。もしかしたら、お兄様よりも心の傷は深いかもしれない」

「……当たり前だ。梨央姉ねえは、真由香にとってたった一人の姉だった。それに、真由香は三年前の事件で自分の目の前で梨央姉を殺されたんだ」

　けど、今回の方が傷は大きかったのかもしれない。

　真由香は何もできなかった。

　魔女の零式結界弾ゼロバレツトの前に一瞬で戦闘不能に追い込まれて、あいつが目を覚ましたときにはすべてが終わっていたんだ。

　あのときの真由香の表情は忘れられそうにない。

　絶望、後悔、悲哀、そして怒り。

　そのすべてが入り混じったような表情を浮かべながら、あいつは涙を流していた。そして、本家に帰ってきてからはずっと部屋に籠こもっている。

「そう言えば、真由香さんたちの両親はどうしてるの？」

「叔母さんは随分前に病気で亡くなってて、叔父さんは貿易関係の仕事で海外にいる。でも、叔父さんには梨央姉のことはまだ伝えられない。伝えたら、きっと音おと原はら市に帰って来ちまうだろ。そうしたら、戦いに巻き込まれるかもしれない」

「賢明な判断ね。《白兎ホワイトラビツト》は狡こう猾かつよ。正々堂々、利用するものならなんでも利用する。その証拠に、あの人はお兄様の──」

「ああ、俺の母さんを爆弾にしやがった」

　ぎゅっと俺は静かに拳こぶしを握りしめていた。

　あのとき見た母さんの……いや、母さんの姿をした人形ゴーレムの笑顔は脳裏に焼き付いている。

　もし叔父さんをあんなことに利用されでもしたら、今度こそ真由香は立ち直れなくなるだろう。

「厳しい話だけど、真由香には立ち直ってもらわなくちゃならねえ。あいつは俺たちにとって重要な戦力だ。《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の所有者なしで、《白兎ホワイトラビツト》に勝てるとは思えねえ」

「そうね。でも、だからこそ今はそっとしておくべきなのかも。《白兎ホワイトラビツト》が望んでいるのは、魔女と私たちの戦い。《屍操書ミツドナイトヘブン》で生み出された人形ゴーレムは太陽の光を浴びると消えてしまうわ」

「つまり、戦いはまた夜間になるってことか」

　それまでに、なんとか真ま由ゆ香かを立ち直らせなくちゃいけない。

　──わかってる。

　俺は今すごく残酷なことをしようとしている。

　家族を失ったばかりの女の子を、戦場に放り込もうとしているんだ。そのことを考えると……ひどく胸が痛んだ。

　けど、真由香の助けなしには《白兎ホワイトラビツト》には勝てない。

　それに真由香は辻つじ峰みね本家の次女こどもだ。だったら梨り央お姉ねえがいなくなってしまった以上、現辻峰家当主は真由香ということになる。

　だからこそ、あいつには立ち上がってもらわなくちゃならない。

「でも、私はお兄様も心配だわ」

「は？　何を言ってるんだよ。俺は大丈夫だ。だって、ウィッチクラフトを全部蒐しゆう集しゆうして梨央姉を生き返らせれば──」

「そんなことを言ってる時点で大丈夫じゃないの。たぶん、お兄様は梨央さんがいなくなってしまったショックに耐えるために、必死に戦おうとしている。そうやって何かに集中することで心を繋つなぎ止めようとしている。私にも、お兄様の気持ちはわかるわ。だって、私も六月の戦いで一度はアリスが死んでしまったと思っていたから」

「あっ……」

　そうか。

　六月に起きた廃ビルでの戦い。

　あのときアリスは自分の命を犠牲にしてセツナを殺そうとした。そして、俺たちも七月になるまであいつが死んだって思ってた……。

「あのときの私はすごく沈んでいた。だからこそ、お兄様たちと戦うことだけに集中して、心を繋ぎ止めようとしていたの」

「………」

「結果的にアリスは生きていてくれたから、私はなんとかなったわ。けど、お兄様と真由香さんは違う。なんだか、今の二人はとても危うく見えるわ。だから、私は──」

「ありがとな、七なな海み」

　その言葉を遮るように、俺は七海の頭にぽんっと手を置いていた。

「お、お兄様？」

「悪いな。心配かけちまってさ。けど、今はこれしかないんだ。たぶん、俺は梨央姉を生き返らせるって希望にすがりついてるから今こうしていられる。ラピスを取り戻さなくちゃいけないって思ってるから、心を折られないでいられるんだ」

「で、でも、それじゃお兄様が……」

「心配すんなって。ラピスや梨り央お姉ねえと約束したんだ。この前セツナと戦ったときみたいに一人きりで無茶はしない。真ま由ゆ香か、七なな海み、アリス……みんなのことを頼る。だから、七海も俺のことを頼ってくれ。全部一人で抱え込もうとしなくていいんだ」

「………っ」

　少しだけ息を呑のんだ後、七海は「そうね」と頷うなずいてくれた。

「どうやら、私も今回の件でショックを受けてるみたい。だからきっと私が状況を引っ張らなきゃって思ってたのかもしれない。──ありがとう。お兄様のおかげで、少しだけ気持ちに余裕ができたわ」

「気にすんな。俺だってみんながいるから戦えるんだ」

「家族って、ステキね」

「……おまえ、この状況で恥ずかしいことを言うなよ」

　頭を撫なでてやると、七海は普段の大人っぽい表情とは違う照れくさそうな笑みを浮かべた。

　──そうだ。

　俺はコイツのことも守らなくちゃいけない。

　霧きり谷や七海。

　遺産№２《紅柩ピジヨンブラツド》。













　ラピスの妹にして、辻つじ峰みね本家と同盟を結んだ霧きり谷や家現当主。

　言っちまえば、家族なんだ。

　頭の中で蘇よみがえるのは、梨り央お姉ねえの最期の姿。




　──あんな想おもいは、もう絶対にしたくない。




　誰だれかが見たら、身内が死んだばかりだってのに戦おうとしてる今の俺はひどく酷薄で残酷に見えるかもしれない。

　けれど、お願いだ。

　今は目の前の戦いに集中させてくれ。

　じゃないと俺まで立ち上がれなくなってしまう。泣くのは《白兎ホワイトラビツト》を斃たおしてからだ。

　そうじゃないと……俺を守ってくれた梨央姉に顔向けができねえんだよ。

「チッ。なんだよおにーさん。話し合いをするんじゃなかったのかよ」

　と、そこで響いたのはハスキーな声。

　廊下の反対側からセツナが歩いてきていた。今は第二獣化形態じゃないし、家の中にいるせいかジャケットも脱いでいる。

「ああ、悪い。今そっちに行くとこだった」

「まったく、さっさとしろよ。《白兎ホワイトラビツト》の魔女を斃すための会議をしようって言ったのはおにーさんだぜ？」

「お兄様に偉そうなことを言うのはやめて欲しいわ。セツナさんだって私が傷を治さなかったら魔女と戦うことはできなかったでしょう？」

「はあん。うるせーぞ《紅柩ピジヨンブラツド》。てめえこそ偉そうにすんな。言っとくが、アタシはてめえらの仲間になったわけじゃねー。梨央の最期の頼みを聞いてやっただけだ」

「本当に……あなたと梨央さんは仲が良かったのね」

「ケッ。そんなんじゃねーよ」

　まるで吐き捨てるように、セツナは呟つぶやいた。

「アタシと梨央が初めて出会ったのは、お互いがウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうしているとき。つまりは、戦場だ。そんときアタシは《四銃奏カルテツト》の、そして梨央は《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の所有者だった」

「じゃあ、やっぱりセツナと梨央姉は敵同士だったのか？」

「当たり前じゃねーか。ただ、そのときアタシは霧谷家の意向で千せん羽ば学がく園えんの中等部に通ってた。で、最悪なことに同じクラスに梨央がいやがったんだよ。学園では、あいつはアタシに付きまとってたんだ」

「付きまとってた？」

「学園じゃアタシは浮いてたし、ほっとけなかったのかもな。それに、お互い若くして魔女の子孫の家系の当主になったってシンパシーもあった。夜は戦いばっかりだったが、昼間は一緒にメシを喰くったり、駄だ弁べったりしてたよ」

「確かに、梨り央お姉ねえは面倒見が良かったからな」

　いつだってあの人は俺や真ま由ゆ香かのことを気にかけてくれてた。だからこそ、学園でセツナを放っておけなかったのかもしれん。

「ま、あいつのおかげで色々と楽しかったのは事実だ」

　どこか寂しそうに、セツナはそう言った。

「梨央がいたからこそ、アタシは学園で独りにならずにすんだ。夜の戦いもあいつが出てくると張り合いが出て楽しかったよ。はっきり言って、他ほかの辻つじ峰みねの人間は弱かったからな。当時から瞬しゆん転てんを使えた梨央は化け物みてーに強かった。だから、アタシも対抗心を燃やして戦えたんだ。だが──」




　三年前に、アタシが梨央を殺しちまった。




「セツナ……」

「けど、梨央は《血核ハートレス》の所有者に選ばれて、生き返った。正直、嬉うれしかったぜ。だって、あいつくらいしかアタシと戦ってくれるヤツはいなかったし、アタシだってあいつの実力は認めてたんだ。だからこそ、自分の手で決着を付けるって決めたんだ。なのによぉ……」

　ドンッと、セツナが固く握った拳こぶしで廊下の壁を荒々しく叩たたいた。

「あの女が、その機会を奪いやがった。アタシはあいつを許さねー。それに、梨央の遺言もある。だから、おにーさんたちと一緒に戦うって決めたんだ」

「……おう。あんたがいると心強いぜ」

　けど、なんだろう。

　セツナと俺の間には、決定的な思考の違いがある気がした。

　それはきっと梨央姉を生き返らせるのかどうかということについて。俺たちの目的はウィッチクラフトをすべて蒐しゆう集しゆうすること。そして、梨央姉を生き返らせること。

　しかし、セツナは違う。

　コイツはウィッチクラフト自体の存在を憎んでる。だからこそたった一人でウィッチクラフトを狩り続けたんだ。《魔狼フエンリル》のもう一つの能力である略奪を使って。

　おそらく、コイツは梨央姉を生き返らせるつもりはないんだと思う。

　漠然とだが、俺はそんなことを思った。

　ウィッチクラフトを強く憎んでるコイツだからこそ、ウィッチクラフトの力に再びすがるようなことはしない気がする。

　じゃあ、どうしてコイツは《白兎ホワイトラビツト》と戦うことを選んだのか？

「───」

　その答えは、きっと復ふく讐しゆう心。

　セツナだって梨り央お姉ねえがいなくなったことにショックを受けてるはずなんだ。なのに、今は冷静さを保っているように見える。

　梨央姉を殺した《白兎ホワイトラビツト》を斃たおす。

　たぶん、コイツはそのことだけを糧に心を支えてるんだと思う。やってることは俺と似てる。けど、コイツの頭には梨央姉を生き返らせるという希望はない。ただ復讐を果たすという妄執だけだ。

　だとしたら、俺たちはいつか戦うかもしれない。

　今はまだ《白兎ホワイトラビツト》を斃すっていう共通の目的があるからいいが、この戦いが終わったら俺たちは再び争わなくちゃいけないだろう。

　そのときは、戦うだけだ。

　そう、この《剣舞士の首飾りソードダンサー》で……。

「!?」

　しかし、その瞬間首にかけた《剣舞士の首飾りソードダンサー》が灼やけるような熱を持った。

　……なんだ？

　今までも《剣舞士の首飾りソードダンサー》は誰だれかの敵意を察知したときにこうやって熱を帯びることがあった。でも、今どうしてこのタイミングで？

「？　どうしたの、お兄様」

「いや、なんか《剣舞士の首飾りソードダンサー》がおかしくてさ」

「は？　なんだそりゃ。まさか昨日の戦いでどっかおかしくしたのか？　オイオイ、自分のウィッチクラフトは大事にしろよ。そんなんじゃ敵にぶっ壊されるぞ」

「あんただけにはそのセリフを言われたくねえ！」

　この前は思いっきりヘシ折ったくせに。

　けど、《剣舞士の首飾りソードダンサー》がおかしいのは事実だ。

　そんな不安を振り払うために、俺は試しに《剣舞士の首飾りソードダンサー》の能力である刀剣変化を発動させようとしたが、

「えっ？」

　何も、起きなかった。

　掌てのひらに握ったペンダントが形状を変化させることはない。何度か試みてみるが、ことごとく失敗に終わる。

　……なんだこれ。

　うなじのあたりから嫌な汗がどっと噴き出るのを感じる。

　どうして《剣舞士の首飾りソードダンサー》が反応しない？

　このままじゃ《白兎ホワイトラビツト》を斃たおすどころじゃねえ。ウィッチクラフトを使えない俺はただの一般人だ。

　これじゃ、梨り央お姉ねえを生き返らせることは──。

「「!?」」

　しかし、そこで息を呑のんだのは七なな海みとセツナの二人。

　二人は驚きよう愕がくに目を見開きながら、廊下の先を……辻つじ峰みね家の玄関がある方向を見つめていた。

「クソッタレ。なんだよ、この気配ニオイは。気を付けろおにーさん。この辻峰本家のすぐ近くにウィッチクラフトがいるぜ」

「なっ……まさか《白兎ホワイトラビツト》か？」

「いや、アタシは《蒼柩ラピスラズリ》ほど気配察知が上う手まくねーからなんともいえねー。だが、てめえならわかるんじゃねーか《紅柩ピジヨンブラツド》」

「──ええ。この気配は、間違いなくあの人よ」

　そう言って、七海は一人で廊下を進み始めた。

　反射的に俺とセツナが追いかけると、居間から顔を出したアリスも「七海様？」と合流した。しかし、七海はひどく緊張したまま無言を貫いている。

　……なんだ？

　一体、誰だれが来たっていうんだ？

「開けるわね」

　緊迫した声色のまま、七海は玄関のドアに手をかけた。

　呼応するようにセツナは《魔狼フエンリル》を、アリスは《四銃奏カルテツト》を取り出す。俺も《剣舞士の首飾りソードダンサー》を剣に変化させようとしたが……やっぱりダメだった。

　──ヤバイ。

　これじゃ、もしドアの向こうに敵がいたら──。

「えっ──」

　しかし。

　七海がドアを開けた向こうにいたのは、意外な人物だった。




「ただいま、冬とう夜や」




　俺の視界に入ったのは眩まばゆい金色の髪に蒼あおい瞳ひとみ。そして蒼いドレスを着こんだ少女。

《蒼柩ラピスラズリ》。

　昨晩、《屍操書ミツドナイトヘブン》の媒介として《白兎ホワイトラビツト》に奪われた少女は、再び俺たちの前に姿をあらわしていた。













　──だが。

　その首には、懐中時計。

　まるで首輪でもつけるように、銀色の小さな懐中時計が細い鎖で括くくりつけられていた。





×　　×　　×






「じゃあ、状況を説明するわね」

　ラピスが訪ねて来てから、数分後。

　俺たちは辻つじ峰みね家の居間に集まって会議をすることにした。この場にいるのは俺、ラピス、七なな海み、アリス、セツナ、そして真ま由ゆ香か。ラピスが帰ってきたことを伝えると、真由香はひどい顔色をしながらも部屋から出てくれたのだ。

　だが、この状況は──。

「その前に一つ訊きくぜ、《蒼柩ラピスラズリ》」

　テーブルについたセツナが、乱暴な口調で話しかける。

「その首から下げてんのは、《白兎ホワイトラビツト》の火薬時計か？」

「ええ。でも、心配しないで。あいつは今これを爆発させるなんてことはしないと思う。あの戦闘狂がそんなもったいないマネをするはずがない。わたしたちを斃たおすのなら、また正面から戦いを挑むはずよ」

「………っ！　じゃあ、どうして火薬時計が括くくりつけられてんだよ！　それに、どうしておまえは辻つじ峰みね本家に帰って来れたんだ!?」

「それは……」

　俺が思わず声を張り上げると、ラピスはテーブルの上に乗せた掌てのひらをぎゅっと握りしめた。

「保険よ。この火薬時計は、無理やり外そうとしたり、わたしが《白兎ホワイトラビツト》との約束を破ると爆発する仕組みになってるの」

「約束？」

「そう。《白兎ホワイトラビツト》はあんたたちと戦うために日付を指定したわ。それは、明日の深夜二時。場所はリリィの墓があった西洋墓地。わたしはそこで再びリリィを蘇よみがえらせるための媒介にならなくちゃいけない」

「なっ──」

　ゾクッと鳥肌が立つ。

　まさか、《白兎ホワイトラビツト》がラピスを《屍操書ミツドナイトヘブン》から解放して辻峰家に返したのは……。

「なるほど。《白兎ホワイトラビツト》はその情報を私たちに伝えさせるためにお姉様を解放したのね」

「けど、明日──戦いの期日がきたら……」

「わたしはまた《屍操書ミツドナイトヘブン》の媒介にならなくちゃいけない。もし媒介になることを拒否した場合、この火薬時計が爆発して、わたし自身が死ぬことになる」

「………っ！」

　……ふざけんじゃねえ。

　形容しがたい怒りが自分の胸の中で燃え上がった。あいつは、そんなことのためにわざわざラピスを解放しやがったのか？　いくら火薬時計の威力が小さくても、至近距離から爆発すれば致命傷になる。それがラピスのような小さな女の子ならなおさらだ。

　それがわかっていたからこそ、《白兎ホワイトラビツト》はあえて俺たちにラピスを返しやがったんだ……！

「チッ。えげつねーことしやがるぜ。つまり、おにーさんたちはせっかく《蒼柩ラピスラズリ》と再会できたのに、明日にはまた《白兎ホワイトラビツト》に返さなくちゃいけないってことか」

「なんとかならないのですか、七なな海み様」

「無理よ、アリス。今の話を聞く限りだと、お姉様を助けるためには再び《屍操書ミツドナイトヘブン》の媒介になってもらった後で、私たちが魔女を斃すしかない。たぶん、明日までにその作戦を考えろってことなんでしょうね」

「うん。だからこそ、《白兎ホワイトラビツト》はわたしをこうしてみんなと会わせたのよ」

「ラピス。《白兎ホワイトラビツト》がこの街のどこにいるかはわかるか？」

「ううん。あいつがわたしを解放したのは本家の近くにある森林公園だったから、あいつの隠れ家まではわからないわ」

「ま、隠れ家がわかったところで奇襲はできねーな。言わば《蒼柩ラピスラズリ》は人質だ。首に爆弾括くくりつけられたままじゃ、あっちの要求を呑のむしかねー」

「セツナ。もしかしてあんた、わたしのことを気遣って……」

「はっ。ふざけんな。アタシは梨り央おの遺言に従ってるだけだ。魔女を斃たおすまではてめえらの味方でいてやるよ」

「遺言……じゃあ、やっぱり梨央は……」

　途端、ラピスは顔を悲痛に歪ゆがませてしまった。もちろん梨央姉ねえがいなくなって悲しいってこともあるんだろうけど、きっとコイツは自分のことを責めてるんだと思う。

　だって、ラピスがあのとき《白兎ホワイトラビツト》に捕まらなければ魔女が復活することはなかったんだ。梨央姉だって、生きていられたかもしれない。

「ラピス。今だけは、落ち込むのはやめよう」

「冬とう夜や……」

「おまえの目的はすべてのウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうすることだった。そして、ウィッチクラフトを集めれば一つだけ願いを叶かなえられる。だったら、梨央姉を生き返らせればいいんだ。少なくとも、俺はそう信じてる。だから──一緒に戦おう」

「………っ」

　蒼あおい瞳ひとみを潤ませた後で、ラピスはぐいっと溢あふれかけた涙を振り払うように顔を拭ぬぐってから。

「そうね。今は、そうするしかないわ」

　はっきりと、そう断言してくれた。

　……よし。

　これでラピスは大丈夫だろう。ショックは受けているだろうが、少しでも希望があればきっと戦える。たとえ明日には再び魔女の媒介にならなくちゃいけないとしても、逃げないで戦略を考えてくれる。

　だから、問題はあと一つだ。

「真ま由ゆ香かも、それでいいか？」

「えっ……」

　突然話しかけられて驚いたのか、今まで黙っていた真由香がビクッと震えた。

　そして、沈黙。

　辻つじ峰みね家の居間を無音が支配した後で。

「……はい。兄さんの言う通りだと思います。姉さんを生き返らせるために、私たちは戦わなくちゃいけません。でも……」

「でも？」

「このままじゃ、魔女には勝てません。はっきり言って彼女の強さは圧倒的でした。私とアリスさんと七なな海みさんが一瞬で戦闘不能に追い込まれて、兄さんと姉さんとセツナさんが立ち向かっても歯が立たなかった」

「それは……」

「せめて私がもっと強ければ……姉さんみたいに戦いの才能があれば……」

「……真ま由ゆ香か。おまえが気に病むのもわかる。だけど、今はあんまり自分を責めるな。そんなことしても、梨り央お姉ねえは──」

「私だってそんなことはわかっていますっ！」

　それは今にも泣きそうな叫び声。

　しかし、言った本人は「あっ……」と言葉を失った。

「ご、ごめんなさい。兄さんだって、姉さんが死んでしまって悲しいはずなのに……それを必死に我慢して戦おうとしてるのに、私は……」

「いや、謝らなくていい。その代わり──頼む、真由香。俺たちにはおまえの力が必要なんだ。《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の所有者であるおまえの力が」

「けど、兄さんに聞いた話ですと、姉さんは《血核ハートレス》と《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の二刀流をしたんですよね？　それでも魔女には勝てなかった。それほどまでに魔女は強い。だったら……」

　私はこのままじゃダメなのかもしれません、と。

　真由香はひどく思いつめた様子で呟つぶやいた。

「魔女に勝つためには、もっと強くならなくちゃいけない。姉さんの仇かたきを取るために……姉さんを生き返らせるために……もう誰だれも死なせないために……！」

「真由香……」

　どうしてか、今の真由香からはひどく嫌な感じがした。

　これじゃ俺が本家に帰ってきたばっかりの頃ころの真由香だ。いや、もしかしたらあのときよりもさらに自分のことを追い詰めているのかもしれん。

　──自分は家族姉のことを二度も守れなかった。

　そんな絶望と悔しさが彼女の心を満たしているんじゃ──。

「そうね。確かに魔女は強いわ。でも、あれでもまだマシな方なのよ」

　そこで話を変えるように七海が呟いた。

「昨日の夜、魔女は結界魔術サンクチユアリーしか使わなかったんでしょう？　本来なら魔女は膨大な数の魔術を会得していたはずよ。けど、結界魔術サンクチユアリーしか使わなかったのは……」

「たぶん、媒介であるわたしのせいね。《屍操書ミツドナイトヘブン》は媒介にしたものによって蘇よみがえらせた人形ゴーレムの強さが変わる。いくらわたしが《Ⅸノウエム》の頂点でも、リリィの身体からだそのものじゃないから」

「つまり、魔女が使える魔術は結界魔術サンクチユアリーだけだと思っていいのか？」

「そう考えていいはずよ。結界魔術サンクチユアリーはリリィがもっとも得意にしてた魔術だし、生前の長所がもっとも活いかされたんだと思う」

「問題は、あの魔術をどう破るかだな。昨日も戦ってわかったように、結界魔術サンクチユアリーには攻撃と防御の切り替えに一瞬の隙すきがある。だが、魔女は死者だ。生半可な攻撃じゃ殺し切れねー。それはアタシたちが戦闘用の《Ⅸノウエム》を四つ持ってても同じことだ」

「四つか……」

　遺産№４《魔狼フエンリル》。

　遺産№７《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

　遺産№８《四銃奏カルテツト》。

　遺産№９《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》。

　きっと、戦力だけなら俺たちは歴代の辻つじ峰みね家の中でも群を抜いていると思う。

　しかし、それでも魔女には敵かなわない。

　いや、それどころか……。

「ラピス。少し相談したいことがあるんだけど、いいか？　実は《剣舞士の首飾りソードダンサー》の調子がおかしくて」

「えっ……おかしいって、どういうこと？」

「具体的に言うと……刀剣変化が使えなくなっちまった」

「使えなくなった？　でも、冬とう夜やは昨日刀剣変化を使ってたわよね？　なのに、今日になっていきなり使えなくなっちゃったってこと？」

「ああ。今まで通りにやっても、《剣舞士の首飾りソードダンサー》は何も反応しねえ」

「……オイ、そいつはちっとマズいんじゃねーか。ただでさえ戦力不足なのに、おにーさんまで戦線離脱かよ。まさかアタシが一週間前に《剣舞士の首飾りソードダンサー》をぶっ壊したのが理由じゃねーだろうな？」

「いいえ。そんなことはないはずよ。《Ⅸノウエム》クラスのウィッチクラフトならあの程度の傷はちゃんと直るはずだもん。なのに、刀剣変化が使えないってことは……」

　顎あごに手を当てたままで、ラピスは少し考え込んでから。

「もしかしたら、《剣舞士の首飾りソードダンサー》と対話する必要があるのかもしれない」

「対話？」

「ええ。所有者である冬夜ならわかってると思うけど、あいつの性格はかなり歪ゆがんでるわ。言わば、《白兎ホワイトラビツト》と同じね。あいつは強い所有者との戦いをひたすら求める戦闘狂よ。だから、もしかしたら今の所有者に不満があるのかもしれない」

「なっ……！　じゃあ、俺が《剣舞士の首飾りソードダンサー》を使えなくなったのは……！」

「所有者として認めてもらえてないってこと。だったら、対話をするしかないわ。所有者とウィッチクラフト。二人が話し合うしかない」

「話し合う……」

　確かに、七月に起きた戦いで真ま由ゆ香かは《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》と対話をしたことで、その能力をさらに引き出すことができた。

　けど、《剣舞士の首飾りソードダンサー》は危険な相手だ。

　脳内でフラッシュバックするのは学園の屋上で《革命軍レジスタンス》と戦ったときのこと。あのとき、ウィッチクラフトの精神呪じゆ縛ばくが第三段階レベル３まで進んだ俺は、七なな海みやアリスを殺しかけた。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》は所有者を戦わせることに特化したウィッチクラフト。完かん璧ぺきに使いこなせれば、誰だれもが達人のように剣が振れるようになる。

　しかし、その分リスクは大きい。

　以前ラピスも《剣舞士の首飾りソードダンサー》の精神呪縛は他ほかのウィッチクラフトよりも強いって言ってたっけな。

　なのに、大丈夫なのか？

　梨り央お姉ねえのことで心に傷を負ってしまった俺が、《剣舞士の首飾りソードダンサー》と対話をして──。

「ラピス」

　と、そこで口を開いたのは真由香だった。

「確か、ウィッチクラフトとの対話はあなたも含めて最大で三人まで可能なんですよね？」

「えっ……そうだけど、まさか真由香……」

「はい。私も──兄さんと一緒に《剣舞士の首飾りソードダンサー》と対話します」

「なっ……何を言ってんだよ真由香！　おまえまで対話をする必要は……」

「でも、兄さんは七月に起きた戦いのとき、私を助けてくれました。そう、私と一緒に《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》と対話することで」

「それは……」

　真由香の言葉は正しい。

　七月に《四銃奏カルテツト》の意志──セツナの兄である霧きり谷や雪ゆき哉やが暴走したとき、俺は真由香を助けるために対話に同席したんだ。

「私にはわかります。ウィッチクラフトとの対話は精神呪縛が進行してしまうかもしれないっていう怖さがあるんです。でも、あのとき私は兄さんが一緒にいてくれたから恐怖に耐えることができました」

「真由香……」

「だから、今回は私が兄さんの手助けをしたいんです。それが今の私にできる精一杯のことだと思うんです。それに……」

　ぎゅっと。

　真由香は自分の胸を両手で押さえながら。

「兄さんが精神呪じゆ縛ばくに侵されてしまうのは……嫌なんです。そうしたら、兄さんまでいなくなってしまうかもしれないっ。私はもう……家族を失いたくないんです」

「───っ。わかった。おまえがそこまで言うなら、一緒に対話をしてくれ」

　たとえここで断っても、真ま由ゆ香かは強引にでも俺の対話に立ち会おうとするだろう。だったらいっそのこと最初から対話に同席してもらった方がいいかもしれない。

　それで、少しでも真由香が自分に自信を取り戻してくれるなら。

「七なな海みたちもそれでいいか？」

「私は構わないわ。この中で対話の経験があるのはお兄様とお姉様と真由香さんしかいないし」

「アリスも同意見だ。経験者がやるのは適任だろう」

「はんっ。アタシはちょっと納得いかねーけどな。梨り央おの遺言の件もあるし、どうせならアタシが──」

「でも、セツナさん。対話をするっていうことは、お姉様の中にある深層対話室で全裸にならなくちゃいけないのよ？」

「なっ……！」

　カアッと、セツナの耳が一気に赤くなった。そして、彼女はぴょこっと頭から犬耳を出した後で、

「ふざけんじゃねーっ！　つーことはあれか!?　対話をするってことは、おにーさんに……」

「当然裸を見られることになるわね。まあ、私はそれでもいいけど」

「てめえ頭おかしいんじゃねえか！　そんな恥ずかしい……いや、マヌケなことできるかっ！　絶対にアタシは対話なんかしねーからなっ！」

　尻尾しつぽと犬耳をビリビリと震わせながら叫ぶセツナ。

　……なんだろう。

　状況が緊迫してるせいか、コイツの初々しいリアクションがやけに可愛かわいらしく見えるというか……。

「じゃあ、早速対話を始めましょ。冬とう夜や、《剣舞士の首飾りソードダンサー》を貸して」

「お、おう」

　緊張しながらも、《剣舞士の首飾りソードダンサー》を外してラピスに手渡す。

　そのまま俺はラピスと手を重ねる。

　すると、真由香もその上から手を重ねてきた。

　これが対話の手順。

　ラピスの能力を使って、俺たちはウィッチクラフトと話し合う。

「行くわよ？」

　どこか緊張した調子の声。

　そして、徐々に俺の視界が薄れていく。

「───」

　だけど、俺たちはまだ気付いていなかったんだ。

　今回の対話が、取り返しのつかない事態を引き起こすということに──。
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『久しぶりだね』

　瞼まぶたを開けると、そこは純白の世界だった。

　ラピスの中にある深層対話室。

　そこで俺たちを出迎えたのは、どこか蠱こ惑わく的な声だった。その主は細身の甲かつ冑ちゆうを身に纏まとった女性。

　遺産№７《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

　俺こと辻つじ峰みね冬とう夜やが所有者になったウィッチクラフト。

「兄さん……」

　気付けば、隣にいた生まれたままの姿の真ま由ゆ香かがぎゅっと俺の手を握ってくれていた。たぶん少しでも俺を勇気づけようとしているのだろう。確かに、また精神呪じゆ縛ばくのせいでウィッチクラフトを暴走させたらどうしようって恐怖はある。

　けど、それ以上に……。

「答えなさい、《剣舞士の首飾りソードダンサー》」

　金色の髪をなびかせながら、何も身に纏っていないラピスが訊たずねた。

「どうして能力を発動させないの？」

『ふむ。それは簡単だよ、《蒼柩ラピスラズリ》』

　やけに落ち着いた口調で、《剣舞士の首飾りソードダンサー》は応こたえてから。

『私がそこにいる辻峰冬夜を自分の所有者だと認めていないからだ』

「なっ……どうしてそんな……！」

『簡単さ。彼は、弱くなってしまった。私が彼を自分の所有者だと認めたのは、揺るぎない意志を感じたからだ。──たとえ自分がどうなってもいいから、家族を助けたい。そんな妄執にも似た感情に強く惹ひかれていた。しかし、今の彼は違う』

「ち、違うって……」

『そうだ。彼は、家族を頼るようになった。独りきりで戦うのをやめ、誰だれかを信頼するようになってしまった。そうして、弱くなった。だから家族を助けられなかったんだ』

「………っ！」

　それはまるで胸に突き刺さるような言葉だった。

　確かに、俺は《白兎ホワイトラビツト》との戦いで家族を頼った。セツナと戦ったときのようにたった一人で無茶をするのはやめようって思えたんだ。

　──でも。

　それが、俺を弱くしていたのか？

「そんなことないっ！」

　まるで俺の迷いを振り払うように、ラピスが叫んでいた。

「確かに冬とう夜やは独りきりで戦うことをやめた！　だって、あんな戦い方を続けていれば冬夜の身体からだがいつか壊れちゃってたはずだもの！」

『ふむ。きみの主張は一理ある。だが、私はこう思うんだ。壊れても、仕方がないじゃないか。彼は強さを求めて、私の所有者になったんだ。その結果所有者がどうなろうが、私の知ったことじゃないね』

「そ、そんなふざけたことを……！」

『いや、これは私にとって重要なことだよ。私が求めているのは、戦いだ。強い所有者が私を使って戦ってくれることに、私は何よりも喜びを感じる。だが、《白兎ホワイトラビツト》に敗れた辻つじ峰みね冬夜にはその可能性を感じられない』

「うっ……！」

　きゅっと口くち唇びるを噛かみしめた後で、ラピスは黙るしかなかった。

　確かに、《剣舞士の首飾りソードダンサー》は以前から戦いに執着していた。

《蜃気楼ミラージユ》との戦いのときも俺を誘惑しようとしたし、《革命軍レジスタンス》との戦いのときは俺の意識を乗っ取ろうとした。そして、八月には戦いに集中させるためだけに、俺と真ま由ゆ香かの関係を強引に変えようとした。

　──歪ゆがんでる。

　今はっきりとわかったが、コイツは明らかに歪んでる。

　これじゃまるであいつと同じだ。

《白兎ホワイトラビツト》。

　自分よりも強い者と戦い、斃たおすことを信条とする戦闘狂。

　信念こそ違うかもしれないが、コイツの雰囲気はまるで《白兎ホワイトラビツト》そのもので──。

「どうしてもダメなのか、《剣舞士の首飾りソードダンサー》」

　所有者として、必死に俺は声をかけていた。

「頼む。《白兎ホワイトラビツト》に勝つためには、あんたの力が必要なんだ。だから、また能力を使わせてくれないか？」

「………」

　沈黙。

　所有者の問いに、ウィッチクラフトはひどく長い間黙ったままだったが、

『くっ……はははははっ！』

　静寂を切り裂いたのは、哄こう笑しよう。

　何を思ったのか、《剣舞士の首飾りソードダンサー》は声を上げて嗤わらっていた。

『すまない、辻つじ峰みね冬とう夜や。きみの声に応こたえることはできない。なぜなら、私はきみのことを自分の所有者と認めていない。それに──もっと私の所有者にふさわしい人間を見つけてしまったからね』

「なっ──」

　その発言に、背筋が凍りついた。

　──止めろ。

　何とかしてコイツを黙らせろ。そんな得体のしれない予感が俺の中で警報を鳴らす。

　しかし、俺が言葉を発するよりも早く、




『辻峰真ま由ゆ香か』




　彼女は、その名前を呼んでいた。

『きみは姉の仇かたきを討ちたくはないのか？』

「………っ。それは……」

『私の所有者になってくれれば、きみは今よりももっと強くなれる。私がリードすれば、きみはウィッチクラフトの能力を完璧に引き出すことができるんだ。それに、きみは自分の家族を──そこにいる辻峰冬夜を守りたいんだろう？』

　その言葉は誘惑そのものだった。

　……本気か？

《剣舞士の首飾りソードダンサー》は、真由香を所有者に選ぶつもりなのか？

「やめなさい《剣舞士の首飾りソードダンサー》！　わたしたちはそんなことを話しに来たんじゃないわ！　今回の対話は冬夜を……」

『だが、彼が再び私を使えるようになっても《白兎ホワイトラビツト》には勝てないだろう？　それほどまでに、彼女が使役する魔女の力は圧倒的だ』

「くっ……！」

『私の能力は刀剣変化。所有者の願望を反映した剣を生み出す力だ。だからきっと辻峰真由香が所有者になってくれれば、きっと魔女に対抗する手段を持った剣が生まれるだろう。なにせ、それが彼女の今の願望だろうからね』

　はっきりとした口調で《剣舞士の首飾りソードダンサー》は言った。

　確かに彼女の言葉は正しいのかもしれない。もう《円舞曲ワルツ》を生み出してしまった俺では無理だが、真ま由ゆ香かが新しい所有者になれば魔女に対抗できる力を持った……いや、魔女との戦いに特化した剣が生まれるかもしれない。

　だけど──！

「真由香。コイツの言葉なんか聞くな」

「兄さん……」

「コイツの所有者だった俺は知ってるんだ。《剣舞士の首飾りソードダンサー》の精神呪じゆ縛ばくは他ほかのウィッチクラフトよりも強い。もしかしたら、暴走を引き起こすかもしれない」

　繋つないだ真由香の手をぎゅっと握りしめながら必死に言葉を紡ぐ。

　現に、俺は七月の戦いで七なな海みとアリスを殺しかけた。けど、俺は二重所有者ダブルホルダーだからなんとか正気を取り戻せた。

《蒼柩ラピスラズリ》。

　もう一人のウィッチクラフトがいてくれたから──。




「──ごめんなさい」




　しかし。

　俺の言葉を振り切るように、真由香は繋いだ手を離してしまった。

「ま、真由香……」

「ごめんなさい、兄さん。私は……もう嫌なんです。自分が弱いせいで家族が死んでしまうのは」

「違う！　梨り央お姉ねえが死んだのはおまえが弱かったせいじゃねえ！」

「けど、強かったら助けられたかもしれません！　三年前の事件だって……私がもっと強ければ姉さんを守れた！　私は……二度も姉さんを見殺しにしてしまったんです！　もう二度とこんな気持ちは味わいたくないんです！　だから……だから……っ！」

　そう言って、真由香は《剣舞士の首飾りソードダンサー》の方に一歩踏み出した。

　踏み出してしまった。




「私は、《剣舞士の首飾りソードダンサー》の所有者になります」




　それはまさしく契約の言葉。

　ウィッチクラフトと所有者。

　二人の関係が結ばれるための──。

『いいだろう、辻つじ峰みね真由香。私ときみは似た者同士だ。私たちはお互いが戦いを求めている。ならば、私はきみと共に踊ろう』

　そして、少女の言葉に《剣舞士の首飾りソードダンサー》は満足そうに言葉を紡ぐ。

『そう、戦場こそが我が舞台。ドレスは紅の鮮血。音楽は剣けん戟げきの響き。私は戦いの中で踊り、戦いの中で生きる一人の剣舞士。私のために生み出されたウィッチクラフトの能力は──刀剣変化。そして、辻つじ峰みね真ま由ゆ香か。きみが望んだ剣の名前は──』

　そこで、対話は終わる。

　辻峰真由香の決断が生み出した結果。

　その名前を聞く前に、俺の視界は白く塗りつぶされて──。
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　瞬時に、意識が覚かく醒せいした。

　目の前にいるのはひどく青ざめた表情をするラピス。

　そして──。




「──《夜想曲ノクターン》」




　銀色のペンダントを、一本の剣へと変化させた真由香の姿。

　刃渡り一メートルほどの片刃の剣。形状は俺の《円舞曲ワルツ》を細身にしたような形だったが、一つだけ大きく違う点があった。

　──漆黒。

《円舞曲ワルツ》が銀色だったのに比べて、真由香が生み出した剣は黒曜石のように輝く漆黒の剣だったのだ。

「そこを退どけおにーさん！」

　直後、居間に響き渡ったのはハスキーボイス。

　その主はセツナ。腕に嵌はめた《魔狼フエンリル》を槍やりの姿に変化させてから、彼女は迷うことなく真由香にその切っ先を突き付けて、

「やめてください」

　しかし、冷徹な声と共にセツナの動きは止まる。《魔狼フエンリル》の穂先が真由香の首に突きつけられると同時に、真由香は剣の切っ先をセツナの首に突きつけていた。

　──迅はやい。

　真由香と数えきれないほどの鍛錬を重ねてきた俺にはわかる。今の真由香の動きはまるで別人のように俊敏だった。

　そして、迷いがない。

　今のコイツは、間違いなくセツナを殺すつもりで剣を突きつけている……！

「オイオイ、なんでこんな場所で剣を出してんだ？」

「大した理由じゃありません。対話の結果、兄さんではなく私が《剣舞士の首飾りソードダンサー》の所有者になりました。だから、刀剣変化の力を試してみたくなっただけです。そっちこそ、どうしていきなり私に襲い掛かってきたんです？」

「それは……」

　真ま由ゆ香かの冷静な口調に気け圧おされるように、セツナは黙った。

　そして槍やりを握ったままで、

「てめえ、本当にまゆっちか？」

「心配ありません。私は私です。あと、まゆっちって言うのはやめてください」

「チッ。口調はまゆっちのままかよ。だが、中身は信用できないぜ。アタシだって七月の戦いでおにーさんが《剣舞士の首飾りソードダンサー》の精神呪じゆ縛ばくにやられかけたのを見てるんだ。だったら、まゆっちだって──」

「それなら、試してみますか？」

　同じく刃を向けたままで、真由香が問いかけた。

「いっそのこと、一度戦ってみればわかるんじゃないですか？　私が辻つじ峰みね真由香かどうか」

「……正気か、てめえ」

「もちろん。それに……なんだか今はすごく気分がいいんです。もしかしたら《剣舞士の首飾りソードダンサー》は私と相性がいいのかもしれません。今なら……《魔狼フエンリル》の所有者であるあなたにだって勝てそうな気がします」

　真由香の言葉に、ゾクッと鳥肌が立った。

　──殺意。

　今の発言からは、普段の真由香からは感じることができなかった殺意のようなものが伝わってきて──。

「やめろ！　真由香！」

　彼女を止めるために、俺は真由香とセツナの間に入り込むように強引に身体からだを割り込ませた。

　そして、黒い剣を持った従妹いとこと向き合う。

「真由香。冗談でもそういうことを言うな。セツナと俺たちは今共闘関係にあるんだぞ。だから、戦うのなんて認められない」

「あっ……ご、ごめんなさい、兄さん」

　焦った様子で、真由香は剣をペンダントの姿へと戻した。

「……大丈夫か？　やっぱり《剣舞士の首飾りソードダンサー》の所有者になるのなんて無茶だったんだ。もしかしたらもう精神呪縛の影響が出てるんじゃ──」

「心配ありません。七月の兄さんのときみたいにウィッチクラフトを暴走させたりなんかしません。それに、所有者である私にはわかるんです。この剣は──きっと魔女に対する切り札になります」

「切り札？」

「はい。それを証明するためにも誰だれかと軽く試合をしてみたかったのですが……兄さんが止めるんなら仕方ありませんね」

　残念そうに、真ま由ゆ香かは息を吐いた。

　……なんだ。真由香がセツナと戦おうとしたのは、試合って意味だったのか。たぶんコイツは本当に自分の剣の能力を確かめたかったんだろう。

　それに、真由香の俺に対する言動はいつも通りだ。

　だったら本当に《剣舞士の首飾りソードダンサー》の精神呪じゆ縛ばくの影響を受けてないのかもしれない。

「ちょっと、話を整理させてもらってもいいかしら？」

　場の空気を仕切るように、七なな海みが口を開いた。

「つまり、対話の結果……お兄様じゃなくて真由香さんが《剣舞士の首飾りソードダンサー》の所有者になったってこと」

「……ええ。《剣舞士の首飾りソードダンサー》が冬とう夜やの所有者になることを拒否したのよ。それで真由香が……」

「ごめんなさい、ラピス。でも、こうするしかなかったんです。魔女と戦うためには《剣舞士の首飾りソードダンサー》を失うわけにはいきませんから」

「はんっ。確かにまゆっちの言ってることもわかる。だが、一つ問題があるぜ」

　ヒュオンッと一度穂先で空を切った後で、《魔狼フエンリル》を腕輪に戻しながらセツナが言った。

「まゆっちは《剣舞士の首飾りソードダンサー》の所有者になっちまった。じゃあ、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》はどうするんだ？　まゆっちはおにーさんや梨り央おみたいな二重所有者ダブルホルダーじゃねーだろ」

「そうですね。《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》という戦力がなくなってしまうのは痛手です。けど、方法はあります」

　そう言って、真由香は俺の方を見つめてきた。

　……まさか。

　コイツは、俺に《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の所有者になって欲しいのか？

　確かに少しでも戦力を強化するにはそれが一番だ。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》を失ってしまった以上、俺は戦う手段を新たに手に入れる必要がある。

　だが……。

「真由香。情けない話だけど、俺が《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を使えるのかはわからねえぞ」

「大丈夫です。兄さんや私が子供の頃ころから受けてきた剣術の鍛錬は、すべて《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の所有者を選ぶためのテストでした。兄さんには十分剣術の基礎があるはずです」

「まあ、おまえの言う通りかもしれないけど……俺が心配してるのはそういうことじゃなくて。あの《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》が俺のことを認めてくれるのか？」

　思い出すのは、七月に行った対話。

　記憶が正しければ《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》は女の子が大好きだが、その分男が大っ嫌いだったはずだ。

　なのに、俺が所有者になれるのか？

「仕方ないわね。こうなったら、冬とう夜や。《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》とも対話しなさい」

「げっ」

「むっ。何でそんなに嫌がるのよ。少なくとも、さっきの《剣舞士の首飾りソードダンサー》の対話よりは危険がないはずよ。……たぶん」

「いや、その『たぶん』っていうのがメチャクチャ怖いんだが……」

　あの《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》が俺なんかが所有者になるって知ったらどうなるか。精神呪じゆ縛ばくで呪のろい殺されそうな気がする。

「大丈夫よ。七月の対話のときに、『女の子を助けるためなら男の所有者も認めてやるかもしれない』みたいなことを《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》が言ってたでしょ？」

「ぐっ……わかったよ。真ま由ゆ香か、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を貸してくれないか？」

「わかりました、兄さん」

　声をかけると、真由香は《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の柄つかを取り出して机の上に置いてくれた。

　──やるしかない。

　心の中で覚悟を決める。この対話が失敗したら俺は戦う力を失ってしまう。いくら真由香が生み出した剣が魔女に対する切り札になりえたとしても、戦力が低下してしまえば勝ち目は消える。

　だとしたら、なんとしても《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を使いこなさなくちゃならねえ。

　その一心で、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を手に取ったが──。

「───っ!?」

　途端、俺の中に何かが流れ込んできた気がした。

　この感覚を、俺は知っている。

《蜃気楼ミラージユ》を蒐しゆう集しゆうしたとき、俺は強制解放フオルテの使い方をこんな風に直接教えてもらった。

　理屈でなく、感覚でウィッチクラフトの使い方を憶おぼえたんだ。

　それは俺が《剣舞士の首飾りソードダンサー》の所有者だから出来た芸当だろう。だとしたら、これは……！

「──ふっ！」

　その感覚に従って、柄を握った手に力を込める。

　すると、発生したのは銀色に輝く氷の刃。

　遺産№９《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》。

　辻つじ峰みね本家に代々受け継がれてきたウィッチクラフトは、その名前通りの能力を発動させていた。

「えっ……嘘うそっ！　なんでいきなり能力を使いこなしてるのよ！」

「……いや、俺に訊きかれてもな。でも、これだけははっきりわかる。俺は、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の所有者に選ばれたらしい」

　ひゅんっと軽く刀を振ってから応こたえる。

　──なんだ、この感覚は？

《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》に触れるのは初めてのはずなのに、まるで長年連れ添った家族と一緒にいるみたいに心が落ち着く。刀の重さも違和感なく手に馴な染じんでるし、これなら今すぐにでも戦えそうだ。

「……もしかしたら、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》もわたしたちの置かれた状況を心配してくれたのかもね。だから、冬とう夜やを所有者として認めたとか」

「まあ、コイツは真ま由ゆ香かのことを気にかけてたしな」

　それにコイツが『女の子を助けるためなら男の所有者も認めてやるかもしれない』と言っていたのは事実。

　だとしたら、嫌々ながらも俺に力を貸してくれてるのか？

「どうする、ラピス？　一応対話をしておくか」

「ううん、やめときましょ。冬夜が《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を使えるなら何の問題もないもん。むしろ直に冬夜とあいつを会わせて機嫌を損ねられる方が怖いし」

「まあ、それもそうか」

「……すごい。さすが兄さんです。《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》をあっという間に使いこなすなんて」

「いや、まだ使いこなしたわけじゃねえぞ。《白兎ホワイトラビツト》の戦いまではまだ少し時間がある。できれば、それまでの間に少しでもコイツに慣れておきたい」

「それは私も一緒です。早く……《剣舞士の首飾りソードダンサー》の力を試してみたいです」

　銀色のペンダントを握りながら、真由香は興奮した調子で息を吐いた。

　──どうする？

　普段だったら俺と真由香で実戦形式の試合をするのが一番だと思うが……。

「はあん。面白そうじゃねーか」

　が。

　そこで口を開いたのはセツナ。彼女は俺と真由香を見つめながらシニカルに微笑ほほえむ。

「だったら、アタシがてめえらの実力を確かめてやるぜ」

「えっ……まさか、セツナ」

「おー。たぶんおにーさんの考えてる通りだ」

　白髪を揺らしながら、セツナははっきりと断言する。

「今からアタシと戦え。このセツナ・ヴァレンタインが、直々に稽けい古こをつけてやんよ」





第３章　鍛錬







《剣舞士の首飾りソードダンサー》の能力、刀剣変化。

　それはペンダント本体を特殊な力を持った剣に変えることだ。

　剣に宿る能力は所有者の願望や性格に影響される。俺の《円舞曲ワルツ》は強制解放フオルテを使って身体能力を大幅に上げることができた。

　きっとあれは俺自身の願望が反映された結果。

　もっと強くなりたい。

　そして、家族を守りたい。

　そう強く願っていたからこそ、戦闘に特化した能力が生まれたんだろう。

　──それなら。

　真由香の剣は一体どんな能力を持っているんだ？

《夜想曲ノクターン》。

　それが真由香が生み出した剣の名前。

　蘇よみがえった魔女に実の姉を殺された彼女は、どんな願いを持っているんだろう？

「はい、これで結界が張れたっす。だから多少暴れても外にはバレないっすよ」

　辻つじ峰みね家の屋敷の庭。

　小さな公園ぐらいありそうなその敷地内で、黒い外がい套とうを着た少女が言った。

　灰はい原ばらイツキ。

　辻峰家と霧きり谷や家をサポートする灰原家の当主にして、遺産№６《夜魔ヴアンパイア》の所有者である。

　セツナの発言を受けて、俺たちは庭で模擬試合をすることになった。そのために、七なな海みが呼び出したのだ。

「しかし、まゆっちが《剣舞士の首飾りソードダンサー》の所有者になるとは思ってなかったっすよ。いつの間にか辻峰くんも《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の所有者になってるし」

「仕方ねえだろ。この状況じゃそうするのが一番良かったんだ。ところで、《夜魔ヴアンパイア》は夜じゃないと本領が発揮できないんじゃなかったのかよ？」

「あはは、心配ご無用っす。これくらいの結界を張るぐらいなら昼間でも大丈夫っすから。ホントはイツキも辻峰くんたちと一緒に《白兎ホワイトラビツト》と戦ってあげたいんすけど、基本蒐しゆう集しゆうには加わらないのが灰原家の理念なので」

「絶対中立ってヤツか」

「まあ、今は辻峰と霧谷が同盟を結んでしまったのでどちらか一方に肩入れする心配はなくなったすけどねー。それこそセツナ先輩が霧谷家の当主をやってた頃ころは色々と大変でしたけど」

「うるせーぞ傍観者。てめえは昔から馴なれ馴なれしいんだよ」

　イツキの隣で、セツナが鬱うつ陶とうしそうにため息を吐ついた。その姿はどこか苛いら々いらしているようにも見える。

　まあ、それも仕方がないか。

　さきほどセツナは『稽けい古こをつけてやる』と俺と真ま由ゆ香かに言った。

　しかし、真由香と試合をすることになったのは──。

「七海様。本当に本気で戦っていいのですか？」

「ええ。ある程度怪け我がをしても私の能力で治すことができるわ。ただし、サードショットとラストショットだけは使わないでね」

「かしこまりました」

　庭の中央で会話をしているのは、七海とアリス。

　そう、真由香と戦う役はアリスになったのだ。

　最初はセツナが相手をすると言ったんだが、ラピスがその申し出を拒否したのだ。

　なにせ三年前の事件で梨り央お姉ねえを殺したのはセツナなんだ。

《魔狼フエンリル》の暴走っていう理由があったとしても、真由香にとっては因縁の相手。試合が殺し合いになる可能性もないとは言い切れない。

「大丈夫、真由香」

「はい、ラピス。私は何も問題ありません。むしろいつもより調子がいいくらいです」

「気を付けてね？　あんたはわたしの所有者じゃないから、冬とう夜やのときみたいに精神呪じゆ縛ばくが進んじゃったら助けられない。だから──」

「心配ありませんよ。なんだか、《剣舞士の首飾りソードダンサー》はすごく馴な染じむんです。それに、私は精神呪縛に侵されたりしませんから」

　庭の中央でアリスと相対している真ま由ゆ香かがラピスに言った。

　その手には漆黒の剣。

《夜想曲ノクターン》。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》が生み出した、真由香だけの剣。その能力は魔女に対する切り札になるって言ってたけど、一体どんなものなんだ？

「じゃあ、始めましょうかアリスさん」

「ふんっ。調子に乗るなよ《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の所有者。アリスはおまえなんかに負けるつもりはないからな」

「私だって同じ気持ちです。それに、私はもう《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の所有者じゃありません。今の私のウィッチクラフトは《剣舞士の首飾りソードダンサー》ですから」

　言って、剣を正眼に構える真由香。

　対するアリスも《四銃奏カルテツト》をホルスターから取り出して右手に握る。

「気を付けろよ、おにーさん」

　相対する二人を見ながら、セツナが呟つぶやいた。

「アタシはまだまゆっちのことを信用してねー。ひょっとしたらすでに精神呪縛の影響を受けてウィッチクラフトに操られてる可能性だってあるんだ。おかしな言動を見せたら、アタシとおにーさんで止めるぞ」

「わかってる。《剣舞士の首飾りソードダンサー》の怖さは、俺だってよく知ってるからな」

　俺のようにウィッチクラフトを暴走させてしまうのはなんとしても避けなくちゃいけない。

　そんなことを考えながら手に持った《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を握り締める。

　そう、いくら相手が兄妹きようだい同然に育ってきた真由香だろうと──。

「じゃあ、行きますね」

　決意を固める俺の視線の先で。

　漆黒の剣を構えた真由香が、軽やかにその一歩を踏み出した。
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「──爆はぜろ、セカンドショット」

　瞬間、響いたのは一発の銃声。

　同時に大口径リヴォルバーが火球を吐き出す。真ま由ゆ香かの足元を狙ねらって撃ち出された焔えん弾だんは瞬く間に襲い掛かって、

「!?」

　爆風と轟ごう音おんをバラ撒まいた。セカンドショットが地面を直撃。真由香は寸前のところで避よけたらしく、無傷だった。

　しかし、

「……ねえ、冬とう夜や。話の勢いで試合の場所を辻つじ峰みね本家にしちゃったけど、大丈夫なの？　《四銃奏カルテツト》は攻撃だけに特化したウィッチクラフトよ」

「……ああ。俺も今その事実に気付いた」

　ヤバイ。

　このままじゃ本家がぶっ壊される。

　いくらサードショットとラストショットを使わないからって言っても、《四銃奏カルテツト》の焔弾の破壊力は折り紙つきなのである。

「な、なんだよおにーさん。どうしてそこでアタシを批難するような目で見るんだ？」

「いや、元はと言えば辻峰本家で戦おうって言ったのはあんたじゃねえか」

「けど、おにーさんとまゆっちはよくこの庭で鍛錬をしてたんだろ？」

「俺たちのウィッチクラフトは《四銃奏カルテツト》みたいなタイプじゃなかったんだよ！」

　しかも、《四銃奏カルテツト》の所有者は霧きり谷やアリス。悪夢のようなトリガーハッピーメイドである。あいつのことだから手加減なんかしないだろうし、このままじゃ辻峰本家が灰になる可能性も……。

「大丈夫ですよ、兄さん」

　そこで、試合中にもかかわらず真由香が俺に話しかけてきた。

「この剣の能力を使えば、《四銃奏カルテツト》にも十分対処できますから」

「えっ……」

　対処？

　それはつまり、焔弾をどうにかできるってことか？

「随分余裕だな。だが、アリスは手加減なんかしないぞ」

　直後、再び鳴り響く銃声。

　放たれたのはさきほどと同じセカンドショット。赤い火球は一直線に真由香へと殺到するが、

「………っ！　真由香！」

　驚くことに、真由香は避けようとしなかった。

　漆黒の剣を構えた彼女はただ待ち受けるようにセカンドショットを見つめている。

　そして──。




「──消失音階サイレント」




　まるで呪じゆ文もんのように、その言葉を呟つぶやいた。

　瞬間、真ま由ゆ香かの剣が変わる。

　刀身を包むのは黒い影。まるで夜の闇やみのように暗い色をした影を纏まとった刃を、真由香はセカンドショットに向けて一振りして、

「なっ──」

　そのとき、俺には何が起きたのかわからなかった。

　黒い影のようなものを纏った一刀が触れた瞬間、セカンドショットが消失したのだ。

　まるで最初から存在しなかったみたいに跡形もなく……！

「これが私の剣──《夜想曲ノクターン》の能力です」

　ヒュオンッと細身の刃で風を切った後で、真由香は口を開いた。

「この黒い影を纏った刀身は、ウィッチクラフトの能力の効果を相殺できます。そして、それは魔女の魔術に対しても有効なはずです」

「………っ！」

　目の前の光景に心臓が大きく震えた。

　確かに、真由香の言葉が真実だとしたら俺たちはこれ以上ない戦力を手に入れたのかもしれない。

　魔女の結界魔術サンクチユアリーを打ち破るための剣。

　それこそが真由香の願い。

　この剣を使えば、俺たちにも勝機があるかもしれない。

　いや、それ以上に……。

「真由香。その剣を使ってラピスの首につけられた火薬時計を解除できないのか？　あれも《白兎ホワイトラビツト》の能力なんだし、ひょっとしたら……」

「……ごめんなさい、兄さん。私はまだこの剣の力を完かん璧ぺきに制御できていないんです。それに《白兎ホワイトラビツト》は『無理に外そうとすれば爆発する』と言ったんですよね？　だとしたら、迂う闊かつに相殺しようとするのは危険なのではないかと」

「そうか……。でも、その剣の能力なら魔女を斃たおせるかも──」

「ふんっ。何を言っている犬っころ。どんなに優れた能力だろうと、使いこなせなければ意味はない」

　真由香に《四銃奏カルテツト》の銃口を向けたままで、アリスが告げた。

　直後、銃撃。

　今度はファーストショット。まるで真ま由ゆ香かの強さを確かめるかのように、アリスは銃声とともに夥おびただしい数の焔えん弾だんを撃ち込んでいく──！

「心配ありません」

　しかし、真由香に弾丸は当たらなかった。

　今度はセカンドショットのときのように消失させているんじゃない。

　──回避。

　速射砲のような《四銃奏カルテツト》のファーストショットを、真由香は体たい捌さばきだけで躱かわしていたのだ。

　まるで、ダンスでも踊るみたいに。

「───っ」

　その光景に、背筋が冷たくなる。

　戦場舞踏。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》のもう一つの能力。相手の呼吸リズムを予測し、カウンターを叩たたき込む力。間違いなく、真由香は今それを使っている。じゃなかったらあんな動きができるわけがねえ……！

「くっ──！」

　一発も当たらない状況に焦ったのか、アリスが口くち唇びるを噛かんだ。

　その瞬間、真由香が彼女に向かって疾走。

　──迅はやい。

　以前の真由香の剣術はどっちかと言うと防御主体だった。相手の攻めを受け切り、その隙すきを突いて攻撃するというもの。《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を完かん璧ぺきに使いこなせるようになってからは氷を使った遠距離攻撃もできるようになったが、その慎重さは変わらなかったと思う。

　けど、今の真由香は違う。

　まるで獲物を狩るライオンのように攻撃的な姿勢。銃弾の雨をまるで踊るように優雅に潜くぐり抜けながら、真由香は瞬く間にアリスへと接敵。刃の届く間合いまでやすやすと踏み込んで、

「来いっ！」

　しかし、そこで響いたのはアリスの怒号だった。

　同時に彼女の左腕が銀色に発光し、刃渡り一メートルほどの片刃の剣へと姿を変える。

　銀刀武装。

　霧きり谷やアリスの《遺灰人形ウイツチドール》としての能力。そして、彼女は《遺灰人形ウイツチドール》であるがゆえに普通のウィッチクラフト所有者よりも高い身体能力を持っている。

　それは第二獣化形態になったセツナや瞬しゆん転てんを使った梨り央お姉ねえには及ばないが、近接戦闘を熟すには十分な武器。

　アリスのヤツ、ここにきて接近戦を仕掛ける気か！

「はぁあああああっ！」

　真ま由ゆ香かもアリスの意図を悟ったのか、黒い影を纏まとった剣を大きく振りかぶった。

　相対する黒と銀。

　二つの刃は、俺たちの前で激突しようとして──。




「そこまでよっ！」




　寸前で、叫び声が響いた。

　声の主は七なな海み。主の言葉に、真由香を迎え撃とうとしたアリスが「!?」と驚きながらも刃を止める。

　それに呼応するように、真由香の方も剣を下ろした。

「七海様！　どうして止めるのですか！」

「落ち着いて、アリス。この試合は──あなたの負けよ。あなたのその銀刀はウィッチクラフトとしての能力。だったら、真由香さんの剣が触れた瞬間に相殺される。つまり、生身の腕に戻ってしまうんじゃない？」

「あっ……」

　一気にアリスの顔が青ざめた。

　……そうか。

　真由香の《夜想曲ノクターン》の能力は魔術の相殺。だとしたら、あのまま激突してたら七海の言葉通りアリスの腕は生身に戻っていたはずだ。

　いくら優れた運動能力があろうと、銀刀武装を使えなければアリスは負けていただろう。

「チッ。まるで別人じゃねーかよ」

　忌いま々いましそうに、戦いを傍観していたセツナが呟つぶやいた。

「今のまゆっちは《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を使ってた頃ころよりも遥はるかに強いぜ。《剣舞士の首飾りソードダンサー》の能力である刀剣変化と戦場舞踏を使いこなしてやがる。アタシも第二獣化形態にならねーと勝てねーかもな」

「……そうね。でも、これなら《白兎ホワイトラビツト》にも勝てるかもしれない。真由香が生み出した剣は、ウィッチクラフトや魔術を使って戦う人間には天敵よ」

　こっちが見てて怖いくらいにね、と顔を強こわ張ばらせるラピス。

　──確かに、強い。

　幼い頃からの鍛錬で鍛え上げた剣術。今までできなかった大胆不敵で攻撃的な姿勢。そして、《剣舞士の首飾りソードダンサー》が生み出した剣──《夜想曲ノクターン》。さらには戦場舞踏。

　セツナの言う通り、これじゃまるで別人だ。

　それほどまでに、今の真ま由ゆ香かは強い──。

「───」

　けど、本当に大丈夫なのか？

　もしかしたら、この強さは《剣舞士の首飾りソードダンサー》による精神呪じゆ縛ばくに侵されているせいなんじゃ──。

「兄さん！」

「うおっ……真由香!?」

　が、心配する俺を無視するように、剣をペンダントの姿に戻した真由香がこっちに駆け寄ってきた。

　そして、ぎゅっと俺の身体からだに抱き着いてくる。

　まるで、嬉うれしさを堪こらえきれなくなったみたいに。

「見ていてくれましたか!?　私、強くなりました！　これなら姉さんの仇かたきだって取れます！　それに、きっと兄さんの役に立てるんです！」

「真由香……」

　子供みたいに無邪気に微笑ほほえむ真由香。

　その笑顔は精神呪縛に侵されているとは到底思えないくらい、明るかった。

「……そうだな。おまえは強くなった。だから、頼りにしてるぞ」

　そう言って、俺は真由香の頭を撫なでるしかなかった。

　──大丈夫。

　七月の戦いで俺が《剣舞士の首飾りソードダンサー》の精神呪縛に負けそうになったのは、家族を守らなくちゃいけないっていう強迫観念のような思いがあったからだ。

　そこを《剣舞士の首飾りソードダンサー》に付け込まれてしまった。

　でも──。

「───」




　きっと、真由香なら大丈夫だ。




　コイツは俺みたいに壊れてなんかいやしない。

　この無邪気な笑顔を見たら、そう思ってしまった。

　真由香なら、《剣舞士の首飾りソードダンサー》の精神呪縛に負けたりなんかしないはずだ。

「はあん。いつまでもラブコメしてんじゃねーぞ、まゆっち。おにーさんはこれからアタシと戦うんだぜ」

「あっ……」

　セツナに釘くぎを刺されたせいか、真由香はバっと恥ずかしそうに俺の身体から離れた。

「あぅ……すみませんでした、兄さん。つい嬉しくなって、はしたないマネを……」

「いや、気にすんな。おまえが強くなったところを見たら、俺も負けられないって思えたしさ」

　そう、俺の相手はセツナ。

　遺産№４《魔狼フエンリル》の所有者にして元霧きり谷や家当主。その強さは辻つじ峰みね家歴代最強と言われた梨り央お姉ねえと同格。

　だが、負けられねえ。

　胸の奥で闘志を燃やしながら《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を握り締める。

《白兎ホワイトラビツト》に勝ってラピスを取り戻すためにも、俺は──。

「じゃあ、始めるぜ」

「!?」

　それは、あまりにも唐突な始まり。

　一瞬で《魔狼フエンリル》を槍やりの形へと変化させたセツナは、全身全霊の一撃を俺の脳天に叩たたき下して──。





×　　×　　×






「ぐぅっ!?」

　命中すれば致命傷間違いなしの一撃。それを俺は《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力で生み出した氷の刃で受け止めていた……！

「なっ……何をしてるんですかあなたは！　兄さんはまだ準備もロクにしていなかったのに！」

「うるせー、まゆっちは黙ってろ。実戦じゃ敵は待ってなんかくれないぜ？　それにここには《紅柩ピジヨンブラツド》がいる。だったらたとえ致命傷に近い怪け我がを負っても助かるんだろ？　だったら──」

　アタシは容赦しねー、と。

　威圧感の籠こもった声で呟つぶやいてから、セツナは槍を振り回す。

　──本気だ。

　今の言葉に嘘偽りはない。それはさっきの奇襲からもわかること。受け止めた両腕が痺しびれるほどの強烈な一撃。確実に、セツナは俺を斃たおすために戦っている。

　だが、

「ありがとな、セツナ」

　言ってから、俺は《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を正眼に構える。

　そう、こんなにありがたいことはないんだ。

　試合の相手がコイツでよかった。真ま由ゆ香かだったら《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を使い慣れていない俺を気遣って手加減をしてしまったかもしれないし、アリスだって七なな海みからそういう命令を受けてもおかしくなかった。

　けど、コイツならきっと手加減なく俺にぶつかってきてくれる。

　だから、ありがたい。

　限りなく実戦に近い試合。

　この状況は、今の俺が待ち望んでいたものだ！

「おぉおおおおおっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合と共に、打ち込まれるセツナの槍やりを刃で受け止める。

　……重い。

　やはり獣化変身の能力を使ったセツナの身体能力はケタ外れ。学園で戦ったとき、俺は《剣舞士の首飾りソードダンサー》の戦場舞踏を使えたからコイツと打ち合えたんだ。しかし、今の俺にその能力はない。

　ならば──！

「!?」

　追撃の一撃を放とうとしたセツナの身体からだが、後退。

　そう、突如二倍近い長さまで伸びた《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の刀身が、《魔狼フエンリル》を握ったセツナの右手に迫っていたのだ。

「なるほどね。《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力は氷結。大気中の水分を奪うことで刃の長さをある程度変える、地味だが厄介な能力だ。おまけに、迷わず《魔狼フエンリル》を握った右手を狙ねらってくるとは」

「それだけ、俺も本気ってことだ」

　距離を開けたままで俺たちは言葉を交わす。

　そう、《魔狼フエンリル》の弱点は所有者が手放してしまえば獣化変身の能力を使えなくなってしまうということ。

　だから、俺はセツナの右手首を斬きり落とそうとした。

　俺は辻つじ峰みね本家に来てからずっと真ま由ゆ香かと……《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の所有者と鍛錬を積んできた。言わばこのウィッチクラフトを使った戦法と毎日のように戦い、観察し、研究してきたんだ。

　だからこそ、氷結の能力で刀身を変化させても十分に刀を扱える。

　そして、仮にセツナが傷を負ったとしても、《魔狼フエンリル》の所有者であるがゆえに試合が終わった後で治すことができるんだ。

　だったら、遠慮なんてする必要ない。

　殺すつもりで、斬り合うだけだ。

「けど、まだまだだなおにーさん」

　しかし、槍やりをくるくるとまるでバトンのように回しながら、セツナは言った。

「氷結の能力をある程度扱えるようだが、氷を使った武器を生み出すことはできねーんじゃねーか？」

「………っ。それは……」

「やっぱりか。ま、あれは難しい。まゆっちだって会得するには対話をしなくちゃいけなかった。だが、てめえは対話ができねーんだろ？　あんたと《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》は相性が悪いらしいしよ」

「くっ……」

「いいか、おにーさん。《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》は代々辻つじ峰みね家当主に受け継がれてきたウィッチクラフトだ。霧きり谷や家の当主をやってたアタシは、何度も戦ったことがある。《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の所有者だった梨り央おとな」

　そして、まるで諭すような口調で、セツナは断言する。

「今のおにーさんの強さは、梨央には程遠いぜ」

「……わかってる。それでも俺は戦わなくちゃいけない。だから、今あんたと戦ってるんだ」

「はんっ。口先だけは立派じゃねーか。上等だ。この試合の目的はてめえが《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を使いこなせるようになること。それならよ」




　アタシは、今のままじゃダメだよな。




「───っ！」

　直後、場の空気が一気に豹ひよう変へん。

　セツナの手に握られた漆黒の槍が形状を変える。そして、現れたのは古びた首輪。あれが《魔狼フエンリル》の本来の姿。

　そして、あれを出したってことは……！

「く、おぉおおおオオオオオオオっ！」

　空気を震わせる咆ほう哮こうと共に、首輪を嵌はめたセツナの身体からだが変化していく。わずか数秒で、彼女の身体は漆黒の鎧よろいに包まれた。

　第二獣化形態。

　三年前に梨央姉ねえを一度殺した姿。

　そして、学園での戦いで瞬しゆん転てんを使った梨央姉と死闘を演じた姿──。

「なっ……セツナ！　あんた本気なの！」

　ひどく焦った様子で、ラピスが叫んだ。

「これは試合なのよ!?　なのに、第二獣化形態を使うなんて……！」

「心配すんな。辻つじ峰みね本家をぶっ壊したりなんかしねー。アタシがぶっ壊すのはそこにいるおにーさんだからな。ここには《紅柩ピジヨンブラツド》がいる。たとえ致命傷を負おうと生きていれば助かるんだ。なあ、そうだろおにーさん？」

「ああ。だから──あんたも全力で頼む」

「ダ、ダメよ冬とう夜や！　いくら七なな海みがいるからって、もしあんたが死んじゃったら──」

「悪い、ラピス。でも、俺はこう思うんだ。ここでセツナに殺されるようじゃ、俺は《白兎ホワイトラビツト》には到底勝てない。魔女に敗北して、おまえも取り戻せなくなる。そして、俺は……いや、俺たちは全員殺される」

　言いながらも、刀を握る両腕に力を込める。

　──そう。

　ここで生き残れないようじゃ、俺はそれまでの男だったってことだ。

「ハハハ！　そういうのは嫌いじゃねーぜおにーさん。頼むから、死ぬなよ？」

「ああ。あんたもな」

　軽口を叩たたき合った後で、セツナは身体からだを低く沈めた。

　──ドクンッと。

　心臓が大きく震えた気がした。

　しかし、その鼓動を実感しきる前に──。

「………っ!?」




　セツナの一撃が、俺の身体に突き刺さっていた。




　突貫スピアータツクル。

　拳こぶしを使わずに、セツナは加速した勢いそのままに自分の右肩で俺の腹部を射貫いてきた。身体ごとぶち当たってくるようなその体当たりに、俺の身体は大きく後ろに吹き飛ばされ、受け身すらとることができずに地面に叩きつけられる……！

「……がっ!?」

　そして、口から大量の血液が零こぼれ落ちた。

　地面を赤く染めたのは、夥おびただしい量の吐血。そして、俺の手にあるのは氷の刃が砕けてしまった《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》。なんとか防ごうとしたが、刃はセツナの一撃に耐え切れずに砕け散ってしまった。

「兄さんっ！」

　倒れた俺を見て、真ま由ゆ香かが一目散にこっちに駆け寄ってくる。

　その後ろには顔を青ざめさせた七海の姿も見えた。

　おそらく俺の身体の傷を治すつもりだろうが、

「来るなっ！」

　血を吐き出しながらも、掠かすれ切った声で叫ぶ。

　──まだだ。

　試合はまだ終わっちゃいねえ。

　腹部に走る激痛を堪こらえながら、俺は再び氷の刃を作りだし、それを杖つえにするように立ち上がる。

　身体からだの損傷はもはや呼吸ができないほどにひどい。手足だって震えてやがる。意識だって今にも途切れそうなくらいに虚うつろだ。

「ぐぅううああああああっ！」

　それでも意識を保つために、あえて身体を襲う痛みに意識を集中させる。

　今の一撃は確実に俺の内臓を損傷させた。しかし、その激痛が俺の意識を繋つなぎ止めてくれている。今にも気絶した方が楽なほどの痛みだが、今はそれを頼りに身体を動かすしかねえ……！

「へぇ。なかなか根性あるじゃねーか。今の一撃を喰くらって死ななかっただけじゃなく、まさか立ち上がるとはな。でもよ、そっからどうするんだ？」

　だが、眼前に広がっているのは残酷な現実。

　俺から十分な距離を……そう、加速距離を取ってから、セツナは再び身体を低く沈めやがった。

「今度はさっきみたいなタックルじゃないぜ？　拳こぶしだ。手加減なしの右ストレート。ソイツでてめえの顔面を打ち抜いてやる」

　その言葉はまさしく本気だった。

　だからこそ、俺も《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を握る腕に力を込める。

　そして──。

「しっかりしろよ、おにーさん」

　少しだけ悲しげな口調で、セツナは言葉を紡ぐ。

「《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力を発揮できれば、アタシを殺すことはできなくても、アタシの拳を防ぐことはできるはずだ。少なくとも、三年前の戦いで梨り央おはそうやってまゆっちを守ったぜ？」

「………」

「だから、頼むぜおにーさん。こんなところで死ぬな。てめえはまだまだ弱い。だからもっと強くなれ。今この瞬間に──成長しろ。少なくとも梨央は今のてめえほど弱くなかったぞ。あいつは……あいつは……」




　てめえの家族は、こんなもんじゃなかったぞ!?




　そう叫んでから、セツナが身体からだに力を込めるのが見えた。

　──頼む。

　俺の気持ちに応こたえてくれ、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》。

　死にたくない。

　死にたくない。死にたくない。死にたくない。

　俺はこんなところで死ぬわけにはいかない。

　そう、俺は……！

「まだ生きてなくちゃいけないんだよぉおおおおおおっ！」

　俺が叫ぶのと、セツナが加速するのはほぼ同時だった。

　それはほんの一瞬の交錯劇。

　白髪を振り乱しながら俺に向かって疾走するセツナ。

　だが、彼女の漆黒の拳こぶしが突き刺さる前に──。




「──《氷壁デイスコネクト》！」
















　俺はその言葉を叫んでいた。

　同時に、俺の前に巨大な氷の壁が現れる。

　七月の戦いでラストショットすら防いだ氷壁。《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力の本領発揮。この瞬間、俺は自分がウィッチクラフトの能力を十全に使いこなすことができたことを悟っていた。

　──ああ。

　ありがとう、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》。

　俺がそう思うのと同時に、氷壁とセツナの拳こぶしが激突する破砕音が庭に鳴り響いた。

　氷の壁は、セツナの一撃の前に崩れ去った。

　しかし──。

「──はんっ。やればできるじゃねーかよ、おにーさん」

　彼女の拳は俺の身体からだに触れる寸前で止まって──いや、違う。

　俺が、止めたんだ。

　氷壁に阻まれたことで、セツナの拳は勢いを失っていた。

　だからこそ、俺は立っている。

　生きていられる──。

「……ありがとな、セツナ」

　最後に、本気で戦ってくれた白髪の少女にお礼を言ってから、俺の身体は後ろに倒れていた。

　遠くから俺を呼ぶラピスたちの声が聞こえる。

　けど、大丈夫だ。

　七なな海みの能力で、俺の傷は治る。

　そして、今日の試合で俺たちの戦力は整った。

　遺産№２《紅柩ピジヨンブラツド》。ウィッチクラフトの索敵能力に長たけ、治癒までこなす霧きり谷や七海。

　遺産№８《四銃奏カルテツト》の所有者にして、《遺灰人形ウイツチドール》としての能力も使いこなす霧谷アリス。

　遺産№７《剣舞士の首飾りソードダンサー》の所有者にして、魔女に対しての切り札──《夜想曲ノクターン》を使う辻つじ峰みね真ま由ゆ香か。

　遺産№４《魔狼フエンリル》の所有者にして、辻峰家歴代最強の当主と呼ばれた梨り央お姉ねえと同等の実力を持つセツナ・ヴァレンタイン。

　そして、俺こと辻峰冬とう夜や。

　遺産№９《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力を使いこなすことに成功した。このウィッチクラフトは俺のことを嫌っていたはずだが、やっぱり女の子を……いや、家族を守りたいっていう俺の気持ちに応こたえてくれたんだろうか？

　これなら、勝てるかもしれない。

　遺産№13《白兎ホワイトラビツト》と魔女──リリィ・ヴァレンタインに。

　そして、ラピスを取り戻すことだって──。




　──大丈夫だよ、冬とう夜やくん。




「──あっ、」

　きっと幻聴だろう。

　俺の頭の中で死んだはずのあの人の声が聞こえた気がした。

　辻つじ峰みね梨り央お。

　この《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の所有者であり、俺のことを守って死んでしまった少女の声が──。





第４章　真相







　夢を見ている。

　その光景を見た瞬間、俺は一発で理解できた。

　だって、俺の前には彼女がいた。

　明るい色の髪に、にこやかな笑顔。小悪魔のように悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむ俺の家族。

　辻峰梨央。

　彼女は生前と変わらない姿で俺の夢の中に現れていた。

　──ああ。

　会いたい。

　素直にそう思った。

　同時に、彼女を守れなかったことを悔やんだ。俺の瞳ひとみには梨央姉ねえの最期の姿が刻まれている。

　どんどん冷たくなっていく身体からだ。

　明るかったあの人が涙を零こぼしながら俺を呼ぶ声。

　そして、最期はいつもと同じように微笑んでくれたこと。

　もう二度と消えることがないであろう記憶が、焼き付いてしまったのだ。

「───」

　だからこそ、俺は戦う。

《白兎ホワイトラビツト》を斃たおして、ラピスを取り戻す。

　そして、ウィッチクラフトをすべて蒐しゆう集しゆうし、梨り央お姉ねえと再会する。

　けど、これじゃまるであいつみたいだ。

　遺産№11《蜃気楼ミラージユ》。

　ただ魔女と再会したいがために、俺たちを殺そうとした亡霊騎士。そう言えば、梨央姉はあいつが俺に似てるって言ってたっけな。

　でも……。

「……真ま由ゆ香か」

　俺には、むしろあいつの方が《蜃気楼ミラージユ》とそっくりに見えるんだ。

　二度も姉を守れなかった女の子。真由香は新しいウィッチクラフトを手に入れてまで梨央姉の仇かたきを取って、彼女を生き返らせようとしている。その姿からはあの重騎士が纏まとっていた執念みたいなものが感じられる。

　──もしかしたら。

　やっぱり、あいつは──。





×　　×　　×






「よう。やっと起きたのかよ、おにーさん」

　瞼まぶたを開けると、そこにいたのは白髪の少女。

　自分の部屋で眠る俺を、セツナが見下ろしていた。

「……セツナ。今何時だ？」

「朝九時ってとこだな。昨日の試合の後、おにーさんは半日以上眠ってたんだぜ？　悪いな、昨日はちょっとやりすぎちまったみたいだ」

「いや、いい。あんたに全力で戦うように頼んだのは俺だしな」

「ハハハッ。そう言ってもらえるとありがてー。ついでにまゆっちにもその言葉を言ってくれるか？　昨日から『もし兄さんに何かあったら許しません』ってメチャクチャ怒っててさ」

「そりゃあ、あれだけの怪け我がをすれば無理もないか」

　身体からだの傷を確認するように、ゆっくりと上半身を起こす。

　幸いなことに、痛みなんてどこにもなかった。

　さすがは七なな海み。遺産№２《紅柩ピジヨンブラツド》。九十九あるウィッチクラフトの序列二位に数えられるだけのことはある。あれほどの怪け我がを完かん璧ぺきに治してしまうとは。

　これなら、すぐにでも戦える。

　そして、戦いの時刻は今日の深夜。

　それまでに色々と作戦を立てなくちゃいけないが──。

「あー、そういやメシの用意は心配しなくていいらしいぜ？　普段はおにーさんが辻つじ峰みね家の家事係らしいが、今日はあのメイド女が担当するって言ってたから。それで、昼の十二時から対《白兎ホワイトラビツト》戦の会議だそうだ」

「そっか。アリスには迷惑をかけちまったな」

「ところで、大丈夫かよおにーさん。随分うなされてたぜ？　梨り央おやまゆっちの名前を呼んでたみたいだし」

「……ああ。少し嫌な夢を見たよ」

　いや、今の俺にとっては幸せな夢なのか？

　梨央姉ねえと夢の中でだけでも再会できたんだから。

「ところで、セツナ。あんたなんで俺の部屋にいるんだ？」

「あん？　そんなのてめえを心配したからに決まってんだろ」

「嘘うそつけ。昨日は俺のことを殺すつもりだったろ？　あのとき俺が《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力を引き出してなかったら、あんたは俺を殺してたはずだ」

「ハハハッ！　言うじゃねーかよおにーさん！　心配すんな。アタシがあんたのことを看病してたのはまゆっちが疲れて寝ちまったからだ。あいつはずっとあんたの傍そばにいたんだぜ？　ちなみに、《蒼柩ラピスラズリ》と《紅柩ピジヨンブラツド》は魔女に対する作戦を考えてる。なんか、まゆっちの《夜想曲ノクターン》を見て思いついたことがあるらしい」

「？　どういうことだ？」

「さあな。それは午後の会議で説明してくれるってよ。何はともあれ、アタシを恨むなよおにーさん。ああでもしなきゃあんたは《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力を引き出せなかったはずだぜ？　そして、これであんたも今日から辻峰家当主だ」

「は？　なんで俺が……」

「辻峰家では代々《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》に選ばれた人間が当主をやるって決まってんだよ。だから梨央の親父おやじは当主になれなかった。ただ、まゆっちの場合は若干特殊なパターンだったが」

「まあ、梨央姉の方がみんなをまとめるのは上う手まかったからな。ちなみに、霧きり谷や家はどうなんだ？　やっぱり《四銃奏カルテツト》の所有者になった人間が選ばれるのか？」

「いや、あっちは完璧に血筋だ。何よりも本家の人間が優先される。ただ、三年前の事件のせいで本家の人間や分家の人間はアタシ以外ほとんど死んじまった。だから《紅柩ピジヨンブラツド》が当主になれたわけだ」

「……悪い。嫌なことを思い出させちまったか？」

　三年前の事件。それはセツナ……いや、霧きり谷や雪せつ奈なが《魔狼フエンリル》を暴走させたことがきっかけで……。

「気にすんな。どうせ今から行く場所に着いたら、嫌でも思い出すんだ」

「今から行く場所？」

「おー。今からちょっと付き合えよおにーさん。十二時の会議までは時間がある。だからアタシとデートをしようぜ」

「デ、デートって……なんでこんな状況で……」

「こんな状況だからこそさ。せっかくだから少し話をしてやるよ。てめえだって気になってるんじゃねえか？　三年前の事件の経緯が」

「なっ……」

　ギシッと、胸を締め付けられるような感触を憶おぼえた。

　三年前の事件の経緯。

　梨り央お姉ねえが死んでしまった以上、それを知っている人間はもはや真ま由ゆ香かとセツナしかいない。それに、知りたくないと言えば嘘うそになる。

　梨央姉がどうして三年前に死んでしまったのか？

　その詳しい真相を聞くことができるなら──。

「──わかった。俺はあんたについていくよ。けど、どうして今さら話すつもりになったんだ？」

「それは……やっぱり、梨央が死んじまったからじゃねーかな。別にセンチメンタルな気分になってるわけじゃねー。ただ、あの事件の真相を知ってる人間はアタシとまゆっちしかいなくなっちまった。けど、まゆっちは絶対に話さないだろ？」

「ああ。あいつにとって三年前の事件は紛れもないトラウマだ」

　実の姉を目の前で殺された。

　その記憶は今でも真由香の心に焼き付いているだろう。そう、俺が梨央姉が目の前で死んだことを絶対に忘れられないように。

「だから、もはや語り部はアタシしかいねー。それに、おにーさんは今夜死ぬかもしれねーんだ。だったら少しでも未練がない方がいいだろ？」

「縁起でもないこと言うんじゃねえよ。俺は死ぬつもりなんか毛頭ないぜ。でも、一体どこに行くんだ？」

「それは……」

　クシャッと白髪を乱暴に撫なでつけてから、セツナは息を吐いた後で。

「──霧谷本家。アタシが生まれ、育った屋敷。そしてアタシが自分の家族を皆殺しにした場所さ」





×　　×　　×






　霧きり谷や家の屋敷は辻つじ峰みね家とは違って洋風の屋敷だ。

　しかし、ここに住んでいる七なな海みとアリスが辻峰本家に入り浸っている以上、この家には誰だれもいない。三年前の事件で生き残った霧谷家の人たちはほとんどが分家の人間だったので、この屋敷には住んでいないとか。

　そして、午前十時。

　セツナに誘われた俺は彼女と一緒にここまで来たわけだが──。

「オイ、《蒼柩ラピスラズリ》。なんでてめえまで来てんだよ」

「別にいいじゃない。冬とう夜やはわたしの犬なんだし、散歩に飼い主が同行するのは普通のことよ」

　霧谷家の門の前まで言葉を交わすセツナとラピス。

　そう、辻峰家を出ようとしたところでラピスに見つかってしまったのだ。結果、彼女は「わたしも一緒に行くわ」と言ってきかなかった。

　だからこうして一緒に霧谷本家まで来たわけだが……。

「やっぱり、真ま由ゆ香かは来なかったか」

　ラピスに見つかった後、真由香にも俺が外出することが知られてしまった。けど、あいつは霧谷家に行くことを断ってしまった。

　いや、正確には……セツナと一緒に行動することを断ったのかもしれない。

　やはり真由香にとってセツナはまだ気を許せない相手なんだろう。

「いいか、《蒼柩ラピスラズリ》。今からする話は聞いてて気持ちのいいものじゃねーぜ。なにせ三年前の事件の経緯──アタシが《魔狼フエンリル》を暴走させたときの話だからな」

「それでもいいわ。わたしだって三年前の事件のことは気になるし。けど、どうして霧谷本家に来る必要があったのよ」

「それは……まあ、行けばわかるさ」

　さあ、行こうぜ、と言ってセツナは大きな門をくぐって霧谷家の庭へと足を踏み入れた。

　前に来たときはある程度整った庭だったが、今は少し荒れてしまったようにも感じる。それは七海とアリスが辻峰本家に来る頻度が高くなっているせいかもしれない。

「ところで、冬夜。身体からだの方は大丈夫なの？」

「おう。心配してくれてサンキューな。七海のおかげでもう完全回復したよ」

「……そう。ならいいの。でも、今夜には……」

「心配すんな。もうとっくに覚悟なんか決まってる。俺も、真由香も、七海も、アリスも、きっとセツナだってそうだ。俺たちがおまえを取り戻して見せるよ」

「冬とう夜や……」

　ぎゅっと小さな拳こぶしを握りしめた後で、ラピスは「うん」と頷うなずいてくれた。

　でも、その表情はどこか悲しそうに見えた。

　──ひょっとしたら。

　彼女は不安に思っているんじゃないだろうか？

　今夜、俺たちが《白兎ホワイトラビツト》に殺されるんじゃないかって。今日俺についてきたのだって、少しでも自分の所有者と一緒にいたかったからかもしれない。

　もちろん、俺たちは負けるつもりなんか毛頭ない。

　けれど、相手はあのリリィ・ヴァレンタインだ。

《Ⅸノウエム》の所有者をあっという間に戦闘不能に陥れるほどの実力を持った魔女。さらには《白兎ホワイトラビツト》がまた厄介な策を考えていないとも限らない。

　だからこそ、ラピスは──。

「あれ？」

　と、そこで目の前の光景に違和感を覚えた。

　俺とラピスを先導するように庭を歩いていたセツナだったが、霧きり谷や本家のデカい屋敷には入らず、裏庭の方へと進んでいく。

「セツナ。屋敷に入らなくていいのか？」

「おー。本家の中でもアタシがあそこで過ごしたのはほんの数年……霧谷家の当主になってからだ。そのせいかどうも馴な染じみが薄いんだ。それに、三年前の事件の経緯を説明するなら……あそこへ行った方がわかりやすい」

「？」

　セツナのセリフに疑問を感じながらも、俺たちは霧谷本家の裏庭へと進む。すると、そこにあったのは──。

「蔵か？」

　屋敷に比べたら大分小さな木造の蔵。洋式の綺き麗れいな屋敷に比べて、なぜかここだけが和式。そしてやけに古い。

　それはこの霧谷家の中では大分浮いているように見えた。

「入るぜ」

　そう言って、セツナは蔵の小さなドアを蹴けりつけた。おそらく獣化変身の能力を発動させていたんだろう。ドアは砕けるように壊れて内側に倒れた。

「チッ。相変わらずシケた空気だ」

　中に入ると、蔵の中はひどく薄暗かった。

　いや、違う。

　ここは蔵なんかじゃない。

「ここは、誰だれかの部屋なのか？」

　六畳ほどの小さな個室。

　隅に置かれた小さなベッドと本棚とテレビ、奥にあるトイレの扉。すっかり埃ほこりを被かぶってしまっていたが、そこには誰かが住んでいた形跡があった。

「そうだよ。おにーさん」

　そして、セツナは薄暗い部屋の中を移動してから。

「ここはアタシの部屋だ。アタシは生まれてから十二年間、この部屋の中で育ったんだ」

「えっ……」

　ここがセツナの部屋？

　しかも、十二年間って……。

「どういうことだ？」

「言葉通りの意味だよ。監禁って言っちまうのがわかりやすいかな。アタシは……霧きり谷や雪せつ奈なは本家の子供だったが、ちょっと訳ありでな。生まれてからかなり長い時間この狭い部屋に閉じ込められてたんだ」

「なっ……なんでそんな……」

「おにーさんにも言ったろ？　霧谷家では基本本家の人間が当主になる。そして、アタシには兄妹きようだいがいた。霧谷雪ゆき哉や。七月にあのメイド女の身体からだを乗っ取って戦ったクソアニキさ」

「………」

　俺の脳裏で記憶がフラッシュバックする。

　霧谷雪哉。

　霧谷家五代目当主にして、かつての《四銃奏カルテツト》の所有者。そして俺たちは七月にあいつが《四銃奏カルテツト》に遺のこした残留思念と戦ったんだ。

「これはおにーさんたちには言ってなかったが、アタシとクソアニキは異母兄弟なんだよ。つまり、母親が違う。クソアニキの母親は霧谷家の当主──アタシの父親だった男の妻だった。そして、アタシの母親はただの使用人だ」

「えっ……それって……」

「そうさ、《蒼柩ラピスラズリ》。アタシは父親が自分の使用人に手を出して生まれたガキだ。ちなみに、アタシは母親と会ったことがねー。アタシの母親だった人は……アタシを生んだときに死んじまったからな」

　ラピスの問いに、セツナは事もなげに応こたえた。

「聞いた話だと、難産だったらしい。……いや、もしかしたら殺されたのかもな。クソアニキの母親──当主の妻はアタシの母親のことが気に入らなかったみたいだしよ。幸いアタシは殺されなかったが……生まれてからずっとここに監禁された」

「それは……使用人の子供だからか？」

「当たり前だろ。それ以外に何の理由があるんだ。いくら霧きり谷や家本家の血筋を引いてようが、アタシは正妻のガキじゃねー。だからこの部屋で監禁されたのさ。まったく、胸むな糞くそ悪い嫌がらせだぜ」

「………」

　嫌がらせ。確かに、霧谷雪ゆき哉やの母親からしたらそうとしか思えない。なのに、こんな小さな部屋に十二年間も子供を監禁するなんて……！

「幸い、アタシの世話や最低限の教育は霧谷家の使用人がやってくれたし、ときどきクソアニキの野郎が会いに来てくれた。ま、ロクなもんは食わせてもらえなかったし、ずっと外には出れなかったけどな」

「……辛つらくは、なかったのか？」

「さあな。アタシからしたらここにいるのがずっと当たり前だったし、どうだったかわからねーよ。ただ、ここにはテレビがあったからな。箱の中で見られる外の世界には……憧あこがれてたかもな」

　そう言って、セツナは自分の白髪をクシャッと撫なでた。

　もしかしたら、あの頭はそのせいなのか？

　真っ白になってしまった髪の毛。

　それは、セツナが外に出れないことへのストレスが原因だったとしたら──。

「だが、五年前にそんな状況は一変する。クソアニキ──霧谷雪哉が死んだのさ。あいつは生まれつき身体からだが弱かったからな。病気を拗こじらせて死んじまったんだ。そして、アタシはこの部屋を出て、霧谷家の当主になった」

「それは、あんたが霧谷家本家の血筋を引いていたからか？」

「ああ。それと、《四銃奏カルテツト》の所有者に選ばれたこともデカかった。霧谷家ではあれを使える本家の人間が当主をやるってのが仕来りだった。おまけに、その頃ころのアタシは霧谷家本家に従順なフリをしてたからな。本家のヤツらも都合のいい操り人形ができたって喜んでたはずだ」

「………」

「ま、アタシとしては外に出られりゃよかったし、霧谷のヤツらに復ふく讐しゆうしたいって気持ちもあったが……今動くのは得策じゃねーって思ってた。本家や分家のヤツらにはまだアタシのことを信用しきってねーヤツもいたからな。だから大人しく機会を待ってたよ」

「それが、あんたがウィッチクラフトの蒐しゆう集しゆうを始めた経緯なのか？」

「ああ。そして、アタシはあいつと出会ったのさ。辻つじ峰みね梨り央お。当時の辻峰家当主にして、ウィッチクラフトを争奪しあう敵。だが、昼間あいつはアタシと同じ学校にいたんだ」

「………」

　それは前にも聞いた話だ。セツナにとって梨り央お姉ねえは親友だった。昼間は学友として、夜はウィッチクラフトを奪い合う宿敵ライバルだった。

　──でも。

　どうしてセツナは《魔狼フエンリル》を手に入れて──。

「それよりよ」

　と、そこでなぜかセツナは右腕の腕輪──《魔狼フエンリル》を槍やりの形へと変えた。

　まるで、何かを警戒するように。

「《蒼柩ラピスラズリ》は気付いてるはずだぜ。アタシらの話を盗み聞きしてるヤツが……ウィッチクラフトがいやがる」

「なっ──」

　思わず、俺はさっき自分が入った入り口の方に振り返ると、




「くふふ♪　やっぱり気付いてたのね、セツナ」




　ひょこっとまるで小動物のような仕草で部屋に入ってきたのは、白い服を着た少女。

「……てめえ！」

　そこにいたのは、《白兎ホワイトラビツト》。

　俺たちの敵。

　そして、梨央姉を殺した仇かたき──！

「落ち着いて、冬とう夜や」

　反射的に身構えようとした俺を止めるように、ラピスが言った。

「今この場で《白兎ホワイトラビツト》と戦うことはできないわ」

「そうね。ラピスの言う通りよ、トーヤ。だって、ラビを殺そうとしたらその瞬間にラピスの首の火薬時計を起爆させるから」

「くっ……！」

　……ふざけんな。目の前に《白兎ホワイトラビツト》がいるっていうのに、俺は何もできないっていうのか？

「……おにーさん。今は我慢するしかねーぜ」

「セツナ……」

　冷静な……いや、必死に冷静さを保っているような態度で、セツナが言った。コイツだって内心は煮えくり返っているはずだ。なにせ《白兎ホワイトラビツト》は梨央姉を……自分の親友を殺した相手なんだ。

　けど、今は黙っているしかない。

　そうしなければ、ラピスが──。

「何しにきやがったんだ、《白兎ホワイトラビツト》」

　まるで胸から溢あふれ出しそうな怒りを堪こらえるように、セツナが吐き捨てた。

「戦いは今夜じゃなかったのか？　まさかご丁寧に挨あい拶さつにでも来てくれたのかよ？」

「まさか。戦いまでヒマだったから辻つじ峰みね本家から出てくる人間を見張っていただけよ。あんまり近づきすぎるとラピスに気付かれちゃうしね。それで、あなたたちがどこかにお出かけするみたいだったから……」

「わざわざ尾行してきたのか？　てめえ、マジで趣味が悪いな」

「あはは♪　褒めてくれてありがとう。けど、さっきの話には興味があるわ。ねぇ、ラビにも教えて？　セツナにとってリオは友だちであり、ライバルだった。二人はとっても仲良しだったのよね。なのに、どうして三年前の事件で殺し合ったの？」

「………。それは……」

「もし教えてくれないのなら、ラピスを殺すわ」

「……チッ」

　ギリッと口くち唇びるを噛かみしめるセツナ。

　そして、彼女はゆっくりと言葉を紡ぎ始める。

「きっかけは一つのウィッチクラフトだったよ。アタシが霧きり谷や家の当主になってからしばらく経たった後で、あいつが現れたんだ。遺産№10《舞姫テレプシコーラ》」

「《舞姫テレプシコーラ》？」

「確か、操り人形マリオネツトのウィッチクラフトだったはずだ。あいつの能力は操そう糸し鋼こう線せん。鋼の硬度を持った糸を操って敵を攻撃する能力。正直言って、かなり厄介な相手だったぜ」

「そうね♪　あの子は遺産№10。あと一歩で《Ⅸノウエム》に選ばれるほどの能力を持ってたんだもん。強いに決まってるわ。でも、《四銃奏カルテツト》や《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の所有者であるあなたとリオの敵じゃないと思うけど？」

「ああ、普通ならな。だが、あいつはウィッチクラフトを使うウィッチクラフトだった。そして、あいつが持っていたのがこの《魔狼フエンリル》さ」

「なっ──」

　告げられた事実に、言葉を失う。

　ちょっと待ってくれ。

　じゃあ、セツナは……。

「その《舞姫テレプシコーラ》との戦いで、《魔狼フエンリル》を手に入れたのか？」

「そういうことになるな。だが、《魔狼フエンリル》を使ったあいつは厄介だった。辻峰も霧谷も分家の人間が何人か死んだよ。幸い第二獣化形態までは使えなかったみたいだがな」

「でも、どうしてウィッチクラフトが《魔狼フエンリル》を……」

「さあな？　どっかで手に入れたんだとは思うが……詳しい事情はわからねー。だが、あの戦いはひどかった。なにせ辻つじ峰みねと霧きり谷やで臨時の停戦協定が結ばれたくらいだからな。結果、梨り央おとアタシが共闘することになった。そして──」

「《舞姫テレプシコーラ》を蒐しゆう集しゆうしたわけね。その後で、あなたは《魔狼フエンリル》を手に入れた」

「……ああ、そうだ。遺産№４《魔狼フエンリル》。その悪名は魔女が遺のこした文献で十分知ってた。だから、アタシはこう思ったのさ」




　──コイツの所有者になれば、霧谷家を完かん璧ぺきに乗っ取れる。




　忌いま々いましそうに、セツナは吐き捨てた。

「《魔狼フエンリル》さえ手に入れられれば、辻峰家にも勝てる。そうすれば……」

「霧谷家どころか辻峰家をも乗っ取ることができる。──くふふ♪　可愛かわいいわね、セツナ。あなたが両家を乗っ取ってしまえば、もう争いは起きない。そうすれば、もうリオとも戦わなくて済むものね」

「うるせーぞ白ウサギ。別にアタシはそんな気持ちで《魔狼フエンリル》の所有者になったわけじゃねー。アタシはただ霧谷家を思い通りにしたかっただけだ」

「でもでも、あなたは手に入れた《魔狼フエンリル》を暴走させちゃった。結果、この屋敷で霧谷家本家の人間を皆殺しにした。そして、リオを殺したんでしょ？」

「はんっ。てめえの言う通りだよ。だが、梨央は生き返ったんだ。《血核ハートレス》。未完成のウィッチクラフトの能力で──」

「ねぇ、セツナ」

　そこで、唐突に《白兎ホワイトラビツト》はセツナの言葉を遮った。

　まるで、話の主導権を引き戻すかのように。

「なんだかできすぎてると思わない？　《魔狼フエンリル》を手に入れた後、リオは《血核ハートレス》で生き返った。まるで物語みたいに劇的な展開よね？」

「……てめえ、何が言いたい？」

「あはは♪　簡単よ。三年前の事件には、黒幕がいたってこと。《舞姫テレプシコーラ》の所有者であり、彼女に《魔狼フエンリル》を与えた張本人。そして、《血核ハートレス》を与えてリオを助けた……黒幕がね」

　その言葉に、セツナがはっきりと息を呑のんだ。

　俺やラピスも絶句するしかなかった。

　……ちょっと待ってくれ。

《白兎ホワイトラビツト》の口ぶり。

　まさか、コイツは──。

「そうよ、セツナ」

　そして、どこまでも無邪気に、白い少女は微笑ほほえんだ。

「あなたとリオの人生をメチャクチャにした三年前の事件。あの惨劇を企てたのは、ラビなの」





×　　×　　×






　俺には、《白兎ホワイトラビツト》が何を言っているのか一瞬わからなかった。

　いや、信じたくなかったんだ。

　三年前の事件。

　もしそれが作為的に作られたものだとしたら……。

「……説明しやがれ」

　ひどく小さな、そして微かすかに震える声で、セツナが問いただしていた。

「てめえが三年前の事件を企てただと？　それはどういう意味だ？」

「そのままの意味よ。《舞姫テレプシコーラ》はもともとラビのウィッチクラフトだった。そして、ラビは魔女が死んでから五十年の間──ずっと第二次魔女戦争ヴアルプルギスの準備をしていたわ。そう、ラビと戦うにふさわしい敵を待っていた。でも、なかなかちょうどいい相手が出て来てくれなかった。だから、自分で作ることにしたの」

「……てめえ、まさか……」

「そうよ、セツナ。《舞姫テレプシコーラ》に《魔狼フエンリル》を持たせたのは、ラビ。あれを手に入れれば、辻つじ峰みねか霧きり谷やの戦力が大幅に増えると思ったから」

「ちょ、ちょっと待ちなさい！　そもそも、どうしてあんたが《魔狼フエンリル》を持ってたのよ!?」

「別に不思議じゃないでしょ？　ラビは五十年もかけて戦争の準備をしていたのよ？　そのための手駒ウイツチクラフト集めを長い間していたわ。おかげで《屍操書ミツドナイトヘブン》を見つけることができた。そして、その過程で《魔狼フエンリル》と《血核ハートレス》を手に入れたわけ」

「じゃあ、あんたは……」

「そう。辻峰と霧谷の戦力を増強させるために、《魔狼フエンリル》と《血核ハートレス》をあげることにしたの。だって──」




　そっちの方が、面白くなりそうでしょ？




「───っ！」

　その言葉に、喩たとえようのない吐き気が込み上げてきた。

　……じゃあ、何か？　セツナが《魔狼フエンリル》を手に入れた原因は、コイツだっていうのか？　そして、梨り央お姉ねえが《血核ハートレス》で生き返ったのも──！

「つまり、あんたは三年前の事件を監視してたわけ？」

「ええ、ある程度ね。あのとき辻つじ峰みねと霧きり谷やの人間は《魔狼フエンリル》で武装した《舞姫テレプシコーラ》の相手で精一杯だった。だから、ラビは誰だれにも見つからずに戦いを傍観できたもの。まぁ、セツナが《魔狼フエンリル》を暴走させるところまでは予想してなかったわ。けど──」

　結果的にはよかったでしょ？　と。

《白兎ホワイトラビツト》は何の悪びれもせずに言いやがった。

「だって、セツナは《魔狼フエンリル》を手に入れたことで強くなれた。そして、辻峰家も《血核ハートレス》を手に入れたことで戦力を増すことができたのよ。ほら、良いこと尽くしじゃない？」

「ふざけたこと言わないで！　あんたが《魔狼フエンリル》を間接的に渡したせいで、霧谷家では大勢の人間が亡くなったのよ!?　それに、梨り央おだって一度死んだわ！　なのに、あんたは……！」

「あはは♪　そんなに怒らないでよぉラピス。ラビはただ自分の目的を遂げたかっただけ。自分より強い相手と戦う。それがラビの本願。だからラビは、自分より強い相手を……ラビと戦うのにふさわしい相手を作っただけよ？」

「くっ……！」

　今にも血が滲にじみそうなくらいに、ラピスが小さな拳こぶしを固めていた。

　……ふざけんな。













《白兎ホワイトラビツト》は本当にそんなことのために三年前の事件のきっかけを作ったっていうのか？

《魔狼フエンリル》と《血核ハートレス》を渡して、辻つじ峰みねと霧きり谷やの戦力を増強させる。そうやって、自分と戦うにふさわしい勢力を作りだす。

　たった、それだけのために……！

「──ハハッ」

　瞬間、セツナは乾いた声で笑っていた。

「要するに、アレか。アタシや梨り央おやまゆっち……そして、三年前の事件で犠牲になった人間は、全員てめえの掌てのひらの上で踊ってたわけか」

「そうね。《舞姫テレプシコーラ》と同じよ。みーんな、ラビの可愛かわいい可愛い操り人形マリオネツト。でも、一番面白かったのはセツナね。まさか《魔狼フエンリル》を手に入れた途端、暴走させちゃうなんて……そんなに霧谷の人間が憎かったの？」

「結果的にはそういうことになっちまうだろうな。アタシはずっとこの部屋に閉じ込められてたんだ。だから、いつか殺してやりたいって思ってたよ。そして、その感情を《魔狼フエンリル》に付け込まれちまったんだ」

「あははははっ♪　最高よ、セツナ！　まさかラビもあなたがここまで物語を面白くしてくれるとは思ってなかったもの！　だってあなたは《魔狼フエンリル》を暴走させて霧谷本家の人間を……自分の家族を皆殺しにした！　そして、親友だったリオまで──」

「黙れっ！」

　耐え切れなくなって、俺は叫んでいた。

　……許さねえ。

　思考を漂白するほどの激情が胸の中で燃え上がった。

　コイツだけは、絶対に許さねえ。

　元凶。

　コイツがすべての始まりだ。自分の目的のためだけに三年前の事件のきっかけを作りやがった。コイツのせいで何人の人間が死んだか見当もつかねえ。その中には俺の家族である梨央姉ねえだって交じってる。

　強肉弱食ジヤイアントキリング。

　それこそがコイツの目的。そのためにコイツは《血核ハートレス》と《魔狼フエンリル》を辻峰と霧谷に与え、戦力を増加させようとしやがったんだ。ただただ、自分と戦うのにふさわしい強者を作るために。

　遺産№13《白兎ホワイトラビツト》。

　──イカレてやがる。

　この女は、間違いなく狂ってる──！

「別に、今ここで殺してもいいわよ？」

　余裕たっぷりに、《白兎ホワイトラビツト》は言いやがった。

「今なら魔女はいない。対してセツナとトーヤは《Ⅸノウエム》の所有者。今なら、楽にラビを殺せるわ。ただし、ラピスも一緒に死ぬ。でも、どうしてもあなたたちがラビを……三年前の事件の黒幕に復ふく讐しゆうしたいなら──」

「焦んなよ、白ウサギ」

　まるで自分に言い聞かせるような口調で、セツナが呟つぶやいた。

「勝負は今夜だ。そのとき必ず、アタシがてめえを狩る。だから、それまで首洗って待ってろ」

「くふふ♪　それはこっちのセリフよ。せっかくラビがあげた《魔狼フエンリル》を無駄にしないでね。ラビはずーっとこの第二次魔女戦争ヴアルプルギスが始まるのを待ってたんだから」

　さて、と。

《白兎ホワイトラビツト》は白い衣装をはためかせながら振り返った。

「それじゃあ、バイバイ。勝負は今夜──午前二時。場所は魔女の墓がある西洋墓地。そこで第二次魔女戦争ヴアルプルギスは完結する。そして、もしあなたたちが勝てたら、賞品を上げるわ」

「賞品？」

「ええ。この五十年間でラビが集めたウィッチクラフトをね。さっきも言った通り、辻つじ峰みねと霧きり谷やがずっとウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうしていたように、ラビも魔女戦争のためにウィッチクラフトを集めていたの。だから、かなりの数が集まっているわ」

「なっ──」

　その言葉に、思考が揺さぶられる。脳裏でフラッシュバックするのは、今年の六月に七なな海みとデートをしたときの記憶。あのとき俺は九十九あるウィッチクラフトのうち辻峰と霧谷がどれくらいの数を集めたか訊たずねたんだ。

　そのとき、あいつはこう言った。




　──答えは、約七割。




　あのときの言葉が正しければ、残っているウィッチクラフトは約三十個。そして、《白兎ホワイトラビツト》はかなりの数のウィッチクラフトを蒐集したと言った。

　だとしたら──。

「───」




　この戦いに、賭かけられてるのか？




　九十九ある《魔女の遺産ウイツチクラフト》。

　その行く末が──。

「《白兎ホワイトラビツト》」

　そこで、俺の思考を途切れさせたのはラピスの言葉だった。

「答えなさい。リリィは遺産№77《魔女の手記ウイツチノート》にこう書いていたわ。『魔女が死んだ後、誰かがこの街にウィッチクラフトをバラ撒くことになるだろう』って。それは……あんたのこと？」

「………」

　蒼あおい少女の質問に、白い少女は「くふっ」と笑みを零こぼしてから。

「さあ、どうでしょうね。ラビに勝ったら教えてあげてもいいわ。じゃあね、ラピス。今夜を楽しみにしているわ」

　最後にそんな言葉を残してから。

《白兎ホワイトラビツト》は霧きり谷や家から去っていった。

「……セツナ」

　心配そうな表情で、セツナの名を呼ぶラピス。

　すると、セツナは「ハハッ」とハスキーボイスで笑ってみせた。

「心配すんなよ、《蒼柩ラピスラズリ》。今さら憎む理由が増えたところで、心を乱したりなんかしねー。むしろ真相がわかって良かったぜ。三年前の事件は、まだ終わってなんかなかったんだ。それに、あいつを斃たおせばウィッチクラフトを手に入れることができる」

「………」

「だから、今度こそアタシが終わらせてやる。三年前の事件にアタシがこの手でケリを付ける。けど──悔しいことに、アタシ独りじゃ魔女には勝てねーだろう。だから──」




　少しだけ、手を貸してくれねーか？




「──おう」

　彼女の言葉に、俺はしっかりと応こたえた。

　きっと、今の言葉はセツナが初めて俺たちのことを頼ってくれた証拠なんだと思う。

　セツナ・ヴァレンタイン。

　彼女の名前は霧谷雪せつ奈な。

　ずっとたった一人で戦ってきた女の子。

　しかし、彼女は俺たちと一緒に戦うことを改めて決めた。

《白兎ホワイトラビツト》。

　自分や……自分の大切な人間の人生を狂わせた宿敵と戦うために……。





第５章　渇望







「──ふぅ」

　時刻は午後十時。

　辻つじ峰みね本家の自分の部屋のベッドに腰掛けながら、俺は軽く息を吐いた。

　──あの後。

　霧きり谷や家から帰ってきた俺たちは、本家にいた真ま由ゆ香かたちと今夜のことについて会議をした。そこで一つだけ作戦を立てられた。

　ヒントは、真由香の《夜想曲ノクターン》。

　魔術を……いや、魔力を殺すあの能力だ。

「………」

　そして、三年前の事件の黒幕が《白兎ホワイトラビツト》であったことも伝えたのだが──。

「やっぱり、話すべきじゃなかったか」

　真実を知ったとき、真由香がひどくショックを受けていた。

　無理もない。

　なにせ三年前の事件は真由香にとって絶対に忘れられない記憶だ。自分の姉が死んでしまった原因でもある。

　それの黒幕が《白兎ホワイトラビツト》だなんて知ったら、落ち着いていられないだろう。

「………」

　だが、もはや時間はない。

　会議をしたことで、なんとか《白兎ホワイトラビツト》と魔女への対策を立てられた。その後夕食を食べた俺たちは戦いに備えてそれぞれが自分の部屋で休息を取ることになったわけである。

　俺も少し仮眠を取ろうと思ったのだが、どうも眠れない。

　まあ、こんな状況じゃ眠れなくても無理はないが──。




「……兄さん」




　と、そこで俺の部屋がコンコンとノックされた。

　声の主は辻峰真由香。

　俺の従妹いとこにして、今は《剣舞士の首飾りソードダンサー》の所有者になった女の子──。

「少し、お邪魔してもいいですか？　なんだか部屋にいても落ち着かなくて……」

「おう。もちろん」

「ありがとうございます、兄さん」

　応こたえると、ゆっくりとドアが開いて制服姿の真ま由ゆ香かが入ってきた。トレードマークの黒髪ポニーテールに、スレンダーな身体からだ、そして凛り々りしい表情。

　大和撫子なでしこ。

　そんな言葉がピッタリの雰囲気を持っていたが、

「真由香。もしかして風邪でも引いたのか？」

　部屋のドアを閉めた真由香に向かって、俺はそんなことを訊きいていた。

「えっ……どうしてですか？」

「いや、顔が少し赤い気がするから。ひょっとして、熱でもあるんじゃないか？」

　そう言いながら、真由香の額に向かって手を伸ばした。

　しかし、

「きゃっ」

　俺の手が軽く触れた瞬間、真由香はひどく驚いた様子で後ずさりした。

「あっ……ごめんなさい兄さん。いきなり触られたのでビックリしてしまって……」

「お、おう。こっちこそ悪かったよ」

　なんだか、俺の方がビックリしてしまった。

　子供の頃ころはよくああやって熱を測ってやってたんだから、何もそこまで驚かなくても。

「でも、本当に大丈夫か？　なんだか顔がますます赤くなった気がするぞ」

　心配になって訊たずねると、真由香は「あぅ……」と顔を俯うつむかせながら呟つぶやいた。その頬ほおはほんのりと桜色に染まっている。

　まるで、熱に浮かされているみたいに──。

「兄さん。少し相談したいことがあるのですが……いいですか？」

「相談？」

「……はい」

　きゅっと。

　真由香は恥ずかしさを精一杯堪こらえるように、首から下げた《剣舞士の首飾りソードダンサー》を握り締めながら、

「もしかしたら、私は《剣舞士の首飾りソードダンサー》の精神呪じゆ縛ばくの影響を受けているのかもしれません」

「なっ……ホントか？」

「はい。さっきから……なんだかおかしいんです。《剣舞士の首飾りソードダンサー》がやけに熱を持っているように感じますし、それに身体も……」

「身体も？」

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ」

　訊ね返すと、真由香は羞しゆう恥ち心のせいか強く口くち唇びるを噛かみしめていた。

　……まさか。

　真ま由ゆ香かが今陥っている状態は、夏祭りの夜の俺と同じなんじゃないか？　不意にそんな考えが頭を過よぎった。あのとき俺は《剣舞士の首飾りソードダンサー》の精神呪じゆ縛ばくに操られて……真由香を強引に自分のものにしようとした。

　衝動。

　そうとしか言いようのないものが身体からだを突き動かしていたんだ。寸前で食い止めることができたが、ひょっとして真由香は──。

「ごめんなさい、兄さん」

「!?」

　考えてる途中で、突然真由香が俺の身体に抱きついてきた。そして、ぎゅっと俺の身体を細い腕で抱きしめる。

　──熱い。

　真由香の身体はまるで高熱でも出しているように火照っていた。その体温は服越しでも俺にまで伝わってきて──。

「……兄さん」

　そして、俺の胸に顔を埋うずめながら、真由香は言葉を紡ぐ。

「ごめんなさい。なんだか、こうしていないと……おかしくなりそうなんです。身体がすごく熱くて、それに……それに……」

「真由香……」

「私は……すごくはしたないことを考えています。どんなに頑張っても、頭の中からその考えが消えないんです。そのせいか、身体が火照ってしまって……もう自分でも抑えられなくて……」

「………っ。真由香、たぶんそれは《剣舞士の首飾りソードダンサー》の精神呪縛のせいだと思う。あいつが何を考えているかは知らないが……たぶんおまえは夏祭りの夜の俺と似たような状態になってるんだ」

　そうじゃなかったら、真由香の身体がこんなに熱いはずがない。

　これじゃまるで熱病にでも冒されてるみたいで──。

「──いいえ、きっとそれだけじゃないんです」

　だが、真由香は俺の言葉を否定した。

「今夜、私たちは《白兎ホワイトラビツト》と戦わなくちゃいけません。いくら私が《夜想曲ノクターン》を使えるようになって、魔女に対する作戦を考えたと言えど、勝てるとは限りません。むしろ、戦力ではこっちが不利なはずです」

「それは……」

　確かに真由香の言葉は一理ある。

　魔女の強さは圧倒的だ。

　いくら真ま由ゆ香かが結界魔術サンクチユアリーに対抗できる《夜想曲ノクターン》をもっていたとしても、勝てるかはわからない。それに《白兎ホワイトラビツト》が何か策略を考えている可能性もある。

　今夜俺たちは勝てないかもしれない。

　その場合はきっと全員が殺されるだろう。

　そう、梨り央お姉ねえのように──。

「──兄さん」

　まるで懇願でもするように、真由香は熱い息を吐き出した。

「こうして兄さんと話ができるのも、今夜が最後かもしれません。そう考えたら……私はもう自分を抑えることができなくて……」

「真由香……」

「もしかしたらこれは《剣舞士の首飾りソードダンサー》の精神呪じゆ縛ばくのせいなのかもしれません。でも、この気持ちは私の兄さんに対する想おもいでもあるはずなんです。だって、私は兄さんに……自分の気持ちを告白しましたから」

「けど、俺は……」

「わかっています。兄さんは私の告白にちゃんと返事をくれました。だから、今は兄さんの恋人になれないってことは……十分わかっています。でも、私たちは今夜死んでしまうかもしれないんです。そう、姉さんがいなくなってしまったように……」

「………」

「だから、兄さん」

　そして、真由香は顔を上げてから、真まっ直すぐ俺を見つめて、




「今夜、あの夜の続きをしてくれませんか？」




「───っ」

　それは。

　夏祭りの夜の続きをして欲しいということ。




『私と兄さんが恋人同士になれたら……今夜の続きをしてくださいね？』




　あの夜、確かに真由香はそう言ったはずだ。

　そう、俺たちはこの部屋で肌を重ねた。

　だが最後の一線を踏み越える前で、俺は理性を保つことができたんだ。そして、なんとか《剣舞士の首飾りソードダンサー》の誘惑を撥はね除のけることに成功した。

　けど、きっと今の真ま由ゆ香かにそれはできない。

　もしかしたら今夜死ぬかもしれない。

　その恐怖心がきっとコイツにこんなことをさせているんだろう。

　だが、そんな考えをするのも無理はない。

　辻つじ峰みね梨り央お。

　真由香は自分にとってかけがえのない家族を失ったんだ。だからこそ、戦いの前に未練を残しておきたくないって気持ちもわかる。

　──だが。

「すまない、真由香」

「兄さん……」

「おまえが俺を好きだって言ってくれるのは嬉うれしい。それに、今夜が最後かもしれないって不安に思うのもわかる。けど──負けちゃダメだ。今のおまえはやっぱり《剣舞士の首飾りソードダンサー》の精神呪じゆ縛ばくの影響を受けてる」

　そうじゃなかったら真由香がこんなことを言い出すはずがないんだ。

　俺たちはまだ恋人じゃない。

　そのことに納得したからこそ、夏休みの夜だって続きをしなかった。

　なのに、今その約束を破ってしまうのは……。

「そうですね」

　ぎゅっと胸のあたりを押さえながら、真由香は頷うなずいた。

「確かに兄さんの言う通りなんだと思います。私は……兄さんのことが大好きです。でも、私たちはまだ恋人同士じゃありません。兄さんは……私の告白に対するはっきりとした答えが出せなかった。それに、今は戦いだけに集中したいんですよね？」

「……悪い、真由香。だから、俺は──」

「謝らないでください。そう、悪いのは私なんです。だから──」




　ごめんなさい、兄さん。




「えっ……」

　その言葉と共に、いきなり真由香が俺の方に体重をかけてきた。

　不意打ちに対応できなかった俺は、そのままベッドに押し倒される。

　そして、真由香は俺の身体からだに馬乗りになって、強引にこっちの腕を押さえ付けて自由を奪ってきた。

「ま、真由香？」

　抵抗しようと思ったが……ダメだ。

　真ま由ゆ香かが首から下げているのは《剣舞士の首飾りソードダンサー》。戦闘用ウィッチクラフトの所有者は常人よりも身体能力を強化される。

　今の真由香は、女の子とは思えないほどに力が強かった。

　しかも、今の俺は《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を身に着けていない。日本刀のウィッチクラフトは机の上に置かれている。

　これじゃ、《剣舞士の首飾りソードダンサー》の所有者である真由香の拘束を振りほどくことは──！

「ごめんなさい、兄さん」

　そして、真由香は熱に浮かされたような表情で俺のことを呼んだ。

「私……もう我慢できないんです。兄さんの部屋に入ったときから……身体からだが熱くなって、胸がドキドキして、このままじゃ頭がおかしくなりそうなんです。それくらい……私は兄さんのことが大好きなんですっ」

「……落ち着け、真由香。それは精神呪じゆ縛ばくのせいで──」

「確かにそうかもしれません！　でも、私の兄さんに対する気持ちは本物です！　なのに、私たちは……今夜死んでしまうかもしれない。もう二度と会えないかもしれない。だったら……一度だけでいいですから、兄さんも私のお願いを聞いてくれませんか？」

「………っ」

　俺には、従妹いとこの懇願に首を横に振ることができなかった。

　だって、真由香はあのとき俺を助けようとしてくれた。

　夏祭りの夜、《剣舞士の首飾りソードダンサー》の精神呪縛に支配されかけた俺の思考を収めようと、肌を重ねてくれた。きっと恥ずかしかっただろうに、俺のために身体を張ってくれたんだ。

　──それなら。

　今度は俺が彼女の衝動を受け止める番なんじゃないか？

　辻つじ峰みね真由香。

　彼女が俺のことを好きだって気持ちを──。

「兄さん」

　そして。

　俺の上に馬乗りになった真由香は、その桜色の口くち唇びるをゆっくりとこちらに近づけて──。





×　　×　　×






「んっ!?」

　瞬間、俺と真由香の口唇が重なっていた。

　──熱い。

　まるで火がついているみたいに真由香の口唇は火照っていた。そして、その体温を伝えるように彼女は俺に口づけをしてくる。

「あぅ……にぃさん」

　瑞みず々みずしい口くち唇びるを優しく……少しだけ乱暴に押し付けながらも、真ま由ゆ香かはくぐもった声を漏らした。その口唇や吐息はまるで果実のように甘く感じられた。

「……ふぁっ」

　そして、長かった口づけが終わると、真由香は深く息を吸った。

　朱に染まった頬ほおと潤んだ瞳ひとみ。身体からだを焦がす熱に蕩とろけてしまったような表情。その姿に、自分の鼓動が痛いくらいに加速するのを感じた。

「えへへ」

　そして、真由香は快感に蕩けきった表情で微笑ほほえんだ。

「大好きです、兄さん」

「………っ」

　やめてくれ。

　そんなこと言われたら、こっちの思考まで熱に浮かされそうになる。

　真由香の言う通り、俺たちにとって今夜が最後の夜になるかもしれない。

　梨り央お姉ねえのように、死んでしまうかもしれない。

　だったら、いっそのこと──。

「!?」

　そう思った瞬間、再び重ねられる口唇。

　今度はただ口唇を重ねるだけじゃなく、真由香の小さな舌が俺の舌に絡からめられた。

「にぃさん……んぅ」

　口の中で交わる熱い感触。ちゅくちゅくという微かすかな水音を漏もらしながら、真由香の体温が俺の身体の中で暴れていく。

　──ダメだ。

　自分の理性が徐々に削られていく感覚。まるで真由香の体温に自分の身体が侵されているみたいだ。従妹いとこからの激しい感情表現に頭がぼぉっとして、抵抗する力が徐々に奪われていく……。

「ふふっ」

　そして、長く激しい口づけが終わった後で、真由香は黒髪を揺らしながら再び笑みを零こぼした。

　それは普段の彼女とは違う妖よう艶えんな微笑み。

　真由香は押し倒した俺を見下ろしてから、

「兄さん、キスがそんなに気持ち良かったんですか？」

「ち、違う、俺は──」

「ふふっ。そうやって強がる兄さんは……可愛かわいいです。でも、ダメですよ？　今夜だけは、逃がしません。だって、私は……兄さんのことが大好きですから」

「真ま由ゆ香か……」

　反論をする前に、三度口くち唇びるが重ねられる。

　──ああ。

　ダメだ。

　もはや身体からだに力が入らない。その証拠に、真由香はもはや俺の腕を押さえていなかった。きっとこちらの抵抗する力を奪ったことを悟っていたんだろう。

　ちゅっと口づけをした後で、真由香は俺の上で微笑ほほえんでから、

「……兄さんは、私のことが嫌いですか？」

　そんなことを呟つぶやいた後で、ゆっくりと自分の制服に手を伸ばした。

　ぷちぷちとボタンを外してから上着を剥はぎ取り、スカートを脱ぎ捨てて、純白の下着姿へと変わる。

　そして、あられもない姿になった従妹いとこは、まるでおねだりでもするみたいに潤んだ瞳ひとみで俺のことを見つめてから、

「ここからは、兄さんが脱がしてくれませんか？」

「………っ！」

　その言葉が、引き金だったような気がした。

　まるで身体を入れ替えるように、真由香の身体をベッドの上に押し倒す。彼女は「きゃっ」と小さな悲鳴を零こぼしたが、特に抵抗をする様子はない。

　微かすかに汗ばんだ柔肌、艶つややかな絹のような黒髪、そして汗で濡ぬれてしまった下着。

　──綺き麗れいだ。

　素直にそう思ってしまった。

　まるで蜜みつ花ばなの甘い香りに誘われる蝶ちようのように、俺の思考は真由香に釘くぎづけになってしまった。もっと、もっと真由香の綺麗な姿を目に焼き付けたい。

　そのためには、

「あっ……兄さん」

　ゆっくりと、彼女の下着を外していく。

　陶器のように白い肌と胸の淡い膨らみが露あらわになり、ついに真由香は生まれたままの姿になった。彼女自身も恥ずかしいのか、その肌は桜色に染まっていく。

「真由香……」

　従妹の姿に、思わず息を呑のんだ。

　──そうだ。

　俺たちは今夜が最後かもしれない。

　もうこんな風に真ま由ゆ香かの傍そばにいられないかもしれないんだ。

　それなら、いっそのこと──！

「さあ、冬夜」

　どうしてか、真由香は昔のように俺のことを呼んだ。

　そのまま、ゆっくりと俺の首に細腕を回す。

　──そして。

　俺たちは再び肌を重ねようとして……。

「!?」

　瞬間、部屋に響いたのはカシャンという乾いた音色。

《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》。

　机に上に置かれた俺のウィッチクラフトが、床に落下していた。まるで、自分の意志でそこから転げ落ちたみたいに。

「あっ──」

　意識が一度真由香から外れたせいか、一気に思考が冷めた……いや、覚めた気がした。

　──何をしてるんだ、俺は。

　確かに今夜が最後かもしれない。ラピス、真由香、七なな海み、アリス、セツナ。彼女たちと同じ時間を過ごせる機会はもうないかもしれないんだ。

　──でも！

「あっ……兄さん？」

　ゆっくりと、俺はあられもない姿になった真由香にベッドの上にあったタオルケットを被かぶせてやった。

　そして、

「悪い、真由香。やっぱり、俺はおまえの言葉には応こたえられない」

　俺は彼女にはっきりと告げる。




「だって、俺は今夜を最後にするつもりなんか毛頭ないからな」




「兄さん……」

　ぎゅっと。

　身体からだにかかったタオルケットを小さな手で握りしめてから。




「……兄さんは、強いですね」




　たった一言、そんな言葉を零こぼした。

「私は……そんなことを思えなかった。必死に今夜が最後じゃないって信じたかったのに、できなかったんです。もしかしたら……きっとそうやってできた心の弱さを《剣舞士の首飾りソードダンサー》に付け込まれてしまったのかもしれません」

「気にすんな。誰だれだって、迷ったりすることはある。けど、俺は真ま由ゆ香かの家族なんだ。だから、迷いそうなときは遠慮なく俺のことを頼ってくれ」

「兄さん……」

　まるで異国のドレスでも身に纏まとうように、タオルケットで身体からだを覆ってから真由香はベッドの上で身体を起こした。

「一つだけ、お願いをしてもいいですか？」

「ああ、もちろん」

「……ありがとうございます。もしかしたら……私はまた《剣舞士の首飾りソードダンサー》の精神呪じゆ縛ばくに侵されてしまうかもしれません。彼女の誘惑に勝てなくなってしまうときが来るかもしれないんです。そのときは……」




　私のことを、助けてくれませんか？




「わかった」

　迷うことなく、俺は応こたえていた。

「おまえが迷ったら、俺が絶対に助けてみせる。その代わり、俺がもし迷うことがあったら──」

「はい。私が助けてみせます。だって、私たちは家族ですから」

　にっこりと、真由香はさきほどとは違う優しげな笑みを浮かべた。

　──よかった。

　とりあえずは真由香を正気に戻すことができたみたいだ。

　けど、やっぱり《剣舞士の首飾りソードダンサー》は危険なウィッチクラフトだと思う。今だけは《白兎ホワイトラビツト》に勝つために真由香に所有者になってもらうしかなかったが……この戦いが終わったら何か対策を考えなくちゃいけないのかもしれん。

　そうじゃないと、取り返しのつかないことが起きるような──。




「冬とう夜や？　ちょっといい？」




「！」

　瞬間、部屋をノックする音と一緒に響いたのは幼い声。

《蒼柩ラピスラズリ》。

　俺が所有者になったもう一つのウィッチクラフトの声に違いなかった。

「おう。どうかしたのか？」

　こちらの動揺を悟られないように応こたえる。なにせ、ここには服を着てない真ま由ゆ香かがいるんだ。今部屋に入って来られたらどんな誤解をされるか。

「うん。ちょっとあんたに用事があっただけ」

「用事？」

　訊きき返すと、ラピスは少し緊張した声で──言葉を紡いだ。

「今から、開あかずの間に行かない？　あんたに……大事な話があるの」





×　　×　　×






　開かずの間。

　子供の頃ころ、俺たちは辻つじ峰みね本家の奥深くにあるその部屋に入ることを禁じられていた。だから俺や真由香や梨り央お姉ねえはそう呼んでいたんだ。

　きっと、それはコイツがいたからだろう。

　遺産№１《蒼柩ラピスラズリ》。

　魔女の最高傑作と呼ばれた女の子ウイツチクラフト。柩ひつぎの姿で眠りについていた彼女がいたからこそ、俺たち子供は入ることを禁じられていたんだ。

　そして、今は氷塊に閉じこめられた梨央姉がいる部屋。

　その場所で、俺は蒼あおいドレスを着たラピスと相対していた。

「懐かしいわね。今思えば、わたしとあんたはここで出会ったんだっけ」

「ああ。たった四ヶ月前のことなのに、もう遠い昔のことみたいに思えるよな。あのときはラピスがここでいきなり──」

「よ、余計なことを言わなくていいのよ！　この番犬！」

　たぶん恥ずかしかったんだろう。ラピスが俺のスネに向かって蹴けりを放ってきたが、寸前で躱かわす。懐かしい。初めて出会ったときも、俺はコイツにこうして蹴られたんだっけか。

「……むっ」

　キックを躱されたのが不満だったのか、ラピスはご機嫌ナナメになってしまった。でも、こういう仕草が子供っぽくて可愛かわいいと言うか……。

「あっ、そう言えば、冬とう夜や。真由香を部屋に置き去りにしてよかったの？」

「えっ……おまえ、あのとき真由香が俺の部屋にいたことに気付いてたのか？」

　ラピスに呼びかけられた後、俺は何事もなかったように廊下に出た。もちろん、服を着てない真由香の存在がバレたら大変なことになってたかもしれないからだ。

「当たり前よ。あの部屋からは《剣舞士の首飾りソードダンサー》の気配がしたもの。……ねぇ、大丈夫？　もしかして、《剣舞士の首飾りソードダンサー》の精神呪じゆ縛ばくに侵された真ま由ゆ香かに何かされそうになったんじゃ……」

「大丈夫だ。もしあいつが精神呪じゆ縛ばくに支配されそうになったら、俺が助ける。さっきはそういう約束をしてきただけだから」

「………」

　少しだけ黙った後で、ラピスは「そう。それならいいのよ」と頷うなずいてくれた。

「でも、あんたと真由香ってホントに仲が良いのね」

「当たり前だろ？　俺たちは生まれた頃ころから十年間も兄妹きようだい同然に育ってきたんだぜ？　もちろん、そこにいる梨り央お姉ねえもな」

　部屋の隅に置かれた氷塊に目を向けながら言った。

　そう、だからこそ俺は……いや、俺たちは勝たなくちゃいけない。

　梨央姉を生き返らせるために。

　真由香を……家族を守るために。

　そして、ラピスを取り戻すために。

「……そうね。それに、真由香ならずっと冬とう夜やと同じ時間で生きていられるわ」

「えっ……」

　どうしてか、ラピスの声はひどく寂しそうだった。

「わたしや《紅柩ピジヨンブラツド》やアリスはウィッチクラフトよ。年も取らないし、人間みたいに寿命で死ぬこともない。だから、あんたの傍そばにいるのは真由香が一番いいと思うのよ」

「傍って……どういう意味だよ。それに、ウィッチクラフトだろうが関係ない。ラピスたちも俺にとって大事な家族だ」

「──ありがとう。けどね、わたしはやっぱり冬夜には幸せになって欲しいの。真由香ならきっとそれができると思う。《剣舞士の首飾りソードダンサー》のことが心配だけど、この戦いが終わったら取り上げてしまえば済むことだから」

「まあ、確かに真由香に《剣舞士の首飾りソードダンサー》を持たせておくのは危険だと思う。でも、どうして戦いが終わったときの話をするんだ？　それがおまえがしたかった大事な話なのか？」

「それは……」

　俺の言葉に、ラピスは息を呑のんでから。

「違うの。わたしは、今夜の戦いに絶対に勝てる方法を思いついたから、その話をしたかっただけ」

「えっ──」

　絶対に勝てる方法、だって？

　どういうことだ？

　もしかして、ラピスには何か考えが──。

「でも、あんたは何もしなくていいわ。これは《屍操書ミツドナイトヘブン》の弱点を突くものだから」

「弱点って……そんなものがあるのか？」

「もちろん。わたしは魔女の最高傑作。《Ⅸノウエム》の頂点に君臨する柩ひつぎにして、遺産№１《蒼柩ラピスラズリ》よ。それくらいの知識を持っててもおかしくないでしょ？　上う手まく行けば、リリィを蘇よみがえらせることはできなくなる」

「ほっ……ホントか!?」

　ラピスの言葉が本当だとしたら、今夜の戦いは一気に有利になる。なにせ《白兎ホワイトラビツト》の戦力の要かなめである魔女がいないんだ。

　もし、ラピスの考えた方法が有効なら──。

「ただ、この作戦を実行するにはちょっとだけ勇気がいるの。だから……冬とう夜や。今から、ちょっとだけあんたを頼ってもいい？」

「おう。当たり前だろ。それで《白兎ホワイトラビツト》に勝てるなら……家族を守れるんならなんだってする」

「……うん。ありがと。それじゃあ──」

　じっとしててね？　と。

　ラピスが言った瞬間だった。

「えっ……」

　ぎゅっと、身体からだに触れる温かい感触。




　ラピスが俺の身体に抱き着いていた。




「ラ、ラピス？」

　反射的に名前を呼ぶが、彼女の顔は俺の胸に埋うずめられてしまって見えない。

　でも、なんだろう。

　どうしてか俺には──ラピスが泣いているような、そんな気がした。

「──ありがとう」

　数十秒間互いの温かさを確かめあった後、ラピスは唐突に俺の身体から離れた。

「これで大丈夫。あんたから、ちょっとだけ勇気をもらえたから」

「勇気って……抱き着いただけでか？」

「ええ。あんたみたいなヤツでも、わたしの所有者だしね。傍そばにいてくれるのは少しだけ心強いわ。それに、あんたたちと過ごした時間はとっても楽しかった。今のは……その感情を忘れないようにわたしの中に書き留める儀式みたいなものね」

　どこか照れくさそうに、ラピスは言った。

　儀式と言ってもそれはもちろん魔術的なものではなかったんだろう。

　けど、どうしてだろう？

　俺には、今のラピスがひどく寂しそうに見えて──。

「ねぇ、冬とう夜や」

　そして。

　そんな俺の思考を振り切るように、ラピスはその蒼あおい瞳ひとみで俺を見つめながら、静かに言葉を紡いだ。

「《白兎ホワイトラビツト》との戦いが終わっても、あんたはずっと家族を守ってね。大丈夫。冬夜ならできるって、わたしは信じてるから」





第６章　覚悟







「こんばんは、皆様♪　これでやっと第二次魔女戦争ヴアルプルギスを再開できるわ」

　時刻は深夜二時。

　四月に行った山の中にある西洋墓地に行くと、月明かりの下でソイツは静かに微笑ほほえんでいた。

「……《白兎ホワイトラビツト》」

　はるか昔に魔女を裏切ったウィッチクラフトにして、俺たちの宿敵。そして三年前の事件の黒幕にして、梨り央お姉ねえを殺した仇かたき。

　彼女の左手には《屍操書ミツドナイトヘブン》。

　魔女を蘇よみがえらせるための魔導書が握られていた。

「作戦はわかってんだろーな、おにーさん」

　すでに第二獣化形態になっているセツナが話しかけてきた。

　そう、昼間の会議で俺たちが出したプラン。

　それは真ま由ゆ香かが魔女の結界を相殺し、俺が隙すきを作り、セツナが致命傷を負わせるというものだ。

《白兎ホワイトラビツト》が真ま由ゆ香かの剣の能力を知らない以上、初手が重要になる。あいつが魔女の結界魔術サンクチユアリーに対する対策を俺たちが整えたことを知らないうちに、勝負を決めるしかねえ。

「大丈夫よ、お兄様。どんなにひどい怪け我がをしても、私が治して見せるから」

「おう。おまえがいてくれると心強いぜ」

　俺と真由香とセツナの後ろに控える七なな海みに呟つぶやいた。

　本当は戦力を持たない七海は辻つじ峰みね本家にいて欲しかったんだが……治癒の能力を使える以上戦線に参加してもらった方がいいということになった。

　その代わり、彼女の傍そばには霧きり谷やアリス。

《四銃奏カルテツト》の所有者であり、《遺灰人形ウイツチドール》としての優れた運動能力を持った彼女が主あるじである七海を守る。

　これが昼間の会議で出た結論。

　今の俺たちの戦力を最も活いかせる布陣のはずだ。

「───」

　ただ、気になるのは開あかずの間でラピスが言った作戦というもの。

　あいつは《屍操書ミツドナイトヘブン》の弱点を突くって言ってたが……本当に大丈夫なのか？　俺が作戦の内容を訊きき出そうとしても、「知ったらあんたは止めるかもしれない」と教えてくれなかった。

　それぐらい、危険が伴うものらしい。

　一目でわかるくらいに、ラピスの表情は覚悟を決めているように見えたんだ。開かずの間での話し合いでは、その作戦が失敗したら俺たちは昼間の会議の結論通り魔女と戦う。いわば二段構えの作戦。

　まずは、ラピスの考えた作戦を信じるしかないが──。

「じゃあ、ラピス。こっちに来てくれるかしら？　言っとくけど、おかしなマネはしないでね？　あなたの首についた火薬時計はラビの意志でいつでも起爆できるから」

「ええ。わかってるわよ、《白兎ホワイトラビツト》」

　頷うなずいてから、漆黒の夜空の下をラピスが歩き出す。

《屍操書ミツドナイトヘブン》が魔女を生き返らせるためには、ラピスを媒介にする必要がある。

　ただ、ラピスはその弱点を突くって言ってた。

「……兄さん」

　緊張した様子で、梨り央お姉ねえが遺のこしてくれた巫み女こ服姿の真由香が俺を呼んだ。

　その手にはまだ《剣舞士の首飾りソードダンサー》を構えていない。《白兎ホワイトラビツト》に真由香が《夜想曲ノクターン》を使えるようになったことを知らせないために、構えるのは戦闘が始まった直後にしようという取り決めだ。

　だから、俺も《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を構えていない。

　勝負は一瞬。

　もしラピスが作戦とやらを失敗したら、俺たちは即座に魔女に──。

「……えっ」

　けれど。

　その瞬間、俺の瞳ひとみに映ったのはまったく予想していなかった映像だった。

「……ラピス。それはなんのつもり？」

　いつものおどけた調子とは違う冷徹な口調で呟つぶやく《白兎ホワイトラビツト》。

　彼女の視線の先には──ナイフ。

　白い少女と相対するラピスの手には、小さな銀色のナイフが握られていた。

「………っ」

　たとえようのない嫌な悪寒が背筋を撫なで上げた。

　たぶん、ラピスが持っているのは辻つじ峰みね家のキッチンから持ち出したであろう果物ナイフ。刃物としてはあまりにも小ぶりだが、使い方によっては十分相手を殺傷できる凶器。

「ねえ、《白兎ホワイトラビツト》」

　全員の視線が集まる中で、ラピスは言った。

「あんたの《屍操書ミツドナイトヘブン》には重大な弱点があるわ。それは媒介がないと死者を蘇よみがえらせることはできないってこと。つまり、わたしがいなければリリィを蘇らせることはできないわ」

「……ラピス。まさか、あなた……」

「そうよ。これが──わたしが考えた、あんたに絶対に勝てる方法よ」

　そう言って、ラピスはナイフを自分の首筋に突きつけた。その刃の下にあるのは、頸けい動どう脈みやく。破損すれば出血多量で死に至りかねない人体急所。

「───っ！」

　……バカ野郎！

　心の中でそう呟いた後で、俺は走り出していた。

　──どうして気付けなかった？

《屍操書ミツドナイトヘブン》の弱点。それはたった今ラピスが言ったように媒介を失なくしてしまえば死者を蘇らせることはできないという至極単純なもの。

　だったら、その媒介そのものがいなくなればいい。

　きっとそれがラピスの考えた方法。




　つまりは、自分を殺すこと。




　そうすればもう《屍操書ミツドナイトヘブン》は魔女を蘇らせることはできない。

　たとえラピスの死体を媒介にしたとしても、それで生まれるのはラピスの人形ゴーレムだろう。ラピス自身が死者になってしまえば、媒介にされたとしても蘇よみがえるのは自分になるはずなんだ。




『ただ、この作戦を実行するにはちょっとだけ勇気がいるの』




　さっき開かずの間で出会ったとき、あいつはそう言っていた。

　あれは、自分を殺す勇気だったっていうのか？

「ラピス！」

　反射的に、俺は叫んでいた。

　すると、蒼あおい刻印を持った少女は、微かすかに潤んだ瞳ひとみで俺のことを見つめてから、




「ごめんね、冬とう夜や」




　そう言って、首筋に当てたナイフに力を込めて──！

「やめろ！」

　寸前のところで、俺はその細い手首を掴つかんでいた。













　──間に合った。

　おそらく、ナイフに力を込めようとした瞬間ラピスはほんの少しだけ躊ちゆう躇ちよした。その隙すきに俺はラピスを拘束することができた。

　すべてが、ギリギリ。

　これでラピスが考えていた作戦は阻止できたはずで──。

「──ごめんね」

「えっ──」

　それは、あまりにも唐突な出来事だった。

　ぐいっと、ラピスは俺に捕まれた腕を勢いよく引っ張った。そのことで俺の体勢は崩れ、かがむように背中を丸めてしまう。

　その瞬間を、彼女は見逃さなかった。

「!?」

　──キス。

　あまりにも唐突な口づけ。

　無理やり俺のことをかがませたラピスが、強引に口くち唇びるを奪っていた。

　なんだこれ？

　どうしてラピスは俺と──。

「───っ！」

　直後、身体からだにどうしようもない違和感を覚えた。

　胸の奥の方が激しく熱くなる感覚。まるで身体が自分のものじゃなくなってしまったかのような不自然さ。

「くっ……あっ……！」

　けど、俺はこの感覚を知っている。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

　たぶんこれは夏祭りの夜にあいつに意識を支配されそうになったときと同じだ。ウィッチクラフトによる精神呪じゆ縛ばく。だが、今俺はウィッチクラフトを何も身に着けていない。

　しかし、




「……許して、冬とう夜や」




　目の前にいる女の子は、紛れもなく俺のウィッチクラフトだ。

《蒼柩ラピスラズリ》。

　記憶が正しければ、《革命軍レジスタンス》との戦いのときにコイツは俺とキスすることによって《剣舞士の首飾りソードダンサー》の精神呪縛に自分の精神呪縛をぶつけて相殺しやがったんだ。

　ならば、今のキスは俺に精神呪じゆ縛ばくをかけるためなのか？

　それに──。

「ラ、ラピス……」

　掠かすれそうになった声を振り絞ってその名を呼ぶ。

　すると、ラピスは蒼あおい瞳ひとみで俺のことを見つめながら、

「……ごめんなさい。あんたがわたしのことを止めるかもしれないってことは……わかってた。それに、一番早くわたしを助けようとするのはあんただって思ったの。だから、そのための対策は考えておいたの」

　そう言って、俺に小さな片刃のナイフを差し出した。

「……くっ」

　その銀色の刃を見た瞬間、最悪の発想が脳裏を過よぎった。

　そして、俺の直感は彼女の言葉によって証明される。

「これでわたしのことを殺して欲しいの。それが《白兎ホワイトラビツト》に絶対に勝てる方法よ」





×　　×　　×






「ふざけたこと言うなっ！」

　ただただ拒絶したくて、叫んでいた。

　しかし、身体からだは言うことを聞いてくれない。それどころか、ラピスが差し出したナイフを手に取ろうとしていた。

　まるで、ラピスに操られているみたいに。

「ラピス。おまえ……俺に何をした？」

「……ごめんなさい。あんたはわたしの所有者よ。だから、精神呪縛を使ってわたしを殺すように暗示をかけたわ。《革命軍レジスタンス》との戦いで《剣舞士の首飾りソードダンサー》があんたの意識を乗っ取ろうとしたのと似たようなものよ」

「………っ」

　なんでそんなことしたんだ！　なんてセリフを叫ぶことはできなかった。

　本当は俺だってわかってるんだ。

　たぶん、ラピスがこんなことをしたのは──。

「ラピス！」

　突然のラピスの行動に、真ま由ゆ香かが走り込んで来ようとしていた。いや、ラピスだけじゃない。セツナ、アリス、七なな海みもラピスを止めようと──。




「動かないで！」




　しかし。

　そこで響いたのは子供のように幼い叫び声だった。

「なんだか、面白くなってきちゃったわね♪　でも、トーヤとラピス以外の人間は動いちゃダメよ？　そんなことしたら、今すぐラピスの首の火薬時計を起爆させるから」

「……《白兎ホワイトラビツト》。てめえ……」

「安心して、セツナ。たとえトーヤがラピスを殺したとしても、火薬時計は起爆させないって今この場で約束するわ。だって、トーヤにラピスが殺せるはずがないもの」

　あくまで余裕たっぷりな態度で言ってから、《白兎ホワイトラビツト》はこちらに近づいてきた。

「さあ、どうするラピス？　誰だれもあなたを助けには来てくれないわよ？」

「心配無用よ。わたしがここで死ねばいいだけの話だもの」

「………っ！　ラピス！」

　ふざけんな。

　コイツは、まだそんなことを……！

「これしか、ないのよ」

　ひどく思いつめた口調で、ラピスは呟つぶやいた。

「《屍操書ミツドナイトヘブン》が魔女を蘇よみがえらせるのには、わたしを媒介にすることが不可欠。それなら、わたしがいなくなればいい。そうすれば、あんたたちは生き残ることができるの。それに、《白兎ホワイトラビツト》を斃たおせばたくさんのウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうできる」

「だっ、だからって……！」

「本当は……さっき自分で命を絶てばよかった。でも……わたしは臆おく病びようだった。もしかしたら魔女に勝ってあんたたちがわたしを取り戻してくれるかもしれないって思ったら……希望が生まれて、どうしても躊ちゆう躇ちよしちゃったの」

　それは、まるで自分の罪を告白するような口調だった。

　……臆病、だって？

　ふざけんな。

　そんなの当たり前だろ。誰だって、自殺するのなんか怖いに決まってる。重要なのはコイツがそこまで追い詰められていたということ。

　そして、俺を使ってまで自分を殺そうとしているってことだ。

「……考え直せ。今ならまだ間に合う。きっと何か方法が──」

「でも、あんたたちは《白兎ホワイトラビツト》と戦うのよ？　もし勝てたとしても、また誰かが死んじゃうかもしれない。梨り央おみたいに……死んじゃうかもしれないわ！」

「ラピス……」

「わたし……もう嫌なのっ。自分のせいで誰かが……大切な家族が死んじゃうなんて耐えられない。なのに、わたしは自分で死ぬことすらできなかった。わたしのせいで梨り央おが死んじゃったのに……！」

　瞳ひとみを潤ませながらぎゅっと拳こぶしを握り締めるラピス。

　──クソッタレ。

　どうして気付けなかった？

　俺や真ま由ゆ香かは梨央姉ねえが死んだことでひどくショックを受けてた。それは辻つじ峰みね本家で一緒に暮らす家族だったからだ。

　それなら、ラピスだって一緒じゃねえか。

　コイツも梨央姉が死んだことに対してショックを受けて、罪の意識に囚われていた。それは俺や真由香よりもひどいものだったのかもしれない。

　なにせ、梨央姉は自分ラピスを媒介にして蘇よみがえった魔女に殺されたんだ。

　だからきっとコイツは俺たちが知らないうちに自分を追い詰めていたんだろう。

　その結果が──。




「……ごめんなさい、冬とう夜や」




　そう言いながら、ラピスは俺にナイフを差し出した。

　そして、ゆっくりと俺の右手に握らせる。

「さっき《白兎ホワイトラビツト》が言った通り、わたしを殺しても《白兎ホワイトラビツト》の火薬時計は起爆しない。起爆させるつもりなら、《白兎ホワイトラビツト》がこんなに近くに来るはずがないもの。だから、冬夜はこのナイフでわたしの心臓を貫いて」

「………っ」

「わたしを殺したらすべてのウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうすることはできない。けど、それでもわたしは冬夜たちに死んで欲しくないの。自分がすごく勝手なことを言ってるってことはわかってる。でも、わたしは──」




　殺されるなら、冬夜がいいって思ったの。




「───」

　その言葉が引き金だったように。

　俺はラピスの身体からだを墓地の乾いた地面に押し倒していた。

　そして、その小さな身体の上に馬乗りになって、両手で握ったナイフを掲げる。

　もはや身体の自由はほとんどきかない。

　俺の身体を支配するのはある一つの感情だけ。

　──そうだ。




　ラピスを殺せば、俺たちは助かる。




　精神呪じゆ縛ばくのせいなのか、そんな言葉が俺の脳裏で響いた。

　家族を守ること。

　それが俺の信念にして、母さんの遺言だった。

　だったら、簡単じゃないか。

　殺せ。

《蒼柩ラピスラズリ》を、殺せ。

　そうすれば、みんな助かるんだ。

　誰だれも死ななくて済むんだ──！

「ごめんね」

　何度目かの謝罪の言葉。

　そして、彼女から俺に対しての贖しよく罪ざいと別れの言葉。

　その澄み切った響きが墓地に響いたとき、




「今までありがとう、冬とう夜や。わたしはあんたの家族になれて、幸せだったわ」




　俺は、何の迷いもなくナイフを振り下ろした。

　ピシャッと、飛び散る紅。

　血だ。

　銀色のナイフに貫かれた傷口から零こぼれた血が、西洋墓地を赤く染めている。

　けど……。

「えっ……冬夜？」

　それは、ラピスの血じゃない。

　振り下ろしたナイフを、俺は自分のフトモモへと突き刺していた。

「ばっ、ばか！　何をやってるのよ！」

　ラピスの声と共に、肉を抉えぐる鮮烈な痛みに意識が悲鳴を上げる。

　だが──これでいい。

　さっきまで虚うつろだった身体の感覚が戻ってくる。やったことは《革命軍レジスタンス》との戦いでラピスが俺にやったことと同じ。ただし、あのときは精神呪縛を精神呪縛で相殺したが、俺にはそんなことはできやしねえ。

　だから、刺した。

　痛みを以もつて、精神呪じゆ縛ばくを振りほどいた。

　かなり強引なやり方だし、一種の賭かけだったが……どうやら上う手まくいったようだ。

　もう、意識ははっきりしている。

　だから、俺は言葉を紡ぐ。

「『何をやってるのよ』だって？　それはこっちのセリフだぜ、ラピス」

「あっ……」

　俺の言葉に、ラピスはビクッと身体からだを固めた。

　そう、コイツは俺を使って自分を殺そうとした。それ自体は絶対に許していい行為じゃない。自分で命を絶たなかったとしても、家族を殺してしまった俺には一生もののトラウマが出来ただろう。きっとそれはラピスだってわかってたはずだ。

　けど、それよりもラピスは俺たちが生き残ることを選んだ。

　俺たちのことを、考えてくれたんだ。

「……どうしてよ」

　ポツリと、小さな涙の雫しずくを浮かべながらラピスは言った。

「どうしてわたしを殺さないの！　そうすれば……みんな助かるのよ！　冬とう夜やだっていつも言ってたじゃない！　自分の家族を守りたいって！」

「ああ。だけど、おまえだって俺の大事な家族だ」

「たとえあんたがそう思ってくれたとしても、わたしたちは今日全員死んじゃうかもしれないのよ！　わたしが……わたしが《屍操書ミツドナイトヘブン》の媒介にされたせいで……！　だから、だから、わたしは……！」

　そこまで言ったところで、ラピスの言葉は止まっていた。

　ぎゅっと。

　身体に感じる激痛を無視しながら、俺はラピスのことを抱きしめていた。

「………っ」

　小さい。

　反射的にそう思ってしまった。

　抱きしめたラピスの身体は俺からしたら信じられないくらいにちっこくて軽かった。

　この小さい身体に、ラピスはどれだけの重圧を背負っていたんだろう？

　さっきまでの行動は普段のラピスなら絶対にしないことだ。

　コイツは自分の所有者に自分を殺させようとした。

　冷静なラピスだったらそんな選択肢は選ばない。

　だけど、今回は理由があった。

　自分が《屍操書ミツドナイトヘブン》の媒介にされること。

　梨り央お姉ねえが死んでしまったこと。

　今夜俺たちが死ぬかもしれないこと。

　そして一番の理由は──。

「ごめんな、ラピス」




　俺たちが、弱いことだ。




　俺たちがもっと強ければ、ラピスをここまで追い詰めなくて済んだ。

　こんなバカなことをさせずに済んだんだ。

　けど、今は自分の弱さを悔いても仕方ない。

　今必要なのはたった一言。

　嘘うそ。

　虚勢。

　強がり。

　そのどれでもない、確かな言葉。

　改めて、俺の中にある意志を──覚悟を決めるための言葉。

「大丈夫だ」

　小さな身体からだを抱きしめながら。

　俺は、しっかりとその言葉を紡ぐ。




「ラピスは、俺たちが絶対に取り戻す」




「───っ」

　瞬間、ラピスが俺の中で嗚お咽えつを零こぼすのを感じた。きっとずっと背負い込んでいたものが溢あふれてしまったんだろう。

　ラピスは、静かに涙を流していた。

「待っててくれ、ラピス」

　彼女を少しでも安心させたくて、俺はそう言った。

　直後、《白兎ホワイトラビツト》が持っていた魔導書が白い輝きを放ち、その光を浴びたラピスが白い粒子へと分解され、《屍操書ミツドナイトヘブン》の中へと消えていく。

　でも、その光の中で──。




「──うん。わかった」




　たった一度だけ、彼女は頷うなずいてくれた。

　──そう。

　俺たちは強くなんかない。

　それでも、戦わなくちゃいけないときがある。

《白兎ホワイトラビツト》。

　俺たち魔女の子孫にとっての宿敵であり、三年前の事件の元凶。

　そして、彼女が操る魔女──リリィ・ヴァレンタイン。

　その怖さは昨日の戦いで痛いくらいわかってる。梨り央お姉ねえを失ったショックだって消えたわけじゃねえ。

　けど、俺たちはもう決戦への一歩を踏み出した。

　誰だれに強制されたわけでもない。

　自分の意志で、踏み出したんだ。

「───」




　だったら、止まるな。




　止まるな、止まるな、止まるな、止まるな、止まるな、止まるな、止まるな、止まるな、止まるな、止まるな、止まるな、止まるな。




　走り続けろ。




　目的に向かって、進み続けろ。

　家族を、

　自分にとって大切な誰かを、

　そして、自分自身を守るために──。




　──戦え。





第７章　再会







「遅れんなよまゆっち！」

　開戦の合図になったのはセツナの咆ほう哮こうだった。

　同時に光が収まって銀色の髪に黒いドレスを纏まとった魔女が現れる。

　リリィ・ヴァレンタイン。

　昨夜と同じように、《屍操書ミツドナイトヘブン》はラピスを媒介にして魔女の人形ゴーレムを作りだしていた。

「あはは♪　それでは皆様長らくお待たせしました、開戦のお時間です。あっ、でもトーヤは《紅柩ピジヨンブラツド》に傷を治してもらってね？　その足じゃ戦えないし、ラビだって手負いのあなたに勝っても嬉うれしくないもの」

「くっ……！」

《白兎ホワイトラビツト》の挑発に反論しようとしたが、その前に俺の身体からだは跳んでいた。

　セツナだ。

　後ろから俺の襟を掴つかんだあいつが力任せに後ろにぶん投げたのだ。数秒間の空中遊泳。しかし、その着地点には、

「しっかりしろ犬っころ！」

　アリスがいてくれた。

《遺灰人形ウイツチドール》の優れた身体能力を使って彼女は俺のことを受け止める。

　そして、隣にいた七なな海みがすぐさま俺の足の傷を見てくれた。

「すまねえ、七海。いきなり怪け我がをしちまって……」

「ううん、私にだって責任はあるわ。私は姉妹なのに……お姉様の気持ちに全然気づいてあげられなかった。正直、どうやって《白兎ホワイトラビツト》に勝つか戦略を考えるので精一杯だったの」

「七海……」

「でも、その後悔は今ここで切り替えるわ。だから──お兄様も我慢して」

「ぐっ──!?」

　何の躊躇ためらいもなく、七海が俺のフトモモに突き刺さったナイフを抜いていた。途端彼女の肌に血ち飛沫しぶきが飛び散るが、七海はそれを気にすることなく傷口に手を当て、治癒を開始する。

「落ち着いて聞いて、お兄様。この傷だと、治すのに数分かかるわ。それまではあの二人に任せるしかない」

「ぐっ……！」

　足から全身へと駆け抜ける激痛に耐えながらも、俺は彼女たちに視線を向ける。

　昨夜の戦闘と同じように、《白兎ホワイトラビツト》はどこかに身を隠したようだった。よって、俺たちの前に立ち塞ふさがるのは魔女一人。

　そして、

「はん。まさかまゆっちとタッグを組むことになるとはな。頼むからアタシの足を引っ張んなよ？」

「それはこっちのセリフです。あなたこそ、私の邪魔をしないでくださいね」

　セツナと真ま由ゆ香か。

　魔女と相対する二人の少女は、お互いを蔑さげすむように言葉を紡いだ後──疾走。

　先行したのはセツナ。

　すでに第二獣化形態へと変わっている彼女は、その漆黒の拳こぶしを大きく振りかぶりながら魔女に襲い掛かろうとするが、

「チッ！」

　瞬間、魔女の掌てのひらから撃ち出される魔法陣。

　結界弾バレツト。

《Ⅸノウエム》クラスの破壊力を持った魔術が、セツナに襲い掛かろうとして、




「──消失音階サイレント」
















　響いたのは、まるで呪じゆ文もんのような言葉。

　同時に黒い影を纏まとった《夜想曲ノクターン》を構えた真ま由ゆ香かがセツナの前に躍り出る。彼女はそのまま撃ち出された結界弾バレツトと相対して、

「はぁああああああっ！」

　受け止めた。

　漆黒の刃は迫り来る結界弾バレツトを弾はじくように迎撃。数秒だけその動きを止めた後で──消失させる。

　──よし。

　思った通り、真由香の《夜想曲ノクターン》は魔女の魔術にも有効。だったら、たとえ魔女が自分の身体からだを結界で守ったとしても真由香が攻撃すれば……！

「──ふぅん。面白い剣を持ってるわね、真由香。ひょっとしてそれは《剣舞士の首飾りソードダンサー》かしら？　まさか魔女の結界弾バレツトを相殺するなんてね」

　しかし、墓地に響いたのはあくまで余裕ありげな声。

《白兎ホワイトラビツト》。

　どこからか戦況を見守っているんだろう。彼女は《夜想曲ノクターン》の能力を見たにもかかわらず、これっぽっちも動揺していなかった。

「はあん。随分余裕じゃねーか白ウサギ。言っとくが、まゆっちの剣は魔女やウィッチクラフトの天敵だぜ？」

「ええ。それはわかってるわ。たぶんその剣の能力は魔術の相殺なんでしょ？　確かに魔女の結界魔術サンクチユアリーを無効化される恐れがある。けど、ラビの見たところ──」




　その剣には、弱点があるわ。




　そう言った《白兎ホワイトラビツト》の声は、嗤わらっているように聞こえた。

　……弱点だって？

　嘘うそだろ。コイツは《夜想曲ノクターン》を見たのは今夜が初めてのはずだ。にもかかわらず、たった一度の接触で弱点を見つけたって言うのか？

「はったりを言うのはやめてください！」

《白兎ホワイトラビツト》の言葉を打ち消すように、疾走する真由香。

　直後、魔女が突き出した手の先で展開される魔法陣。真由香の行く手を阻むように撃ち出される結界弾バレツト。

　しかも、今度は単発じゃない。

　それはまるで連射機能を持った大砲のようだった。突き出された魔女の手からは次々と魔法陣が撃ち出されて、真ま由ゆ香かに殺到する──！

「──遅い！」

　しかし、真由香の前進は止まらない。

　戦場舞踏。

　相手の呼吸リズムを読み、カウンターを叩たたき込む能力。それを使って真由香は嵐あらしのように撃ち込まれる結界弾バレツトをすべて回避していた。

「ぐっ!?」

　真由香が回避した結界弾バレツトは次々に西洋墓地に着弾。あちこちに巨大なクレーターを穿うがっていく。

　まるで嵐の中にいるみたいだ。

　一発でも喰くらえば致命傷になりかねない一撃を、真由香はまるでダンスでも踊るかのように優雅に躱かわしながら──接敵。そしてついには自分の間合いへと踏み込んで、

「あああああああああああっ！」

　渾こん身しんの一刀を、魔女に叩き込んだ！

　その一瞬、魔女は防御用の結界を展開。球体状の魔法陣が魔女の身体からだを守る障壁となるが、

「──甘い！」

　真由香の剣が触れた瞬間、魔法陣がバチバチという音を立てて壊されていく。

　──なんて剣だ。

　まるで熱した刀で氷を切るように、《夜想曲ノクターン》は魔女の結界を斬きり裂いていく。

　そして、ガシャンッという硝子がらすの砕けるような音と共に魔女の結界が消えるが、

「!?」

　結界が消えると同時に、魔女はバックステップで真由香の一ひと太た刀ちを躱していた。

　──迅はやい。

　もしかしたら魔女も俺たちと同じで魔術的な力で身体能力を強化しているのかもしれない。そう考えてしまうほどに、今の動きは機敏だった。

　だが、真由香も負けていない。

　彼女は魔女を追って再び疾駆。以前とは違う攻撃的で迷いのない動き。まるで神風のように墓地を駆け抜け、魔女へと迫る！

　さきほどの焼き直しのような展開。

　しかし、魔女は結界弾バレツトを放つことはなかった。

　まるで力を失った人形のように、彼女はただ佇たたずんでいる。

「……守るって、決めたんです」

　だが、真由香はその歩みを止めない。

　漆黒の剣を振りかぶりながら、猛然と魔女へと襲い掛かって、




「私が兄さんを守るって、決めたんです！」




　魔女の脳天に向かって、漆黒の刃を振り抜いた。

　その瞬間、魔女の掌てのひらに現れる小さな魔法陣。

　あれは──零式結界弾ゼロバレツトか！

「無駄です！」

　しかし、真ま由ゆ香かが刃を止めることはなかった。

　当然だ。たとえ零式結界弾ゼロバレツトを撃ち込まれたとしても、真由香の剣なら相殺できる。そして、その隙すきにセツナが魔女の頭部に拳こぶしを叩たたき込めば、

「甘いわよ、マユカ」

　だが、その瞬間響いたのは怖おぞ気けの走るような冷淡な声だった。

　同時に、撃ち出される零式結界弾ゼロバレツト。

　しかし、その狙ねらいは真由香じゃなかった。

「!?」

　轟ごう音おんと同時に、目の前の光景が爆ぜた。

　まるで上空からの爆撃でも喰くらったかのように、墓地の一角の土砂が舞い上がる。

　その原因は零式結界弾ゼロバレツト。

　あろうことか、魔女は自分の右拳を地面に向かって打ち込みやがったのだ。当然、零式結界弾ゼロバレツトの直撃を受けた地面は派手に破砕され、大量の土砂を撒まき散らした。一瞬、魔女が攻撃を誤ったのかと思ったが──。

「くっ!?」

　舞い上がる土砂のせいで、真由香の前進が止まる。

　──しまった。

《夜想曲ノクターン》は魔術やウィッチクラフトの能力を無効化できる。だが、それ以外の物を無効化はできない。当然、零式結界弾ゼロバレツトで跳ね上げられた土砂も同じだ。

　そして、さっきの零式結界弾ゼロバレツトは牽けん制せいだ。

　真由香の前進を止め、その視界を塞ふさぐための目くらまし。

　そして、土砂の煙をかき分けるように現れたのは、リリィ・ヴァレンタイン。

　彼女の手には小さな魔法陣。そして、二発目の零式結界弾ゼロバレツトを魔女は真由香の前方に位置する墓石へと叩き込んだ。

「!?」

　破砕音とともに、粉々に砕けた墓石が猛烈な勢いで飛び散る。

　まるで散弾銃シヨツトガンだ。

　砕かれた墓石の欠片かけらは剣を構える真ま由ゆ香かへと襲い掛かって──！

「チッ！」

　すんでのところで、駆け抜ける黒い影。セツナだ。漆黒の鎧よろいをまとったセツナが真由香を庇かばうように駆け寄り、その身体からだを強引に抱えたまま離脱していた。

「大丈夫かよ、まゆっち」

「……余計なことを。あれくらいの攻撃、私一人でも十分対処できました」

「オイオイ、強がんなよ。いくらてめえの戦場舞踏でも粉々に砕けた墓石の欠片かけらまではよけきれなかったはずだぜ？　にしても、厄介だな。まさかこれほど簡単に対策を立てられちまうとはな」

　忌いま々いましげに舌打ちをしてから、セツナは正面を見つめる。

　真由香の《夜想曲ノクターン》が無効化できるのは魔術やウィッチクラフトの能力だけ。それを見抜いた《白兎ホワイトラビツト》は迷わず魔術以外のもので真由香を仕留めようとしやがったんだ。

「お兄様」

「ああ、わかってる。ありがとな、七なな海み。アリスはここで七海を守っててくれ」

「………っ。わかった」

　アリスが頷うなずいてくれたのを確認した後で、立ち上がる。

　今の数分で俺の足の傷は癒いえた。

　そして、俺は《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力を発動させ、銀色の刃を持った日本刀を構える。

「あはは♪　やっと元気になったのね、トーヤ」

　墓地に響く《白兎ホワイトラビツト》の無邪気な笑い声。

　それを無視するように──俺は魔女へと疾走していた。

　──そう、やっとだ。

　俺が戦線に復帰したことでやっと昼間の会議で出した作戦を実行できる。

　確かに魔女の結界魔術サンクチユアリーは使い方によっては真由香の《夜想曲ノクターン》を封じることができる。

　だったら──。

「───」




　魔女の結界魔術サンクチユアリー自体を封じてしまえばいいんだ。




　そのためには、俺が一対一で魔女と戦う必要がある。

　さっきの攻防で真由香への対策が立てられてしまった。そしてセツナの拳こぶしも結界を展開させた魔女の前では届かない。

　だからこそ、俺が行くしかない！

「──《氷矢アロー》！」

　走りながら、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力を発動。

　何本もの氷の矢を生み出し、魔女へと殺到させる。

　しかし、当然ながら魔女の周囲に展開した結界に防がれる。

　だが、これでいい。

　重要なのは魔女が防御用の結界を使ってくれること。俺はそのためだけの捨て石になればいい。そのためなら──！

「おぉおおおおおおおおっ！」

　闘争心を奮い立たせるために咆ほう哮こうを上げながら、突進。

　直後俺を迎え撃つように結界弾バレツトが放たれた。戦場舞踏を使えた頃ころならまだしも、今の俺にあれは回避できねえが、

「《氷壁デイスコネクト！》」

　眼前に巨大な氷の壁を発生させ、結界弾バレツトを防ぐ。

　──よし。

　ただの結界弾バレツトならこれで防げる。あとはどうにか魔女に近づいて──。

「!?」

　刹せつ那な、安心しかけた心が戦せん慄りつする。

　結界弾バレツトを射出すると同時に、魔女はこちらへと走り込んできた。そして、俺が移動するよりも早くその右拳こぶしを壁に叩たたき込む。

　あれは……零式結界弾ゼロバレツトか！

「ぐっ!?」

　まるで昨夜の再現。

　魔女の放った魔術によって砕け散る氷壁。その欠片かけらは弾丸のような速さで俺を襲う。飛び散った氷によって身体からだのあちこちが打ちのめされ、肌から鮮血がふき出すが──。

「ぐっ……あああああっ！」

　叫び声を上げながら、突貫。

　──耐えろ。

　こんなの全然大したことねえ。

　だって、ラピスはもっと追い詰められてたはずなんだ。あいつは自分で命を絶つくらい、そして自分の命を家族に絶たせようとするぐらい追い詰められてたんだぞ？

　だったら……この程度の傷で退いてられるかよ……！

「──《氷刃ブレイド》！」

　氷の礫つぶてを突破した瞬間、俺は再び《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力を発動。

　所有者の声に応こたえるように刀身の形状が変化。

　現れたのは、細身の刀とは違う片刃の長剣。

《円舞曲ワルツ》。

　かつての俺の剣と同じ形状に変化していた。そして、もっとも使い慣れた形状の武器を全力で魔女へと叩たたき込むが──。

「ぐっ!?」

　発動した魔女の結界魔術サンクチユアリーに阻まれた。球体状の結界は俺の斬ざん撃げきを完かん璧ぺきに遮断。万事休す。俺一人ならこの時点で攻め手を失って負けていただろう。

「兄さん！」

　だが、今の俺は独りじゃねえ。

　魔女の結界の展開を確認した真ま由ゆ香かが《夜想曲ノクターン》を振りかぶりながら接近。魔術の効果を打ち消す黒い刀身を、結界へと叩きつける！

　数秒後、破砕音。

　それは魔女を守っている結界が硝子がらすのように砕け散る音だった。しかし、魔女──いや、《白兎ホワイトラビツト》もそれを読んでいたのだろう。魔女の身体からだはさきほどと同じようにバックステップ。俺たちの間合いから逃げ切った。が──。




「ナイスアシストだぜ、まゆっち」




　すべて、計画通りだ。

　真由香の攻撃を避よけるために後ろに跳んだ魔女のもとに、セツナが接敵していた。獣化変身を使っているからこそできる迅速な追撃。しかも、魔女が真由香の一ひと太た刀ちをどうやって避けるかは一度目の攻撃で確認することができていた。

　つまりは、すべてが計算し尽くされた行動。飢えた獣のように疾駆する彼女は、結界を失って無防備になっている魔女に向かって突貫。そして、

「おぅらああアアアアアっ！」

　強烈な右フックを叩き込んだ。

　セツナの拳こぶしは、自分の身体を庇かばおうとした魔女のわき腹に着弾。

　瞬間、ベギッという乾いた音色と共に、魔女の身体が吹っ飛ばされる。

　おそらくはセツナの拳を喰くらった魔女の肋ろつ骨こつが砕けたんだろう。しかし、第二獣化形態になったセツナの拳を喰らえばそれだけじゃ済まない。普通だったら戦闘不能に陥ってもおかしくないが──。

「あはは♪　やるわね、セツナ。でも、魔女はその程度じゃ斃たおせないわ」

《白兎ホワイトラビツト》の嘲ちよう笑しようと共に、魔女が立ち上がる。

　その肋骨は間違いなく砕けたはずだ。だが、その表情には一かけらの苦痛も浮かんでいない。そう、あれは《屍操書ミツドナイトヘブン》によって蘇よみがえった死者なんだ。中途半端な攻撃じゃ斃せない。

　でも、それは昨夜の戦いでもわかっていたことだ。

　だから──俺たちの狙ねらいは今の右フックじゃない。

　そう、本当の狙いは──。




「──鎖ころせ、《封殺拘束ジヤツジメント》」




　月明かりに照らされた墓地に響いたのは、呪じゆ文もんじみたセツナのハスキーボイス。

　同時に、魔女の右手に嵌はめられた鉄の手錠ウイツチクラフトがその能力を発動させる。同時に魔女の動きが停止。それこそ人形のように、身動き一つ出来なくなった。

「なっ……」

　墓地のどこかで《白兎ホワイトラビツト》が息を呑のんだのが感じられた。

「ハハッ。どーしたよ、白ウサギ。てめえもウィッチクラフトなら、あれがなんだかわかるんじゃねーか？」

　乾いた声で笑いながら、セツナは口くち唇びるを歪ゆがめた。

「さっきの一瞬、右フックを叩たたき込む寸前にアタシが魔女の右手に嵌めたのは、手錠のウィッチクラフト。遺産№21──《封殺拘束ジヤツジメント》。その能力は、魔力殺し」

「………っ」

「あれを嵌められたウィッチクラフトは能力を使えずに身動きできなくなる。だから、それは《屍操書ミツドナイトヘブン》の能力で生み出された人形ゴーレムにも有効なんじゃねーかと考えたんだが……どうやら、正解だったみたいだな」

「……そうか。つまり、さっきまでのあなたたちの攻撃は──」

「全部《封殺拘束ジヤツジメント》を使うために決まってんだろ？」

　ざまあみやがれ、とセツナは吐き捨てるように呟つぶやいた。

　そう、これが昼間の会議で俺たちが出した作戦。

《封殺拘束ジヤツジメント》を用いての魔女の拘束。きっかけは真ま由ゆ香かの《夜想曲ノクターン》がウィッチクラフトの能力だけでなく魔術も無効化できるということだった。たぶん《夜想曲ノクターン》は魔術を殺す剣なのだろう。

　だったら、《封殺拘束ジヤツジメント》でも同じことができるんじゃないか？

　魔力殺し。

　ウィッチクラフトの能力を殺すその力が、魔術自体を封じるものだとしたら……。

「七月の戦いのときにおにーさんたちには説明したが、《封殺拘束ジヤツジメント》は装着した人間……つまり、この場合はアタシにしか外せねー。つまり、魔女はもうただの木で偶く人形だ」

「くっ……！」

「だが、魔女は死者だ。中途半端な攻撃じゃ斃たおすことはできねーだろうな。それは《封殺拘束ジヤツジメント》で自由を奪ったとしても同じだろう。だからこそ──ここで決ケ着リを付ける」

「……セツナ。あなた、まさか……」

「おー。今からアタシとまゆっちとおにーさんで同時に攻撃を叩たたき込む。さすがにそれだけやれば魔女も死ぬだろ？　──おっと、魔女を守ろうとして出てくんなよ、白ウサギ。迂う闊かつに姿を見せれば後ろにいるメイド女が《四銃奏カルテツト》でてめえを蜂はちの巣にするぜ？」

「………っ！」

《白兎ホワイトラビツト》が再び息を呑のむのと同時に、俺と真ま由ゆ香かは走り出していた。

　──ここだ。

　今が最大の好機チヤンス。

　その証拠にセツナも魔女に向かって走り出していた。

　そして、後ろではアリスが《四銃奏カルテツト》で周囲を警戒しているはずだ。

　今から《封殺拘束ジヤツジメント》の能力で無防備になった魔女に攻撃を叩き込む。

　そうすれば……！

「ラピスを取り戻せるんだ！」

　願いを口にしながら、俺は魔女へと接敵し、刀を振るう。

　狙ねらいは首。

《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》で魔女の首を掻っ切ろうとして──。




「──あはは♪」




　しかし。

　そこで響いたのは、さきほどの慌てた声とは違う無邪気な笑い声。

《白兎ホワイトラビツト》。

　墓地のどこかで、彼女は微笑ほほえんでいた。

　まるで、自分の勝利を確信したかのように──。

「!?」




　次の瞬間──眩まばゆいばかりの閃せん光こうが俺の視界を埋め尽くした。




「えっ──」

　一瞬、何が起こったのかわからなかった。

　ただわかるのは、少しだけ意識が飛んだらしいということ。そして、夜の墓地を照らす炎。空へと舞いあがる黒煙。

　そして、

「冬とう夜やぁ！」

《屍操書ミツドナイトヘブン》の媒介にされたはずの、ラピスの声だった。

　……ああ、そうだ。俺たちは魔女と戦っていた。そして、あと一歩のところまで追いつめた──はずだったんだ。

　しかし、身体からだの感覚自体がひどく朧おぼろだ。

　着ていた服はところどころ焼け焦げて穴が空き、自分の身体から肉の焼ける嫌な匂においがして、吐き気が込み上げた。よく見えないが上半身にひどい火傷やけどを負ってしまったらしい。

　こうなった原因は──。

「残念だったわね」

　勝ち誇ったような《白兎ホワイトラビツト》の声が聞こえた。

「魔女を殺して、すぐにラビを蒐しゆう集しゆうしていればあなたたちは勝っていた。でも、ラビだって不測の事態に備えて策はちゃんと用意しておいたの。たとえば──魔女の身体にいくつかの火薬時計を仕掛けておくとか」

「………っ」

　……そうか。

　じゃあ、さっきの閃せん光こうは……。

「……《白兎ホワイトラビツト》。あなた……」

「あら、《紅柩ピジヨンブラツド》？　ラビと喋しやべってていいの？　早く治癒を始めないとみんな死んじゃうわよ？　特に、一番危険なのはセツナね。あのとき反射的にトーヤとマユカのことを庇かばったみたいだったから」

「なっ……！」

　思わず倒れた身体を起こして周囲を見渡そうとしたが、刺すような激痛に首を動かすのが精一杯だった。

　しかし、それでもその光景は目に入ってきた。

　地面に座って必死に治癒を受けるセツナ。

　おそらく爆発の衝撃のせいだろう。彼女の右腕は肘ひじのあたりで千切れてしまっていた。《魔狼フエンリル》の第二獣化形態時に負った傷が治るスピードは通常よりも遅い。なんとか七なな海みが治癒をしているが、あれじゃ戦線復帰は……。

「兄、さん。大丈夫、ですか？」

「真ま由ゆ香か……」

　声をかけてくれた真由香も俺ほどではないものの、身体のあちこちに火傷を負っていた。唯一無事なのは七海とアリスだが、あの二人だけで戦うのは無謀すぎる。

　──ヤバイ。

　このままじゃ、俺たちは──。

「さあ、それじゃあ魔女を復活させようかしら？　《屍操書ミツドナイトヘブン》は媒介さえあれば何度でも人形ゴーレムを作りだせる。魔女を無力化した後にすぐにあなたたちがラビを斃していればこんなことにはならなかったのにねぇ」

「……《白兎ホワイトラビツト》！　あんた……！」

「なあに？　ラピス。言っとくけど動いちゃダメよ？　そんなことしたらあなたの首につけられた火薬時計を発動させるから」

「………っ！」

《白兎ホワイトラビツト》の言葉に、ラピスは黙るしかなかった。

　このままじゃまたラピスが媒介にされる。そして、みんな殺される。俺はまた目の前で家族を殺される。昨夜の梨り央お姉ねえのように──！

「くっ……あああああああっ！」

　胸に灯ともった闘争心だけで傷の痛みを必死に押し殺して、立ち上がる。しかし、片手に持った《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を杖つえにしなければいけないほど俺の身体からだは疲弊していた。

　それでも、震える手足を必死に動かして刀を正眼に構える。

　第二次魔女戦争ヴアルプルギス。

　この戦いに勝利するために──！

「へぇ。さすがトーヤね。あなたのそういう家族想おもいなところはとっても魔女に似てるわ。それに、あの人が所有者として認めただけのことはあるわ。でも、どうするの？　もうさっきみたいに《封殺拘束ジヤツジメント》を使った作戦は使えないわよ？」

「くっ……！」

「さあ、フィナーレの時間よ。第二次魔女戦争ヴアルプルギスに終止符を打ちましょう。これで──ラビの本懐が遂げられるわ」

　そうして、彼女は再び《屍操書ミツドナイトヘブン》を掲げた。

　悔しいことに、現状は《白兎ホワイトラビツト》の言う通りだ。

　もはや俺たちに打つ手はねえ。

　セツナはおそらく戦闘不能。真ま由ゆ香かの傷も軽くはないだろう。そして、俺はこの様だ。

　──畜生。

　俺はまた守れないのか？




『ラピスは、俺たちが絶対に取り戻す』




　戦いが始まる前。

　俺はあいつにそう約束したのに──！




　──大丈夫だよ、冬とう夜やくん。




　しかし。

　そこで俺の耳に聞こえたのはありえない幻聴だった。

「なっ──」

　だが、目の前で起きている現象は幻聴どころではなかった。

　いつの間にか俺の隣に立っていたのは、明るい色の髪をした小柄な体たい躯くの少女。そして、彼女の表情に浮かんでいるのは天使のようなスマイル。

　辻つじ峰みね梨り央お。

　昨夜死んだはずの辻峰家当主にして、俺の従姉かぞくに違いなかった。





×　　×　　×






「……ははっ」

　目の前の光景に、もはや笑うしかなかった。

　これは夢なのか？













　それとも、身体からだに負った傷がこんな幻を見させているのか？

　だって、梨り央お姉ねえはそこにいる。

　生前と何ら変わらない姿で微笑ほほえんでくれている──。

「に、兄さん？　一体何を見ているんですか？」

　呆ぼう然ぜんとしている俺が気になったのか、真ま由ゆ香かが話しかけてきた。

　──まさか、この梨央姉は俺にしか見えてないのか？

　じゃあ、やっぱりこれは幻覚で──。




　──ううん、幻覚なんかじゃないよ。




「えっ──」

　だが、恐ろしいことに梨央姉は俺の思考に応えた。

　瞬間──俺の脳裏でフラッシュバックしたのは《革命軍レジスタンス》との戦いの記憶。あのとき俺は《剣舞士の首飾りソードダンサー》の精神呪じゆ縛ばくの第三段階レベル３まで進行しかけた。

　──思い出せ。

　確かあのときも対話をしているわけでもないのに、こんな風に《剣舞士の首飾りソードダンサー》と出会うことができたんだ。

　だとしたら、これは──。




　──大正解。




　またもや俺の思考に応こたえる梨央姉。

　そして、彼女はおそらくは俺にしか聞こえない声で──。




　──今のボクは、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の意志。ウィッチクラフトに遺のこされた残留思念なの。




「───っ」

　再び蘇よみがえる過去の戦いの記憶。

《革命軍レジスタンス》との戦いの後で、俺たちはあいつと戦った。

　霧きり谷や雪ゆき哉や。

　セツナの腹違いの兄にして、《四銃奏カルテツト》に遺された残留思念。そう、元々《四銃奏カルテツト》は霧谷家五代目当主である霧谷雪哉のウィッチクラフトだった。そして、彼は死んだときに自分の未練をウィッチクラフトに遺した。そして、それが《四銃奏カルテツト》の意志になったんだ。

　つまり、今の梨央姉は……。




　──うん。辻つじ峰みね梨り央おが死の間際に遺のこした願いの結晶。それが、今のボクなの。




　またもや俺の思考に梨央姉ねえは応こたえてくれた。




　──ごめんね。本当はもっと早く冬とう夜やくんにコンタクトを取りたかったんだけど、まだウィッチクラフトの意志になったばかりのボクが所有者を精神呪じゆ縛ばくすることは難しかったんだ。




　じゃあ、やっぱりこれは精神呪縛の第三段階レベル３なのか？




　──そうだね。冬夜くんが重傷を負って精神力が弱まったから、ボクが出て来れたの。




　そう言えば、セツナも前に言ってたっけな。《魔狼フエンリル》の精神呪縛に侵されないために、傷を負ってるときは第二獣化形態にならないようにしてるって。

　だからこそ、梨央姉は今俺の前に現れることができた。思えば俺が《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の所有者になれたのは、梨央姉のおかげなんじゃないか？

　辻峰梨央。

　この人が《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の意志になってくれたから──。




　──さて、冬夜くん。本題はここからだよ。




　梨央姉は、真剣な表情で告げた。




　──死ぬ間際のボクが《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》に遺した願いはたった一つ。自分の家族を守ること。そのためなら、ボクだって戦いたい。




　ああ。

　俺だって、梨央姉が一緒に戦ってくれるんなら心強い。




　──ありがとう。冬夜くんが家ボ族クのことを頼ってくれて、本当に嬉うれしい。さあ、冬夜くん。




　そして、辻峰梨央は告げる。

　ウィッチクラフトとしての言葉を、紛れもないこの俺に。




　──今のボクは《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の意志。だから、所有者のために死力を尽くして戦うことを誓うよ。そのために、ボクは自分のすべてをきみに伝える。




　ゆっくりと、梨り央お姉ねえは俺に手を差し伸べた。

　迷うことなく、俺はその手を掴つかむ。

　ウィッチクラフトの精神呪じゆ縛ばくの第三段階レベル３。それは自分の意識を乗っ取られかねない危険なもの。

　でも、大丈夫だ。

　だって、梨央姉はかけがえのない家族だ。

　だから──俺は再び、梨央姉と一緒に戦う。

「──応こたえてくれ」

　そして、俺は告げる。

　自らのウィッチクラフトに、所有者としての言葉を──！

「俺の願いに応えてくれ、辻峰梨央ダイヤモンドエツジ！」





×　　×　　×






「さあ、フィナーレの時間よ。第二次魔女戦争ヴアルプルギスに終止符を打ちましょう。これで──ラビの本懐が遂げられるわ」

　ラビの言葉とともに、白光を放つ《屍操書ミツドナイトヘブン》。そして、再びラピスが白い光の中に消えていって──彼女は現れた。

　リリィ・ヴァレンタイン。

　魔女の人形ゴーレムは傷一つない姿で再び蘇よみがえってみせた。

　けど、どうしてだろう？

　これっぽっちも、負ける気がしねえ。

「下がっていろ、犬っころ。ここはアリスが喰くい止める。だから、おまえは少しでも身体からだを休めて──」

　大丈夫だ。

　そう言う代わりに、俺は一歩前に踏み出していた。

「───っ！　ダメよお兄様！　その身体で動いたら……！」

　ごめんな、七なな海み。

　たぶん、あいつは俺じゃなきゃ……いや、俺たちじゃなきゃ斃たおせないんだ。

「に、兄さん？」

　心配すんな、真ま由ゆ香か。

　俺はこんなところで死ぬつもりなんかない。

　家族ラピスを取り戻すって、決めたんだ。

　だから──。




　──さあ！　行くよ、冬とう夜やくん！




「おう、梨り央お姉ねえ！」

　右手に握った《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》から届く声に後押しされるように、俺は傷だらけの身体からだで駆け出していた。

「あはは♪　無謀ね、トーヤ！　でも、そういう気概は嫌いじゃないわ！」

《白兎ホワイトラビツト》がバックステップで下がるのと同時に、魔女が前進。その右手に浮かんだのは魔法陣。

　結界弾バレツト。

　撃ち出された魔術は瞬く間に辻つじ峰みね冬夜の身体を押し潰つぶそうとしたが、

「──無駄だ」

　轟ごう音おんと共に、俺はさっきまで自分が立ってた地面が潰れるのを確認していた。

　──ああ、そうか。

　これが辻峰梨央の迅はやさなのか。

「えっ──」

　さすがの《白兎ホワイトラビツト》も、俺がしたことに目を見開いていた。

　そう、俺は結界弾バレツトを躱かわすために十数メートルもの距離を一瞬で移動したんだ。これこそが梨央姉が辻峰家歴代最強の当主と呼ばれた所以ゆえん。

　瞬しゆん転てん。

　天才と呼ばれた従姉いとこの技術を、俺は完かん璧ぺきに自分のものにしていた。

「……トーヤ。あなた、まさか……」

「ああ、そうだ《白兎ホワイトラビツト》。今の俺は《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の意志と……梨央姉と一緒に戦ってる。瞬転はウィッチクラフトの強化のリミッターを解除して、コンマ数秒だけ超人的な身体能力を発揮する禁じ手。今までそれを使えたのは梨央姉だけだった。だからこそ、あの人が瞬転の使い方を俺の意識に直接教えてくれる」

「……そう。つまり、今のトーヤは……」

「三年前の……全盛期の梨央姉と同じ強さを持っている。これが所有者とウィッチクラフトの繋つながり。そして──」




　俺と梨り央お姉ねえの絆きずなだ！




　叫ぶと同時に、篝かがり火びに照らされた墓地を疾駆する。

　狙ねらいは一点。魔女の結界魔術サンクチユアリーの弱点。それは攻撃と防御の結界を同時に展開できないこと。今の俺なら、その欠点を突けるはずなんだ！

「あははははははははははっ♪」

　直後、哄こう笑しよう。

　迫り来る俺を見て、《白兎ホワイトラビツト》は楽しそうに嗤わらっていやがった。

「最高よ、トーヤ！　あなたが強いほどラビは勝ちたくなる！　待っていたわ！　ラビはこの高揚を……半世紀も待っていたの！」

　白い少女の言葉に呼応するように、魔女が俺へと結界弾バレツトを放つ。

　しかし、当たらない。

　再び身体からだを加速させた俺は、一気に結界弾バレツトを回避。《白兎ホワイトラビツト》が動けないセツナたちを狙う可能性もあったが、あっちには真ま由ゆ香かがいる。あいつの《夜想曲ノクターン》なら結界弾バレツトを相殺できるはずだ。

　よって、戦いは一対一。

　いや、正確には二体二か。

《白兎ホワイトラビツト》とリリィ・ヴァレンタイン。

　辻つじ峰みね冬とう夜やと辻峰梨央。

　俺たちの──戦いだ！

「──《氷刃ブレイド》！」

　咆ほう哮こうと共に、俺は撃ち出される無数の結界弾バレツトをすべて瞬しゆん転てんで回避ながら突貫。瞬く間に刀の届く間合いへとあと一歩のところまで迫る。

　対する魔女も結界弾バレツトで俺の進行を阻もうとするが、

「遅えっ！」

　それは一瞬の交錯劇。

　至近距離シヨートレンジから放たれた結界弾バレツトすら躱かわした俺は、《円舞曲ワルツ》の形へと作り変えた刃を構えて。

「おぉおおおおおおおおおっ！」

　迷うことなく、魔女の胸を突き刺した。

　だが、身体を串くし刺ざしにされたにもかかわらず、魔女は左腕で自分を貫く刃を掴つかむ。そして、右腕に浮かぶ小さな魔法陣。

　零式結界弾ゼロバレツト。

　一撃必殺の魔術が発動しようとしていた。

「どうするの、トーヤ？」

　その一瞬、どこまでも楽しそうに《白兎ホワイトラビツト》は言葉を発した。

「このままだと、昨夜の二の舞になるわよ？　人形ゴーレムである魔女は簡単には死なない。昨日《剣舞士の首飾りソードダンサー》で魔女の胸を貫いたあなたは、零式結界弾ゼロバレツトで迎撃された。だったら、今回も──」

「悪いな、《白兎ホワイトラビツト》」

　ぎゅっと力強く《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を握り締める。

　そう、梨り央お姉ねえは俺にすべてを伝えてくれた。それは瞬しゆん転てんの使い方だけじゃない。俺たちが必死になって《白兎ホワイトラビツト》と魔女への対策を考えていたように、梨央姉も《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の意志としてずっと考えていたんだ。

　魔女に対する切り札。

　俺たちを勝利に導くための突破口を──！




「──《氷柩フリーズ》！」




　そして、俺はその切り札を実行する。













　直後、零式結界弾ゼロバレツトを撃ち出すはずだった拳こぶしは止まり、その身体からだが停止する。

　それどころか、ピキピキという音を立てて、魔女の身体が凍り付いていく。

「───っ。これは、まさか……」

「ああ、そうだ。突き刺した《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》が魔女を身体の内側から凍り付かせてる。これこそが梨り央お姉ねえが考えて、俺が実行した切り札だ」

　いくら人形ゴーレムだろうと、全身が凍り付いてしまえば動けない。その証拠に、魔女の身体は瞬く間に氷に覆われていって、

「──終わりだ」

　ついには、長方形の氷塊の中へと閉じ込められた。

　もう、魔女は動けない。

　それを確認した後で、俺は《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の柄つかを氷塊から切り離す。そして、再び出現させた刃を《白兎ホワイトラビツト》に向ける。

「最後だ、《白兎ホワイトラビツト》。大人しくラピスを解放しろ」

「………」

　沈黙。

　俺の言葉に《白兎ホワイトラビツト》はしばらく黙った後で、

「わかったわ」

　大人しく、《屍操書ミツドナイトヘブン》を空へと掲げた。

　途端、溢あふれ出す白い光。

　そして、その光の中から……。

「……ラピス」

　傷一つない、ラピスの姿。

　首についた火薬時計が気がかりだったが……あろうことか、《白兎ホワイトラビツト》は自らの手でそれを外してしまった。

「……《白兎ホワイトラビツト》。あんた……」

「あはは♪　何をビックリしてるの、ラピス。ラビは……負けを認めるわ。《屍操書ミツドナイトヘブン》で蘇よみがえらせた魔女は、トーヤに敗れたの。これにて第二次魔女戦争ヴアルプルギスは終幕。だから、あなたは勝者としてラビを蒐しゆう集しゆうしなさい。ラビが集めたウィッチクラフトは、この墓地に隠してある。あなたならすぐ見つけられるはずよ。それに──約束も守ってあげる」

「約束？」

「そう。昼間に霧きり谷や家で言ったでしょ？　『魔女が死んだ後、誰だれかがこの街にウィッチクラフトをバラ撒まくことになるだろう』。遺産№77《魔女の手記ウイツチノート》に書かれていたその言葉の真相を教えてあげる♪」

　そして。

　白い少女は口くち唇びるを吊つり上げてから、




「《剣舞士の首飾りソードダンサー》。あの人の命令で、ラビがウィッチクラフトをこの街にバラ撒まいたの。そして、あの人こそが──魔女を殺した張本人よ」




「なっ──」

《剣舞士の首飾りソードダンサー》だって？

　バカな。なんであいつがウィッチクラフトをバラ撒けなんて命令をしたんだ？　それに、魔女を殺したっていうのは──。

「──《白兎ホワイトラビツト》。それはどういう意味？」

「くふふ♪　ごめんねラピス。ラビに教えられるのはここまでよ。後は自分で調べてくれる？　まぁ、大丈夫よ。あなたなら、すぐに真相に辿たどり着けると思うから」

「………っ」

《白兎ホワイトラビツト》の言葉に、ラピスは口唇を強く噛かみしめた。

「……わかったわ。他ほかに言い残したことはない？」

「そうね……」

　白い衣服を揺らしながら、《白兎ホワイトラビツト》は少しだけ黙った後で、

「何もないわ。だって、ラビは楽しかったもの。自分より強い敵と戦えて、とっても楽しかったから」

「……そう。ある意味、あんたらしいわね」

「くふふ♪　そうでしょ？」

　無邪気に微笑ほほえむ《白兎ホワイトラビツト》。

　そんな彼女の笑顔に応こたえるように、ラピスは大きく手を広げた。そして、彼女の胸にある刻印が蒼あおい輝きを放つ。

　そして──。




「──眠りを」




　それはまさしく、終幕の言葉だった。

　その穏やかな響きに導かれるように《白兎ホワイトラビツト》の身体からだは少しずつ蒼い粒子へと分解されていく。

　五十年──彼女はこの戦いを待っていた。

　三年前──この戦いのために彼女は梨り央お姉ねえを殺した。

　しかし、そのすべては今完結した。

《白兎ホワイトラビツト》。

　最後まで不敵な笑みを浮かべたままで、白い少女はラピスの中へと──。




「ふざけんじゃねーよ」




　だが、そこで割り込んできたのはハスキーボイス。

　そして、白髪の少女。

　セツナ・ヴァレンタイン。

　七なな海みの治療を受けているはずだった彼女は、疾風のように走り込んできていた。

　そして、その手に握った《魔狼フエンリル》を突き刺す。

　そう、《白兎ホワイトラビツト》の胸に。

「………っ！　セツナ、あなた……」

「黙れよ白ウサギ。──略奪。それがこの《魔狼フエンリル》の能力だ。てめえもこの《魔狼フエンリル》の糧になれ。そうやって、三年前の事件にケリを付けろ。それが梨り央おを殺したてめえの役目だ」

　冷徹な言葉と共に、《白兎ホワイトラビツト》の身体からだが黒い粒子へと分解されていく。

　今の言葉通り、《魔狼フエンリル》は他ほかのウィッチクラフトを取り込んで力を増す能力を持っている。

　そして、その能力でラピスの封印に割り込んだんだとしたら──。




「あはははははははははははっ♪」




　しかし、胸を貫かれ、身体を黒い粒子に分解されながらも、《白兎ホワイトラビツト》は嗤わらっていた。

「いいわよ、セツナ！　あなたのそういうところがラビはとっても好き！　あなたがいなければこの戦争はここまで面白くならなかった！　ラビはこの瞬間……本当の意味で満足できた！　だって、ラビは楽しかったもの！　本当に……」




　あなたたちが、ラビより強くて良かった！




　最期にそう言い残して、白い少女は漆黒の槍やりの中へと消失する。

《白兎ホワイトラビツト》。

　魔女の宿敵であったウィッチクラフトは、哄こう笑しようと共に舞台から退場した。





第８章　再壊







「ありがとう、冬とう夜や」

　徐々に夜明けが近づいてきた空の下。

　朝焼けの近づいた墓地で《白兎ホワイトラビツト》が《魔狼フエンリル》によって略奪された後で、ラピスが言った。

「いや、俺だけにお礼を言うのはやめてくれ。おまえを助けられたのはみんなのおかげだ。それに《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の……梨り央お姉ねえも力を貸してくれた」

「えっ……じゃあ、もしかして《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》には……」

「ああ、梨央姉の残留思念が遺のこってる。あの人が、俺たちを助けてくれたんだ。だから、後でおまえも梨央姉と会ってくれるか？」

「──うん。わたしはウィッチクラフトと対話できるから、いつでも会えるわ」

《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を見つめながら、ラピスは微笑ほほえんだ。

　──ああ。

　終わったんだ。

　最後はセツナに《白兎ホワイトラビツト》を略奪されてしまったが、これで俺たちの魔女戦争は終わった。

　そして、三年前の事件の因縁もやっと……。

「………」

　けど、脳裏にこびりついて離れないのは《白兎ホワイトラビツト》の言葉。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

　あいつが魔女を殺して、ウィッチクラフトをバラ撒まいた元凶だということ……。

「よう、おにーさん」

　と、そこで俺の思考を遮るようにセツナが話しかけてきた。

「……セツナ。身体からだはいいのか？」

「ああ。まだ完かん璧ぺきには程遠いが、《紅柩ピジヨンブラツド》の治癒のおかげで動けるようにはなったよ。今はまゆっちが治してもらってるから、おにーさんは最後だな」

　白髪の少女の視線の先では、七なな海みに治療を受けている真ま由ゆ香かの姿があった。

「ま、何はともあれ、今回はおにーさんに助けられたぜ。だから、今からてめえらのウィッチクラフトを狩ることだけはやめてやるよ」

「……そっか。梨央姉の遺言だと、あんたが協力するのは魔女を斃たおすまでだったな」

「ああ。アタシは梨央との約束を果たした。これでアタシとてめえらはまた敵同士だ。すべてのウィッチクラフトを狩り尽くす。それがアタシの目的だからな」

「………」

　セツナの言葉からははっきりとした覚悟が感じられた気がした。

　そうだ。

　コイツが俺たちに協力してくれたのはあくまで梨り央お姉ねえの遺言のためで──。

「ねえ、セツナ」

　と、そこで口を開いたのはラピスだった。

　蒼あおいドレスを身に纏まとった少女は、意を決したように、




「あんた、わたしたちの仲間になるつもりはないの？」




「……あ？」

　突然の質問に、セツナは不機嫌そうに表情を歪ゆがめた。

「そりゃどういう意味だ？」

「だって……わたしが助かったのはあんたのおかげでもあると思うから。ありがとう、セツナ」

「はんっ。お礼なんか言うんじゃねーよ。アタシはてめえらの敵だ。それだけは絶対に変わらねー。アタシはもう、後戻りはできねーのさ。三年前の事件で、アタシは自分の家族と梨央を殺しちまったからな」

「でも、それは《白兎ホワイトラビツト》が……」

「だからこそ、アタシはウィッチクラフトが許せねえんだよ。アタシは魔女の遺言を信じてるわけじゃねー。それに……」

「それに？」

「九十九すべてのウィッチクラフトを集めれば願いが叶かなえられる？　そんな都合のいいことは信じたくねーからな」

「セツナ……」

「ま、今回の事件で……やっと三年前の事件の因縁にケリを付けることができた。少しだけすっきりしたのも事実だ。だから、ありがとな」

　そう言って、セツナは俺たちに背を向けて去っていく。

「冬とう夜や。本当にいいの？　あんたとセツナは今回一緒に戦ったのに……」

「俺だって、できればあいつと一緒にウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうしたいよ。そして、梨央姉を生き返らせたい。けど、あいつは俺たちの仲間になることはないと思う。たぶん、これからもずっと」

　きっと、あいつが三年前の事件によって負った傷はそれほどまでに深いんだろう。

　霧きり谷や雪せつ奈な。

　自分の名前を捨てるほどに──。

「……でも」

　もし、何かきっかけがあれば、セツナはまた俺たちに協力してくれるかもしれない。

　だって、今回の戦争で三年前の事件の因縁にケリがついたんだ。

　傷はいつか癒いえる。

　それはきっと心の傷も同じはずだ。

　だったら、あいつだって──。




「どこに行くんですか、セツナさん」




　あまりにも唐突に。

　背後からそんな声が聞こえた。

　同時に俺の横を駆け抜けていく影。

　辻つじ峰みね真ま由ゆ香か。

　おそらく七なな海みに傷を治してもらったんだろう。あろうことか、彼女は自分の剣である《夜想曲ノクターン》を構えて、




　セツナの右腕に、その刃を振り下ろした。




　あまりにも鮮やかな奇襲。

　虚を突かれて反応できなかったのか、セツナは真由香の一ひと太た刀ちを防御することが出来なかった。その結果──。

「ぐっ……ああああっ!?」

　悲鳴と共に、彼女の手首のあたりで切断された右手が地面へと落ちる。

　そして、鈍い輝きを放つ腕輪が地面へと落下。

《魔狼フエンリル》は最強にして最悪と謳うたわれるウィッチクラフトだ。所有者は不死身に近い回復力を得るが、その能力は自分が身に着けていなければ使えない。その証拠に、セツナの傷が治ることはなかった。

「………っ！」

　……なんだ？

　一体何が起きている？

「……てめえっ！」

　出血する手首を押さえながらも、手負いの獣の目つきで真由香を睨にらみつけるセツナ。

　そして、彼女の手が地面に落ちた《魔狼フエンリル》に伸びようとして、

「大人しくしてください」




　真ま由ゆ香かの剣が、その身体からだを斬きり裂いていた。




　飛び散る鮮血。

　夜明けを迎えた墓地に夥おびただしい量の血液がばら撒まかれ、その持ち主であるセツナは苦く悶もんの表情を浮かべながら倒れ伏した。

　そんな彼女を、真由香はただ冷酷な目つきで見下ろしている。

「セツナさん。私にはあなたの言っていることが理解できないんです。『やっと三年前の事件の因縁にケリを付けることができた』？　バカなことを言わないで下さい。三年前の事件はまだ終わっていません。だって──」




　姉さんを殺したあなたが、まだ生きているんですから。




　そして、何の迷いもなく。

　真由香はセツナに向かって《夜想曲ノクターン》を振り下ろそうとして──！

「──《氷鎖チエイン》！」

　その刃が触れる寸前で、俺が生み出した氷の鎖によって身体の動きを拘束されていた。

　……嘘うそだ。

　目の前で起きていることが信じられない。

　どうして、真由香がこんなことを……。

「……真由香。あんた、まさか……」

　鎖で縛られた真由香に話しかけるラピス。

　すると、真由香はクスッと冷淡な笑みを浮かべた。

「どうして止めるんですか、兄さん。この人は三年前に姉さんを殺したんですよ？　それに、《魔狼フエンリル》の所有者です。だったら、ここで殺しておいた方がいいに決まっているじゃないですか」

「なっ……何を言ってんだよ！　確かにセツナは《魔狼フエンリル》の所有者だ！　けど、今のコイツに戦う意志はなかった！　それに、ウィッチクラフトさえ奪えればいいだろ！　何も命まで奪う必要は……」

「そんな甘いことを言っているから、兄さんは昨日姉さんを守れなかったのでは？　そして、昨日までの私もそうでした。でも、今は違います」

　返り血を浴びて赤く染まった巫み女こ服をはためかせながら、真由香は告げた。

　そして、




「──消失音階サイレント」




　黒い影を纏まとった《夜想曲ノクターン》で、自分を縛り上げた鎖を瞬く間に切断した。

　反射的に、倒れたセツナを庇かばうように俺は真ま由ゆ香かの前に立ち塞ふさがる。

　やっぱりコイツは……。

「落ち着け、真由香。今おまえは、間違いなく《剣舞士の首飾りソードダンサー》の精神呪じゆ縛ばくに侵されてる」

「あはは！　そうかもしれませんね！　確か、ウィッチクラフトの精神呪縛は所有者が重傷を負ったときに進行しやすいんでしたか？　だとしたら、さっきの魔女との戦闘で怪け我がを負ったときに……もう私は今までの私じゃなくなっていたのかもしれません」

「真由香……」

「けど、それでもいいです。だって……私は強くなりました！　その証拠にセツナさんを斃たおしたんです！　これならもう誰だれにも負けない！　やっと……三年前の事件に決着を付けることができます！」

「………っ。やっぱり、セツナを殺す気なのか？」

「当たり前でしょう？　まあ、放っておいてもその人は死ぬと思いますが……あっ、ひょっとしたら七なな海みさんが怪我を治してしまうかもしれませんね。だったら、念のために七海さんも殺しましょう」

「なっ──」

「心配いりませんよ、兄さん。七海さんやアリスさんやラピスがいなくても……私と兄さんさえいれば、すべてのウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうすることは可能です。瞬しゆん転てんを使えるようになった兄さんと、《夜想曲ノクターン》を使える私なら、敵なんていません。それに七海さんは兄さんのことが好きって言ってましたから……はっきり言って邪魔です」

「……おまえ、本気で言ってんのか？」

「もちろん。何なら、今すぐ兄さん以外の全員を殺して……」

　そこまで言ったところで、真由香の身体からだがビクっと震えた。まるで何かの発作を堪こらえているかのように。

　そして──。




「……逃げて、ください」




　彼女は、さきほどとは違う少し幼い声で、震えながらも言葉を紡いだ。

「逃げてください、兄さん……私の意識は《剣舞士の首飾りソードダンサー》に……もう私は私を止められない……だから、私はみんなを殺さないと……あれ？　殺す？　私が？　どうして？」

「───っ！　しっかりしろ真ま由ゆ香か！　今なら……！」

　今ならまだおまえは戻って来れる！

　そう叫んでから、真由香のもとに近づこうとしたが、

「近寄らないで！」

　声と同時に漆黒の剣の切っ先を向けられて、行動を抑制される。

　真由香の剣はウィッチクラフトにとって天敵だ。

　当然、俺の《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》にとっても……！

「あっ、そうだ」

　そして、彼女は震えの止まった声で話し始める。

「ねぇ、兄さん。兄さんは私の仲間になってくれますよね？」

「………っ」

「だって、私は兄さんのことが好きなんです。子供の頃ころから……ずっと冬夜のことが好きでした。兄さんには私の恋人になって欲しいんです。だから、私の邪魔をするみんなを殺します。そのために──兄さん」




　私の味方になってくれませんか？




「くっ──！」

　その言葉の奥には、明確な殺意があった。

　きっと断れば俺はその瞬間から真由香の敵になるだろう。

　──だけど。

「すまない、真由香」

「えっ……兄さん？」

「俺は、おまえの味方になることはできない。なぜなら……今のおまえは俺の知ってる辻つじ峰みね真由香じゃないからだ」

　間違いなく、コイツは《剣舞士の首飾りソードダンサー》の精神呪じゆ縛ばくに意識を奪われ、操られている。七月の戦いのとき、俺が何の躊躇ためらいもなく七なな海みやアリスを殺そうとしたときのように。

　脳裏で蘇よみがえるのは、戦いの前に真由香と交わした言葉。




『私はまた《剣舞士の首飾りソードダンサー》の精神呪縛に侵されてしまうかもしれません』




　確かに、真由香はそう言った。

　思えばあのときから真由香はこうなることを薄々予測していたのかもしれない。




『彼女の誘惑に勝てなくなってしまうときが来るかもしれないんです』




　セツナはたった一人の姉を殺した仇かたきだ。

　もし真ま由ゆ香かの中でその憎しみが残っていたとしたら？　そこを《剣舞士の首飾りソードダンサー》に付け込まれ、意識を奪われてしまったとしたら──。




『そのときは……私のことを、助けてくれませんか？』




　──そうだ。

　俺が真由香を助けなくちゃいけない。

　コイツの、家族として……！

「わかりました」

　そして、真由香は笑顔を消した。

　その顔に浮かんでいるのは、氷のように冷酷な殺意だけ。

「私の邪魔をするのでしたら、兄さんであろうと容赦しません。それに……兄さんと戦うのは楽しそうです。瞬しゆん転てんを使えるようになった兄さんと、《夜想曲ノクターン》を所持する私。どっちが強いか……試してみたくありませんか？」

「そんなことに興味なんかねえ。俺はただ、おまえを助けたいだけだ」

「兄さん……」

　少しだけ黙った後、真由香はクスッと妖よう艶えんな笑みを零こぼした。

「やっぱり、私は兄さんのそういう優しいところが大好きです。でも、そんなに優しくては今から始まる戦いに勝てませんよ？」

「わかってる。だから、俺も全力でおまえを止める」

「──あはっ。それでこそ、私の兄さんです」

　そう言って、俺たちは互いに剣を構えた。

「冬とう夜や……真由香……」

　ラピスがひどく痛々しい声で俺たちの名を呼んだが、もう止められない。

　辻つじ峰みね冬夜と辻峰真由香。

　相対する二人は、互いの刃を突き付ける。

「さぁ」

　そして、

　漆黒の剣を持った辻峰真由香は、

　まるで優雅な踊り子のように服をはためかせながら、ゆっくりと言葉を紡いで──。







「──踊れ」
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あとがき







　お久しぶりです！　六巻からクライマックスに突入！　あさのハジメです。

　この『蒼そう柩きゆうのラピスラズリ』もついに六巻目。

　そして、この六巻は上下巻構成の前編ということになっております。クライマックスということで、物語の謎なぞが徐々に明らかになったり、バトル要素が増量したりと、ストーリーもガンガン加速中です。

　さらに、ここで重要なお知らせが二つほど。『蒼柩のラピスラズリ』のコミックス二巻がこの六巻と同時期に発売！　吉よし岡おか公きみ威たけ先生の描く濃厚なバトルは必見です！

　また自分のデビュー作である『まよチキ！』のコミックス七巻も、この六巻と同時期に発売。こちらはにぃと先生の描くハートフルなラブコメとなっておりますので、ぜひぜひチェックを！

　それでは、そろそろ謝しや辞じの方を。

　まずは担当の武たけ石いし様。最初の打ち合わせでは朝までぶっ通しでお酒を飲んだり、その勢いで編集部にお邪魔してしまったりで……若干破天荒な出だしだった気もしますが、良いスタートダッシュが切れたのではないかと思います！　今後ともよろしくお願いします。

　年末進行のお忙しい季節に、素晴らしいイラストを描いてくださった菊きく池ち政せい治じ様。今巻の発売日は一月。そして表紙も巫み女こ服ということで、季節感ばっちりのキュートなイラストをありがとうございました！

　ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様、校正様、デザイナー様、この本を出すために尽力してくださったすべての方々、一緒にお酒を飲んでくださる作家の皆様、初代担当の庄しよう司じ様、前担当の成なり田た様、コミックの作画を担当してくださっている吉岡公威先生、そして読者の皆様。

　作家になってから今年でデビュー五年目。相変わらず自分の未熟さを痛感する日々が続いております。それでも、本を出し続けることが皆様への恩返しになるのではないかと信じていますので、今後とも精一杯原稿を書いていきます。

　さてさて、それではここで恒例の次回予告のコーナーを。今回もネタバレを含んでいますので、まだ今巻を読んでいない方はお気を付けください。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》に意識を乗っ取られた真ま由ゆ香か。彼女に立ち向かうために、冬とう夜やたちは魔女との対話を決意する。しかし、そこで魔女が語ったウィッチクラフトの真実とは……。そんな感じで、後編もラストまで走り抜けていきます。

　ではでは。また皆様とお会いできることを願いつつ、エンディングに向けてガンガン走り続けていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします！
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